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「きゃははは、だめよベルギー、あたしが渡すんだからっ！」

　耳元で、無邪気な子供の笑い声が聞こえる。

　それに、部屋のどこかで陶とう器きが割れる音や、本棚から本がごっそり落ちるような重たい音――。

「にゃーん！」

　仔猫の誇ほこらしげな鳴き声に続いて、ジークの腹の上に飛び乗ってくる物体があった。

「ぐふっ!?」

　突然の攻撃に吐き気を覚えながら、ジークは跳はね起きた。

　腹の上に小さな獣けものの顔をみとめた直後、今度は背中に何かが突撃してくる。少女の細い腕が、後ろからジークの首にしがみついた。

「パパ、おはよー」

「みゃあにゃあ！」

　魔王城で開かれる結婚式のために、昨日から遊びに来ている子供たちだった。

　二人はジークの実の子供ではなく、先代魔王の子供たちだ。血の繋つながりはまったくない間あいだ柄がらだが、お互い魔物なので細かいことは気にせず楽しく親子をやっている。

　王国の西の果てにある町から来た姉きよう弟だいは、赤毛に三つ目が可愛い娘セリィーリアと、豪華な金色の毛皮に、白い翼と白い牙が目立つ息子のベルギウス。

　今日のベルギウスの牙は一回り大きいな――と思ってよく見れば、口に何かをくわえていた。

「パパ、来たよ！　パパがずーっとず―――っと待ってた、お手紙!!」

　セリィーリアが嬉しそうに叫び、ジークの背中越しにベルギウスに手を伸ばす。ベルギウスは姉の手から手紙を守ろうと飛び退さがった。

　ベルギウスの口からはみ出しているのは、丸めた手紙だった。

　姉との取り合いでボロボロになり、涎よだれでぐっしょり濡ぬれていたが。

「とうとう来たのか……っ!!」

　ジークの三つ目が輝いた。

　毎夜、「明日こそは」と眠れぬ男心に何度も寝返りを打ちながら、秋の夜長を待ち続けた手紙――地上に出かけたシェリルに出したラブレターへの、返事が。

「かせ！」

　ジークは、ベルギウスの牙の隙すき間まから手紙を抜こうとする。

「にゃーん！」

　ひょいと翼を開いて、ベルギウスは上空に逃げた。

「にゃんにゃん！」

　ここまでおいで、と言うようにベルギウスは尻尾しつぽを振る。

「遊んでる暇ひまはない、降りてこいベルギウス！」

「ベルギーね、『シェリルお姉ちゃんの手紙、声に出して読みあげてくれるなら渡してあげる』って言ってるよー。あたしも知りた～い！」

「なにっ！」

　大人のラブレターを、子供たちの前で声に出して読めだと!?

　なんと恥ずかしいことを要求するのか！

「だめだ！　こういうものは、一人で押し入れの隅すみっこかベッドに隠れて顔面総そう崩くずれになりつつ、高鳴る胸のときめきにきゅんきゅんしながら読むものなんだ！　それは俺だけの特権だ、お前たちの要求は呑めん……！」

　ジークが断ると、ベルギウスは衣装たんすの上に登ってしまう。手紙を手に入れても、ベルギウスはライオンだから手紙が開けないし、同志の三つ目娘は字がほとんど読めない。ジークは、たんすの上に手が届かない。

　三者が拮きつ抗こうしている間にも、ベルギウスの唾だ液えきの強力な酸さんが、大切なシェリルのラブレターを侵しん食しよくしていく。羊よう皮ひ紙しは、涎にぐっしょり濡れた部分から茶色く変色し始め、いつの間にか白い牙が紙から突き出している。

　このままでは、愛する娘からもらった俺の人生初のラブレターが腐ってしまう……！

「くっ――。分かった、俺が悪かった……！　手紙を読んでやるから、降りてこい！　……そ、その代わり、内容は誰にも言うなよ？　約束できるな？」

　恥ずかしげに声をひそめるジークに、子供たちは顔を輝かせて喜んだ。

「うん！　できるできるっ！」

「にゃーん！」

「わーい、シェリルお姉ちゃんの手紙だぁ！　何が書いてあるのかなぁ？　ちじょうって、すごく危険な場所なんだよね。お姉ちゃん、一人旅なんてかっこいいなぁ！」

　憧あこがれの眼まな差ざしを向ける娘に、ジークはさりげなく首を振った。

「ラエルも一緒だから、二人旅だ」

「ラエルなんて役立たずだもーん。いなくたって一緒よ。きゃはは！」

　三つ目娘は相変わらず、残酷なまでに正直だ。こうも己おのれの感情に素直な我わが儘まま娘に、将来嫁のもらい手はあるのか、父親としてジークは心配になった。

「にゃ！」

　どうぞ、と言うように素直に降りてきたベルギウスから、ジークは丸まった手紙を受け取る。酸性の涎に触れた指先がぴりりと痛むのも構わず、素早く巻き物を開いた。

　びっしり文字が書かれた羊皮紙に、胸が幸福感でいっぱいになる。

　ああ……これがシェリルの筆ひつ跡せきか。こんなにたくさん、俺への愛の言葉を書いてくれたのか。少し右肩上がりの癖くせがあるが、それさえも愛いとおしい……俺のシェリル――。

「パパ、声に出してくれなきゃっ！」

　娘に急せかされ、ジークはときめく胸を深呼吸で整えて、几き帳ちよう面めんな文字を読み上げ始める。

「……カーデュエイル王国　魔王城　ジークフリート殿。拝はい啓けい、欠けゆく月の光も麗うるわしく、魔王陛下におかれましては、ますますご健けん勝しようのこととお慶よろこびを……」

「はいけー？　けんしょう？　それどーゆー意味？」

「手紙を書く時に、最初につける挨あい拶さつ文ぶんだ。特に深い意味はない。……シェリルめ、恥ずかしくて何から書いたらいいか分からず、正式な手順どおりに書いたんだろうな」

　愛しい恋人め。お前は俺を焦じらす天才だ。と頰ほほを緩ゆるませつつ、ジークは夢想する。机の前で、己おのれの恋心をいかに伝えるべきか思い悩んでいるシェリルの愛らしくいじらしい姿を……。ああ、なんと可愛いのだろう。今すぐこの胸に抱きしめたい！

「にゃあにゃあー！」

　恋人の代わりに手紙を胸に抱きしめて妄もう想そうに浸ひたっているジークを、ベルギウスが急かす。

「ああ、お前も待ちきれないのか。よし、挨拶は飛ばして本文から読もう。いくぞ……。

　――くされ魔王のジークフリート。

　一族の守護者でありながら、魔物と戯たわむれてばかりの変態男よ。

　貴様に言っておくべきことがある。その毛深い耳の穴をかっぽじって、よーく聞け！

　新月に予定された貴様の陰気くさい婚礼だが、出席は拒否する。――……何だこれは!?」

　想像を裏切るとんでもない内容が綴つづられたラブレターに、ジークは顔色を変える。シェリルが俺との結婚を嫌がっている!?　婚約破棄を告げる手紙に軽いめまいを感じつつ、長い手紙にさっと目を通す。子供たちの「読んでよー！」という抗議は無視して。

　最後まで読んだジークフリートは、涎でべしょべしょのぐしょぐしょになった裏うら面めんに、セネギルと名が記しるされているのを見つけた。

「……あいつか」

　ジークの顔が、毒みつばちに刺されたようにゆがむ。












「あいつ？　これ、シェリルお姉ちゃんからのお手紙じゃないの？」

「ああ。この署しよ名めいは、セネギルと読むんだ。シェリルと同じなのは、頭文字だけだ」

「なんだぁ。シェリルお姉ちゃん、いつもは優しいのに、手紙ではパパのことけちょんけちょんにけなすなんて超かっこいい！　って見直したのにー」

「そんなわけないだろう。どんな二重人格だ」

　セリィーリアの感性は、魔女の母親をもったせいか少しばかり個性的だ。

「でもいるでしょー？　筆をにぎると性格が変わるタイプって！　ママもそうだったもん！」

「……それは筆じゃなくて、馬の手た綱づなとか賭かけ札の間違いだろう」

「えー？　そうかなあ？」

　分かったような分からないような顔でセリィーリアは小首をかしげる。不覚にも、ジークはその三つ目娘の愛らしさに、ほんの少しの間、見み惚とれてしまった。

「にゃ～ん！」

　あまりにも話題から離れすぎた二人に向かって、ベルギウスが強く鳴いた。

「あ、そーだね。……で、パパ。セネギルってだれ？　パパのあいじん？」

「こ――こらセリィーリア！　妙な言葉ばかり覚えるな……！　愛人のわけないだろう!?　こいつは男だぞ……!?」

　娘の突然の指摘にジークはあまりにも驚き、不覚にも顔を赤くしてしまった。挙きよ動どう不ふ審しんなほど大げさに首を振って、全面否定する。

「えー？　パパ、なんかあやしーい！」

「あ、怪しいわけがあるかっ！　セネギルは、十字の街に住むイサカルの若長で、俺より三つ年上の独身男だ！　俺がカーデュエイルの魔王となって以来、懲こりもせず毎月毎月、手紙を送りつけてくる……しつこい、ただの知人だ！」

　手紙の内容はもちろん、情熱的な恋心をしたためたものなどではなく、家族を石にされた恨みつらみを綴った、禍まが々まがしい文面で――つまるところ、不幸の手紙をやり取りする間柄だ。

「俺が石せき化かさせたあいつの家族は、先週すべて元に戻したから、もう不幸の手紙が来ることもないと思っていたんだが……！　しつこい男は、やっぱりしつこかったな！」

「パパ、ふこうの手紙ってなに？　あたし、呪のろいの手紙なら知ってるよー？」

　魔女の娘であるセリィーリアは、「出したこともあるよ！」と自慢げに言った。

「不幸の手紙とは、呪いの手紙の弟分だ。読んでも呪われることはないが、とても不幸せな気持ちになる。――セネギルめ、イサカルの二大独身男の片かた翼よくを担になっていた俺がとうとう花嫁をもらうのが妬ねたましいんだろう。あいつは俺を恨むあまり、婚期も逃した万年独身男だからな。絶対に俺の結婚は認めないと宣言してきた……しかも、一族の長おさとして」

「？？　どーゆーこと？」

「イサカルの民たみは俺の結婚を認めないから、式に誰も出席しないということだ。――シェリルは魔力を持たぬ定住の市民だった。それが、石化から解とかれた長老衆のお気に召さなかったらしい。爺じいさん連中で寄り集まって、占いの卦けが良ければしぶしぶ認めようということになったが、結果が最悪だったそうだ。それでセネギルは一族の長として、婚礼は認められないと通告してきたんだ。……別れるか、さもなくば来年以降に婚礼を延期しろと」

　地上の市民たちは、流る浪ろう民みんを見れば「汚きたならしい」と石を投げる。

　だが流浪民の方もまた、裕福な定住民を羨うらやみながら、心のどこかで見下しているのだ。

　魔力を持たぬ無能な民のくせに、と。

「らいねんなら、いいの？」

「もう一度占い直すことができるから、卦けが良くなっていればな。――あの狸たぬき爺じじいどもめ、石のままにしておけばよかった……」

　今さら「百歩ゆずってイサカルでなくとも、流浪の民の一員でなければ王の妃きさきにはふさわしくない」などと言いがかりをつけ始めるとは。

「――ベルギウス、庭園から林りん檎ごを二つとってきてくれないか？」

　ジークが頼むと、有ゆう翼よくライオンの息子は素直に翼をはためかせ、窓から飛び出していった。

　涎まみれの不幸の手紙を投げ捨て、ジークは書き物机に向かう。こんな手紙は、あとでベルギウスの玩具おもちやにしてしまおう。穴だらけになって腐ってしまえ。

「パパ、りんごでなにするの？　呪い返し？　さるかに合がつ戦せん？　あたしも手伝うよ！　そーゆーの、すっっごく得意だもん！」

　嬉しそうに胸を張る三つ目娘に、ジークは金髪を揺らして首を振る。

「いや、返事を書くだけだ。手紙を受け取ったら、いかに侮ぶ辱じよく的かつ屈くつ辱じよく的な内容であろう

　と、誠意を尽くして返すのが魔王としての務つとめだからな」

〝――カーデュエイル王国、十字の街、への３番地、イサカル族第八十六代若長セネギル殿

　前略、我が親愛なる友よ。

　心優しい貴き公こうの助言には、いつも心から感謝している。貴公のような親切な友をもち、俺は世界一の幸せ者だ。こうして返事を書く間も、俺の心は至上の幸福感に震えており……ああ、いかんいかん、貴公との友情に浸っていると、つい本題のことを忘れてしまうな。まったく、にくい男だ、我が友セネギル！

　貴公の指摘どおり、遠き時代に我らの王国を分裂させ、祖先たちを苦しい流浪の旅に追いやった〝崩壊の日〟については、俺もささやかながら知識を持ち合わせている――……〟
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　ジークフリートが、もらった不幸の手紙に懇こん切せつ丁てい寧ねいな返事を書いている頃。

　シェリルもまた、地上の町まち外はずれに停とめた馬車の中で、手紙を書いていた。

　何を書いていいのかすごく悩むのだけれど、これが地上に出て来る最後なのだから、家族に手紙を……と思ったのだ。

「シェリル、早く書けぇ！　もう用事も済んだし、わしは早く魔界に帰りたいぞ～」

　馬車の隣で、黒髪に犬耳を生はやした魔物少年のラエルが急せかす。

　彼の言うとおり、シェリルの地上での仕事は終わった。

　教会でジークが暴れた時、石せき化かさせてしまった兵士たちを元に戻すという使命は。

　ラエルとシェリルは馬車で地上までやって来ると、夜よ更ふけの教会に忍び込み、石になっている人々に、一人ずつ魔法をかけていった。魔力のあまりないシェリルは、ジークの砂を使っても一晩につき三体に魔法をかけるのが限界で、時間はかかってしまったけれど。

　十二体の石像の呪いをすべて解といたシェリルは、ふと思いついて実家の様子を覗のぞいてみた。

　ベルティーニ家では、かつてシェリルの婚約者だったレイエさんと、二歳年下の妹の結婚式の準備で大忙しだった。

　――姉である自分がいなくなったせいで、あの女好きの若様と結婚させられることになったなんて、なんて可か哀わい想そうな妹だろう。

　シェリルはそれを謝りたくて、そして自分の結婚式に妹を招待したくて――意に染まぬ結婚なら、そこから助けてあげたくて、拙つたないながらも気持ちを伝えようと苦心していた。

　ついでにその後、ジークにも「無事終わったから、もうすぐ帰るわ」と一言メッセージを送ろうかと思っている。コウモリでも捕つかまえて魔法でお願いすれば届けてくれるのではと期待しているが、うまくいくかどうか分からないので、届かなくても困らない内容にする予定だ。

「でも、いきなり魔界がどうのなんて言ったら、妹に怖がられるに決まってるし……お姉ちゃんのこと、恨うらんでるかもしれないし……なんて書けば、あの子の助けになれるかしら」

「面と向かって話せば早いじゃろう」

「で、でも……！」

　シェリルには、そんな勇気はなかった。きっと妹は、シェリルを泣きながら責せめるに違いない。

「――いいわ、素直に書きましょう」

　小さい頃、流る浪ろう民みんの少年を好きになって、彼と将来を誓い合ったこと。

　大人になった彼に招かれて、今は魔界で幸せに暮らしていること。

　そして、妹に女好きの婚約者を押しつけてしまったお詫わび。

　最後に、結婚式への招待――前日に、迎えの馬を送ることを。

「……これでいいわ」

　信じてもらえるかどうか分からないけれど、精一杯を記しるした。シェリルは手紙に封をし、丘の上に停まった馬車の窓から外に視線を送る。

　夕暮れ時で忙しそうな、スカーロックの町並みが見下ろせた。

　店は明かりをつけ始め、子供たちは駆かけっこをしながら家に戻り、兵士は交代して、農夫たちは畑仕事を終える。

　ざわめく町並みを眺めても、以前は平凡なだけでどうという感かん慨がいもなかったけれど、今は思い出深いものに見えた。

　森にかかる夕陽の煌きらめきも、目が痛くなるほど美しい。

「さよなら、太陽さん。……今まで、十八年間ありがとう」

　ジークと結婚したら、シェリルはもう地上には出て来ない。魔物であるジークが日光を浴あびられないからだ。彼が踏み込めない世界に、シェリルも足を踏み入れるつもりはない。

　この太陽が、見納めだ。

「パルパル、私の実家に寄ってから魔界へ向かってくれる？」

　テナガザルの御ぎよ者しやに頼むと、アルスターコートを着込んだ御者は頷うなずいて四頭立ての立派な馬車を走らせ始めた。鹿か毛げの体に、花嫁のドレスのように純白の足をした馬たちは、優美に膝ひざを上げて街中を駆け抜けていく。

「もう行くのか？　せっかく、日が沈んでわしも外に出られる時間になったのにー」

　日没がやってきた薄うす闇やみの地上を見やり、ラエルがさっきとは反対のことを言った。

　魔物の少年は、太陽の光を浴びると火傷やけどしてしまう。まだ空に太陽があって自分が遊べないのが退屈で、早く帰りたいとか文句を言っていただけらしい。

「ジークが心配してるもの、帰らなきゃ。……あの人、十日しても戻らなかったら迎えに行く、ってわざわざ手紙を出してきたのよ。早く帰らないと、また化けて出ちゃうわ」

　かつては人間だったけれど、今は魔王になった幼馴染おさななじみ。三つ目の外見は、魔界の宝ほう冠かんに呪われたせいだ。シェリルが側にいないと、拗すねて化け物になってしまう困った人。

　……だけど、誰より大切な人。

「仕方ないのう。――ほれ、手紙を寄よ越こせ。妹御いもうとごの部屋まで、わしが配達してきてやる」

　なんだかんだ言って、ラエルは面倒見がいい。シェリルから手紙を受け取り、家の前に着くと、身軽に門を飛び越えて中に侵入していった。

「――ありがとう。あの子は部屋にいた？」

　戻って来たラエルにシェリルが訊きくと、黒髪の少年は首を横に振る。

「いんや。晩御飯の時間じゃから、部屋には誰もおらんかったぞ。……今夜はわしも、温かいシチューが食べたいのぅー」

　鼻をひくつかせながら唸うなる黒髪の少年を見て、シェリルはそっと嘆たん息そくした。

　妹の様子を知りたかったけれど、仕方がない。会う勇気がなかったのは自分なのだから。

　……泣いていないと、いいのだけれど。

「じゃあ、帰りましょうか。――私たちの王国へ」

　シェリルは自宅を見つめる視線を伏せ、馬車の揺れに身を任せた。

　すっかり夜になる頃、カーデュエイルへ続くノーヌ川についたシェリルは、窓から久しぶりの魔界の光景を眺めた。岸辺のすぐ上に見たことのないものがある。ちょうど馬車が通れるくらいの、大理石の立派な装飾門だ。アーチの部分に何か文字が刻んである。




〝ようこそカーデュエイルへ　我が愛しい花嫁〟




「ジークってば。……またこんなもの作って！」

　両脚にルキウス草の花を一杯に彫刻した大理石の〝花嫁の門〟を見て、シェリルは笑った。いつもシェリルへの愛を表現したくてうずうずしている恋人。離れればすぐに手紙もくれるし、戻って来る頃には再会の贈り物も用意している。

　ちょっとだけ変化した魔界を見て、シェリルは彼の庭に帰って来たことを心から感じた。

　……早くジークに会いたい。はずむ胸を抱えて、到着を待ちきれない子供のように、窓の外を眺め続けた。
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〝ジークへ　もうすぐ帰るわね　シェリル〟

　という短いながらも実は深い愛情のこもった一枚のカードがジークフリートの手元に届いて以来、彼は浮き足立っていた。

　シェリルの手紙が短い理由はきっと、一刻も早く俺に会いたくて、手紙を書くのももどかしかったからに違いない。この短い手紙からは、早くあなたの腕の中に戻りたくてたまらないわ、という無言のメッセージがひしひしと感じ取れる。

　カードを受け取った時刻は真っ昼間だったが、ジークは構うことなく風呂の準備をさせた。

　これから湯ゆ浴あみして着替えよう――と思っていたまさにその時、ジャッカルの近この衛え兵へいが来客を告げた。

　ジークは、「もしやもうシェリルが!?」と急ぎ足で広間に駆けつけ、そこに黒髪に三さん白ぱく眼がんの若者の姿を見つけて、この上なく落らく胆たんした。

「よう。久しぶりだな、ジークフリート？」

「――どうしてあなたが来るんだ……この忙しい時に……」

　ぶつぶつ呟くジークフリートの表情は、不ふ貞て腐くされた少年のよう。

「つれない言葉だな、ジークフリート。おれとお前の仲じゃないか。数カ月ぶりに会った兄代わりだというのに、もっと歓迎してくれてもいいだろう？」

　ジークより少し年上の男は機嫌良さげに笑顔を浮かべ、ひらひらとジークが送ったばかりの手紙を振ってみせた。そこには、「親愛なるセネギル」だの、「優しい助言に感謝している」だの、歯の浮くようなセリフが己おのれの筆跡で綴つづられているのが見える。

　……誰が兄代わりだ。本当に、腹の立つ男め。

　不ふ遜そんさをより引き立たせるためだけに満面の笑顔を浮かべているセネギルに負けじと、ジークも、この上なく不機嫌な顔にひきつった笑顔を浮かべてみせる。

「もちろん、俺はいつもあなたの来訪を心の底から喜んでいるとも！　我が無二の朋ほう友ゆうセネギル、来てくれて嬉しい！　だが、あなたが俺の返事を読んだ後、すぐに城まで駆けつけてくれたことなど初めてだったから、少し驚いてしまったんだ」

　というか、心の底から驚き、「早く帰れ」と願っている。五分で帰らないなら、娘に呪わせようと企たくらんでもいる。

　それでも丁寧な言葉を使うのは、かつて町から町へと流れる旅暮らしをしていた頃、三つ年上のセネギルは頼りになる先輩でもあったからだ。しかもセネギルは、ジークが成人の儀式を迎えた時の見届け役でもあった。

　――つまり。最高に分かりやすく言えば、この男を無む碍げに扱うと、第三者には絶対にバラされたくない子供時代の悪あく行ぎようやら恥やらを、町中の噂にされてしまうということだ。

「お前がおれに、美う味まそうな林りん檎ごを二つも送ってくれたからな。ぜひ礼を言わねばならんと思って駆けつけたのさ」

　イサカルの若長セネギルは、ジークが送りつけた二つの林檎を、片手に持ち上げてみせる。

　野生林檎クラブ・アツプルのため、果実はそう大きくはないが、二つとも赤くてよく熟うれている。食べ頃だ。

「あなたに礼を言ってもらうほどのことはしていない。では俺は忙しいからこれで――」

　ややこしい話になる前に身を翻ひるがえそうとしたジークの襟えり首くびを、セネギルはがしっと摑つかんで止めた。

「逃げるな、話はまだ終わってねーよ！　――人に毒林檎を送りつけておいて、忙しいだと？」

　ジークを捕まえたセネギルの態度は、とたんに尊大になった。

「毒など入っていない。食べたら笑い狂う林檎と、恍こう惚こつとした夢ゆめ見み心地ごこちになれる林檎だ」

「毒も同然だろうが！　この毒林檎の理由を聞かせてもらおうか！」

「下らない昔話など、思いきり笑って忘れればいい。そういう意味だ」

　三つの瞳に睨にらみつけられると、セネギルは射すくめられたように動きを止めた。

　ジークはその手からするりと抜け出し、馬鹿力のせいで乱れてしまった襟元をただす。セネギルを数秒睨んだ後、彼が石になってしまう前に視線を逸そらした。

「セネギル。我らはカーデュエイルにたどり着き、自分たちの王国を手に入れた。ここではもう、誰も差別されることはない。俺たち流浪民と、地上の定住民と、どちらが神の怒りに触れた民たみだったかなど、もうどうでもいいことだ」

「……ああ、その気持ちは、おれも分かるさ」

　石になる寸前まで魔王に睨まれ、体は指先まで冷えきっているはずなのに、セネギルはさっきとまったく同じ表情をしている。

　この男はいつもそうだ。魔王を恐れない。ジークをいつも幼馴染として扱う。

「正直に言えば、おれだってジジイどもの昔話なんぞどうでもいいと思ってるさ。だが、あのジジイどもの占いはよく当たる……。それがお前の結婚を〝王国の破滅〟と導き出したからには、無視するわけにはいかねーんだよ」

「長老衆だって、間違うこともある。今回は、石化が解けたばかりで寝ぼけていたんだ」

「馬鹿を言え。――もう一度言う。市民の娘を花嫁にすれば、お前の身には大いなる禍わざわいが降りかかり、ようやく手にした我らの王国カーデユエイルは滅ぶだろう。イサカルの長として、おれはお前の婚礼を許すことはできん！」

「許してもらわなくて結構だ。もともと、結婚式は定住民風に神父を呼んで誓いを交かわすつもりだったからな。長あなたの出番はないんだ」

　嫌みたらしく微笑みながら告げたジークに、セネギルは衝撃を受けた顔をした。

「くっ……一族の伝統を無視して、地上風の儀式を行うつもりだと……？　しかも、お前の成人も見届けてやったおれを、結婚式に招かないと言うのか？　伝統では――」

「いらん」

　ジークは顔をそむけた。セネギルは怒りにふるふると手を震わせていたが、大きく息を吐いてなんとか感情を抑え、再びジークを説得し始めた。

「――おれたちは、代わりにお前に新しい花嫁を探してやる気でいる。別の支族から、お前が望むような娘を見み繕つくろってやるから、好みを言ってみろ。おれが紹介状を書いて――」

「断る。シェリル以外はいらない」

「……頑固者め。どうしてもと言うなら、時期をずらせ。また来年――」

「嫌だ。誰が何と言おうと、俺は次の新月にシェリルを花嫁にする」

「なぜそんなに急ぐんだ？　お前たち、再会してせいぜい一カ月だろう。積もる昔話でもしていれば来年なんてあっという間――はっ。もしや、もう……!?」

　セネギルは何か思いついたらしく、突然顔を赤らめ、口元を武ぶ骨こつな手で覆い隠した。

「ま、まさかとは思うが、……、……で、デキてしまったのか……？」

　恐る恐るといったセネギルの言葉。ジークは何が？　と聞きかけてやめた。子供のことだ。

「――ああ、出来た。しかも双子だ」

　ジークがさらりと答えると、セネギルは細い三白眼を見開き、よろけて柱にぶつかった。ひどく衝撃を受けた顔で、さらに二、三歩後ろに下がる。壁にガンガンと頭をぶつけ始めた。

「ジークフリート、お前はどこまで一族の規則を破る気だ!?　定住民の悪あしき習慣に染まって、結婚前の娘を孕はらませるとは！　うおおお！　本来は、手さえ握ってはならんのに……っ！」

　お前はシェリルの父親か、と言いたくなるような嘆なげきようだった。赤の他人のくせに。

「そんな古臭いことを本気で考えているのはあなたくらいだ、セネギル。みんなこっそり規則なんか破っている。……そんな奥おく手てなことだから、婚期を逃のがすんだ」

「お前だけは……おれと同じく、古風なたちだと思っていたのに――！」

　イサカルの二大独身男であるジークに、セネギルは妙な連帯感を抱いていたらしい。

「そういうわけで、俺は結婚式を延期できないんだ。分かったらもう帰ってくれ。子供のことだけじゃなく、カインだって、放っておいたらいつシェリルに手を出すか分からないし、問題が山さん積せきしている」

「カイン？　誰だそいつは？」

　不審げなセネギルの声に、ジークはハッとした。

「うちの支族にはそんな名の奴はいないから――魔物か？　だが、お前の女を誘惑するとなると人間……？」

　セネギルは真面目に長の仕事をこなしているらしく、イサカルの民およそ三百五十名の名をすべて把握しているらしい。

　重ねてセネギルが詰きつ問もんしようとした時、広間の横にある通用路の扉が開き、祖父のリルセンが呑のん気きに顔を出した。

「ジークや、風呂の準備ができたそうじゃぞー。せっかくじゃから、ワシも浸つかって背中の流しっこでも……と、お客さんか。これは失礼したのー」

　パタンと扉が閉じ、爺さんの顔が消える。

　――風呂の準備ができた。その言葉を聞いた瞬間、ジークの思考が切り替わった。今にもここに戻って来るシェリルのことで、心がいっぱいになってしまった。

「話はもう終わったな？　ではさっさと帰ってくれ。爺さん、俺も風呂に――」

「待て！　おれは、お前を説得するまでは絶対に帰らん！　このままではようやくたどり着いたこの国を失ってしまうんだ！　なんとしても、お前を結婚させるわけには……！」

　ジークを広間から出すまいと、セネギルがきつく肩を摑んでくる。

　なぜ、男に抱きしめられるようにして力一杯引き留められ、お前の結婚は許さない、などと耳元で暑苦しく叫ばれねばならないのか。至近距離で睨み合いながら、自分と同じくらい力のある腕と摑み合いをしていると、何やら気持ち悪くなってくる。

「離せ！　誰と結婚しようが俺の自由だ！　魔界の崩壊などという陰いん鬱うつな話に耳を傾けている暇はない、俺は今すぐ風呂に入って着替えるという急務があるんだ……！」

「風呂？　貴様、こんな昼間っから道楽する気か？　月が沈むまでは働け！」

「今日は特別だ、もうすぐシェリルが戻って来るんだ!!　金髪をきれいに洗って、毛先までトリートメントして、シェリル好みの衣装に着替えなければ……っ！」

「お前は乙女か！」

　あきれを含んだセネギルの罵ば倒とうに、ジークはとうとうキレた。

「万年独身男のお前に中傷される謂いわれはない！　俺には昔から婚約者がいたが、お前は昔から独ひとり者だ！　身だしなみに気も使えん朴ぼく念ねん仁じんだから、恋人ができないんだ！」

　セネギルは、怒りに頰を赤く染めた。

「お、おれは一いち途ずなたちなんだ！　お前が女にうつつを抜かしていた間も、長老衆を元に戻すことに命をかけて――！　それもこれも、もとはといえば、お前が邪じや眼がんでジジイどもを睨んだせいだろうが!!」

「もとはといえばだと!?　俺にこんな呪われた冠かんむりを押しつけたのは誰だ！　魔王となるのは、本来はお前だったのに、怯おびえて逃げておいてよくも言ってくれる！」

　痛いところを突かれたらしい。セネギルはますます怒り顔を染め、荒々しく叫んだ。

「おれは、引き受けるつもりだった！　ジジイどもが勝手に――っ!!」

「だから俺は長老衆が嫌いなんだ！　奴らの言うことを聞いて人生を狂わされるのは一度で十分だ！　帰れ、お前たちの言うことを聞くつもりはない！　俺は、お前らに都合よく使われる道具じゃないんだ……!!」

　ジークは吼ほえるようにして叫び、その声は広間中に響き渡った。







　――古馴染みの二人が、少年時代のごとき童心に帰って、仲良く大おお喧げん嘩かしている頃。

　シェリルはすでに、魔王城に帰って来ていた。

　二階へと続く豪ごう奢しやな赤あか絨じゆう毯たんの階段を半分まで上り、踊り場に立ち止まったラエルとシェリルは、階段の上を見上げて沈黙していた。

「……ねえラエル。こんなところに扉、あった？」

　シェリルがとうとう、口を開いた。

　あと半分の階段を上りきれば、二階の中央廊下が見えてくるはずだった。

　そこは、とても壮そう麗れいな廊下だった。

　よく磨かれた金色の三みつ叉また燭しよく台だいがいくつも突き出し、魔物たちや魔界の建けん国こくを描いた壁画が一面を彩いろどり、大きな柱ごとに複雑な魔法の言葉が刻まれている。

　回廊の果てには魔王城で最も大きな広間と玉ぎよく座ざがあり、廊下ごと博物館に収めたくなるような素晴らしい芸術品だったのに――。

　階上を見上げるシェリルの目に映っているのは、廊下ではなく、聳そびえ立つ不気味な扉だった。

「な、なかったのぅ」

「……じゃ、どうしてあるの？　ここ、本当にジークのお城よね？　間違って別のお城に来たわけじゃないわよね？」

　シェリルの質問に、魔物とはいえまだ子供のラエルは本当に困ったらしく、犬そっくりの声できゅうん、と唸うなった。

「変じゃのぅ。この先は、絶対に中央廊下じゃったんじゃが……と、とりあえず、開けてみんか？」

「そうね」

　シェリルとラエル、二人して重そうな扉を押し開けてみると、向こう側はひどく薄暗く、脂あぶらぎった焼肉の匂いが充満している部屋だった。何かがたくさんいるらしく、賑やかなざわめきが聞こえてくる。

　シェリルの目はいまだ闇に慣れず何も見えなかったが、料理と酒の匂いがするのを敏感に嗅かぎ取ったラエルは、慌あわてて扉を閉めた。

「い、いかん、ここは地下にあったはずの、魔物兵士たちの大食堂じゃ！」

「どうしてそんなものがここにあるの？」

「分からん！」

「ジーク、お城の模様替えをしたのかしら？」

　いくらシェリルが側にいなくて暇で退屈で切なかったとしても、大広間に続く大切な道を兵士の食堂に改装してしまうなんて、大胆かつ意味不明すぎる。

　いや、ジークにとっては何か重大な意味があるのかもしれないけれど。たとえば、「この方位に広間があると、俺の骨ほね相あい性しようとは最悪で怪け我がをしやすくなるんだ」とか……。

「きっと、わしが道を間違えたんじゃ！　よし、もう一度入り口に戻ってみよう！　今度は北階段を上ってみるんじゃ。そうしたら、絶対に大広間にたどり着くはずじゃ！」

　自信満々のラエルの先導で階段を下り、一度城の外に出て庭園を回った。

　その途中、銀ぎん砂さの砂丘の側を通り抜ける。大きな楡にれの木の根元で、シェリルは足を止めた。

　数日前、ここで、ジークに少し似た金髪の青年が石化していた。

「――カイン、もう頭の傷は治ったかしら？」

　頭をひどくぶつけたらしい青年は額ひたいに擦すり傷を負い、記憶もひどく混乱していた。

　自分の名前さえ言えないくらい重症だったけれど、なんとか名前だけは、首にかけていた守り石から判明した。

　そこには支族の徴しるしが刻まれておらず、不思議に思ったシェリルがカインを伴ともなって祝賀会に現れると、ジークは顔見知りを見つけたような表情になった。

　シェリルは、「ジークの知り合いなのね、良かった」とほっとしたのだが、当のジークは「こんな男は知らん。イサカルの民ではない。カーデュエイルから即刻退去しろ」と魔物兵たちを呼ぼうとしたのだ。

「でもこの人、どう見たって流浪民だし、イサカルじゃない人が紛まぎれ込んでるなんておかしいわ」とシェリルは反論しかけたけれど、途中で思い出した。なんでも屋のウィリアムの例があることを。彼も出身はイサカルじゃないけれど、カーデュエイルに出入りしている流浪民だ。

　もしかしたら他の支族の人も、ときどき出で稼かせぎに来ているのかもしれない。

　――けど、カインはウィリアムみたいに器用なタイプには見えないわ。

　むしろ、転んで顔をぶつけて前歯を折ってしまったり、持っているものの中で一番大事なものを落としてしまったり、伝言しようと隣町まで出かけて行ったのに内容を忘れて遊んで帰ってきたり――そんなうっかりさんに見える。

　シェリルは、そんな不器用そうなカインの傷が治るまで城で保護してあげてほしいと頼み、ジークは「嫌だ」の一点張り。

　とうとう魔物兵に、怪け我がをしているカインを乱暴に捕ほ縛ばくさせてしまった。

　あまりに冷酷なジークの行動に、シェリルは悲しみでいっぱいになって、

「カインが石になっていたのは、あなたのしわざでしょ!?　暴れ狂って石化させたり、頭に怪我をさせて記憶まで失くさせた犯人のくせに――自分の罪は棚に上げて、弱い者いじめするなんてサイテーよ！　カインを牢ろう獄ごくに入れるなら、私も一緒に牢屋に入るわ！」

　と啖たん呵かを切ったところ、顔色を変えてようやく保護してくれることになった。

　……なりはしたものの、心配は残った。

　あんなに嫌がっていたのだから、シェリルがいないのを幸いに、ジークはこっそりカインを追い出してしまうかもしれない。あるいは、真夜中に地下室に呼び出して第三の瞳で睨みつけ、また石像にしてしまったりするかも。

「まさか、私の婚約者がそこまで卑ひ怯きようなことをするとは思えないけど……」

　念のため、シェリルはジークのお爺さんに、カインの面倒を見てくれるようにお願いして、地上に旅立ったのだ。

「あとでカインの部屋も訪ねてみましょう。もう記憶が戻ってるといいんだけど」

　シェリルは呟いて、城の庭園を通り過ぎる。先を行くラエルについて北側の大扉を入り、吹き抜けになっている玄関ホールを抜けて二階へと上った。

　北の階段は、中央階段と違って絨じゆう毯たんが鮮やかな瑠る璃り色をしている。織られている模様も可愛らしいハチドリと花で、中央廊下の恐ろしげな三つ頭の竜とはだいぶ違う。というのも、この階段は奥まった場所にあるシェリルの部屋に最も近いからで、彼女が怖い思いをしないようにとジークが内装に気を遣ってくれたからだ。

　踊り場までやってきたシェリルは、今度こそ廊下が続いているのを期待して二階を見上げた。

　普段なら両脇に寄せた絹のカーテンが留められ、長い回廊が続いているはずの場所には、ぴかぴかに磨かれた銀の扉があった。

「……ねえ、ラエル。こんなところに、扉なんかあった？」

　迷宮になってしまった城に苛いら立だちを感じつつ、魔王のお付きの少年に訊きく。

「な、なかった気がするのう」

「どうして、どこから上ってみても、廊下の代わりに扉があるの？」

「わ、分からん……」

「ねえラエル。しかも私たち、この会話をするの、何回目？」

「さ、三回目……いや、四回目じゃったかも……」

　シェリルが静かな怒りを感じ始めているのを察して、ラエルは恐る恐る言った。

　最初に正面から入り、次は東、西、そして北――どこから入っても、広間にたどり着かない。

　鏡のような銀色の扉には、深く眉根をひそめるシェリル自身の姿が映っている。

「明らかに、何かおかしいわ。もしかして、魔王城の城主が変わったりしたの？」

「そんなはずはない！　よし、あの扉を開けてみよう！　そうすれば、今度こそ大広間に続く廊下が現れる……かもしれん！」

　ラエルもいまいち自信なさげだが、確かにその可能性はある。

　……ものすごく低そうだけれど。

　シェリルはラエルと二人で鏡に手をつき、大きな扉を開けてみる。

　もうもうと湯気が立ち上り、ドアの隙すき間まから顔に温かい蒸気が吹きつけた。

　――ざああああっ。

　激しい水音が聞こえる。シェリルには白い湯煙しか見えなかったが、ラエルはそこが何なのか分かったらしい。

「い、いかん、ここはっ！」

　ラエルは慌てて扉を閉めようとしたが、シェリルは引っ張り続けた。

　扉から湯気が流れ出ていくと、ぼんやりとした人影が見え始める。景色のいい広い窓を背景に、二つの人影が仲良く並んでいた。ピンと伸びた背中に長い白はく髪はつの男、その隣には、鮮やかな金髪にタオルを巻いた男が並んで座っている。

「ほえ？」

　布で背中をこすっていた白髪男性が、何気なくこっちを振り返った。

　彼は、全ぜん裸らだった。

「見てはならん！　こ、ここは魔王様のお風呂場じゃあぁあ！」

　ラエルがシェリルを後ろに引っ張り、体当たりで扉を閉める。その直前、シェリルは、目を丸くしたジークの祖父と目が合ってしまった。

　爺さんは頰を染め、タオルで乙女のごとく両胸を隠そうとした。

「きゃああああ！　ジーク！　ジークってばあ!!　ちょっと出て来なさいよ、あなた、私がいない間になんてことして遊んでるのよーっ！」

　濡れ場にくるりと背を向け、シェリルが金切り声を上げる。後ろで扉の開く音がした。

「ああシェリル、ようやく戻って来たのか！　会いたかった……っ！」

「きゃーっ！」

　ジークの声が響き、風呂場から出て来た男の腕がシェリルを抱き寄せようとする。シェリルは再び悲鳴を上げて、腕が届かない場所へと逃げた。

「……な、なぜ逃げるんだ……？」

　ひどくショックを受けたような声が響き、シェリルは赤くなった顔を隠したまま答える。

「だって、あなた服着てないでしょ！」

「いや……？　着ているが？」

　不思議そうなジークの声に半信半疑で、シェリルは恐る恐る目を開けて振り返ってみる。

　本当だ。ジークは襟えり元もとから足首までしっかりと服を着ていた。着崩れてもいなければ、綺麗な金髪だって少しも濡れていない。玉座を背景にするとよく似合いそうな、威い厳げんのある上着に、革のブーツまで身に着けている。シェリルは安あん堵どした。

「びっくりした……。お風呂場から出て来るから、裸かと思ったわ」

「残念だが、まだ風呂には入れていないんだ。客が来ていて……込みいった話をしていた。お前の声が聞こえたから、急いでここに通路を繋つないで出て来たんだが。……風呂に入ってからでないと気に入らないのなら、改めてこれから入るが？」

　帰宅したシェリルを今すぐ抱きしめたいのだと、ジークは腕を広げてみせる。懐かしい青い瞳を見たシェリルは、「別にお風呂なんか構わないわ」と歩み寄りかけ、大事なことを思い出した。

　そうだった、お風呂だ！　食堂だ！　廊下がないのだ――！

「それより、どうしてこんなことしたの！　迷子になったじゃない！」

「こんな、とは？」

「お城の模様替えよ！　お風呂なんか廊下の真ん中に持ってこないで！」

「それに、納のう骨こつ堂どうとワイン蔵ぐらと魔物食堂もじゃ」

　シェリルの後ろから、ぼそりとラエルが付け加える。

「そうよ！　何か意味があって動かしたのなら、元に戻しておいてよ！　変なものが変な所にあったせいで、すっかり迷子になっちゃったじゃない！」

「……なぜ、迷子になる？」

　ジークは、理解できないというように眉をひそめて問い返す。

「だって、いつも廊下がある所に、見慣れない部屋が続いてたら誰だって迷うわ！」

「――そこだ。そもそも、そこがおかしい」

「……どこ？」

　冷静極きわまりないジークに、シェリルの熱もだんだん冷めてきた。

　どうやら彼は、自分が悪いことをしたとはちっとも思っていないらしい。

「階段を上ることがおかしいんだ。よく考えてみろ。お前は十日ぶりに、恋人が待ちわびている我が家に帰って来た。俺の気持ちは伝えてあるだろう。一刻も早く会いたくてたまらないと……。ならば、最初の扉を開けた瞬間に『ジーク、ただいま！　今すぐ私を抱きしめて！』と感極まって叫ぶのが普通じゃないか？　――俺ならそうする」

「えっ……」

「四回も五回も同じ所をぐるぐる回って開けたり閉めたりした挙あげ句く、しぶしぶ名前を呼んで説教するなどありえん。お前は少し情緒不安定なんじゃないか？　――いや、俺は怒っているわけじゃないんだ。俺に会えない寂しさのあまり、お前が心のバランスを欠いてしまったという気持ちはよく分かるから」

「……」

　真面目な顔でそう言われると、シェリルも段々、そうだったのかしら、という気持ちになってくる。

　城に入ってすぐに名前を叫ぶなんて恥ずかしかったから、まず広間まで会いに行って、そこで「ただいま」を言おうと思ったのだけれど……もっと早く呼べば良かった？

　ジークはそれを期待していて、待っていた……？

　考え込むシェリルの姿を、三つ目の視線がじぃっと見つめている。琥こ珀はく色いろをした第三の瞳は、もの言いたげにキラキラと輝いている。

「た、ただいまジーク。会いたかったわ……、……と、とっても」

　もの欲しげな三つ目の迫力に押されて、シェリルは言ってしまった。

　期待どおりの言葉をもらった三つ目男は、すぐに機嫌を直した。

「俺もだ、シェリル。……遅かったな。あと一日経っても戻らなかったら、地上に迎えに行くところだった！」

　するりとシェリルの背中に腕が回される。ジークは上機嫌な猫のように髪をすり寄せて、シェリルを強く抱きしめた。

「ジークってば、苦しいわ」

　思わずそう呟いたが、この力強さが本気でシェリルの帰りを待ち望んでいた想いの深さだと思えば、温かい気持ちでいっぱいになる。

「ついさっきまで俺は、不意の来客のせいで化け猫になる直前くらいまで怒っていたんだが、お前の姿を見たらすっかり忘れてしまった！　石化を解く仕事はうまくいったか？　砂は足りたか？　まさか、『足りなかったからもう一度行ってくる』なんて言うなよ！」

「大丈夫、全部終わったわ。大きな魔力は私の体には荷が重いみたいで、一日に三体ずつしか元に戻せなかったの。だから少し時間がかかっちゃった。――これ、ありがとう」

　シェリルは懐ふところから、預かっていた砂の瓶びんを取り出し、彼に返す。

　ジークが再会の喜びに怒りを忘れたように、シェリルもお城の模様替えのことはすっかりどうでもよくなりつつあった。

「持っていろ、また何かに使えるだろう。太陽を浴びられない俺の特異体質のせいで、お前に重労働をさせてしまったな。日光に当たれば化け物になったり、罪もない人間たちを石化させてしまったり……本当に俺はとんでもない魔王だ。……心の底で、心配していた。そんな男の元に、本当にお前が戻って来てくれるかどうか」

「ジーク」

　シェリルが見上げると、ジークは腕を緩ゆるめてシェリルを見下ろした。青い瞳を切なげに細めて。

「だがお前はちゃんと戻って来てくれた……それが一番嬉しいんだ」

「戻って来るわ、何度でも。教会の石化事件だって、元をただせば素直になれなかった私があなたに心配をかけたのが原因なのよ。そんなに自分を責めないで」

「シェリル……お前はなんて優しいんだろう」

　ジークの三つ目が潤うるむ。二つの青い瞳よりも、この三つ目は彼の気持ちに正直だ。

「愛する人に優しくなるのは当然よ。私も、すごくあなたに会いたかったわ」

　シェリルが愛の言葉を囁ささやくたびに、ジークの三つ目は真剣に瞬しばたたいたり、恥ずかしそうに睫まつげを揺らしたりしている。新種の小動物を飼っているようで、とても楽しい。

　シェリルは調子に乗って、甘い言葉を囁いてみた。

「離れている間、毎晩、あなたのことを考えていたわ。どんなにあなたが素敵で、かけがえのない人なのかって。指を折って数えていったら、とても十本じゃ足らなかった。――でも、こうして側で見上げるあなたは、想像よりずっと素敵。……めまいがしそう」

　シェリルが甘く微笑みかけると、ジークの三つ目は、感極まったようにぎゅっと瞼まぶたを閉じた後、そっと開いて、シェリルの様子をうかがった。

　まだシェリルが自分だけを熱く見つめていると知ると、ジーク自身の頰もうっすら紅色に染まっていく。夢見るように潤んだ第三の瞳は、恥ずかしそうにシェリルから視線を逸そらしつつも、気になってしょうがないのか、ちらちらそわそわとこっちの様子を見ている。

　見たい。見たいけど、恥ずかしい。

　そんな心の声が聞こえてきそうだ。

「そ、そうか。お前は、そんなに俺のことが好きだったのか……。シェリル、俺も毎晩お前を想っていた。お前の想いに勝るとも劣らないくらい強く。――これは一生秘密にしておこうと思っていたんだが、お前の気持ちに応こたえて、思い切って告白しよう」

　ジークは勇気を振り絞るように大きく息を吸い込み、シェリルはどんな愛の告白が聞けるのかと胸を高鳴らせた。

「寂しくて眠れない夜には、二人で植えたシェリル草の花か壇だんに行って、お前だと思ってその葉っぱを撫なぜていた……。どうしても会いたくて我慢できない日には、その葉をひと口齧かじったこともある。ネコ科の俺の口には合わなかったが、お前だと思えばそれを飲み込むことくらい、たやすかった。それから、こっそりラエルに切らせたお前の髪で守り袋を作ったんだが――実はこれは俺の宝物なんだが、それに、早く帰って来るよう、毎晩呪のろいをかけていた」

「えっ――」

　知らない間に髪を切られていた？

　シェリルは初耳の告白にあっけにとられたが、ジークはそんなことにはお構いなし。

「他には、お前の大事にしている手鏡に魔法をかけて、俺以外の男はみんな不ぶ細さい工くに見えるように目め眩くらましをかけた。ちなみに俺を映すと、二割増しでいい男に見える。今度覗いてみろ、惚ほれ直すから。それから、お前の部屋の前から俺の部屋まで、またたび入りの香水も撒まいた」

「……またたび？　何のために？」

「寝る前に疲れていてぼうっとしていたら、匂いに惹ひかれてつい俺の部屋まで来てしまうように。あの極上の香りに逆らえる者はいないからな……。酩めい酊ていして、お前が俺の部屋に迷い込んで来る日が楽しみだ。あとは……そうだ、あれもやったな。お前の枕にこっそり魔法の木の実を忍ばせて――」

「ま、魔王さまっ！」

　突然、焦った表情でラエルが二人の間に顔を突き出した。












「そんな些さ細さいなことよりもっ！　どうして廊下の先にお風呂場があったのか教えてください！　僕、さっきから気になって気になって、耳とか痒かゆくてしょーがないんです!!」

「ラエル、俺は今、シェリルと赤せき裸ら々らに愛を語っているんだ。耳が痒いなら風呂に入れ」

　爺さんにノミでも取ってもらえ、と言わんばかりに、ジークは後ろの風呂場を示す。

「いえ、今すぐ聞きたいんですっ！　――っていうか魔王様、木の実とか魔法の話は、本人にバレたら効果が薄れるんじゃないですか？」

　にぶい主人の腕を引っ張ってラエルが囁いた途端、ジークの顔がハッとした。

「あ、そうだった。――あー……廊下だな？　お前たち、廊下の話が聞きたいんだな？」

「いえ、私は魔法の続き……」

「聞きたいですっ！」

　気をつけの姿勢で大きな声を出したラエルによって、シェリルの声はかき消された。

「そうか、俺もちょうど、廊下の話をせねばならない頃合いだと思っていたんだ」

　ジークは抱きしめていたシェリルをさりげなく離し、気真面目な顔で一つせき払いする。

「二階の中央廊下は、魔物食堂や納のう骨こつ堂どうに入れ替わって、地下で静かに眠っている。廊下のあった空間が空からっぽになると結婚式まで困るからな。適当なものを詰めておいたんだ。ここに風呂場があることに意味があるわけじゃなく、廊下を地下に移したことが重要なんだ」

　賢い従じゆう者しやの活躍により、シェリルは自分の枕に何が起きたのか聞き出すことはできなくなった。とりあえず、あとで開けてみようと思った。――もし変なものが入っていたら、こっそりジークの枕に忍ばせ返そう。

　いや、ラエルの枕でも面白いかもしれない。

「廊下を地下に移したって、何のため？　さっき、結婚式までって言っていたけど、私たちの結婚式と何か関係あるの？」

「ああ。――もったいぶらずに最高に分かりやすく言えば、中央廊下は、俺たちの結婚式の飾りつけのために改装中だ」

　最初からそう言って！　とシェリルは声を上げたくなったが、その時ジークが微笑んだ。

「――様子を覗いてみたくないか？」

　双そう眸ぼうに秘密の色をきらめかせて笑うジークフリート。……ただの飾りつけじゃないのだ、きっと。驚くような魔法の仕掛けがあるに違いない。シェリルが息を呑むような。目を輝かせるような。特別で夢中になる、夢のようなものが！

「どうする？」

　欲しければこの腕を取れ、と手を差し伸べて誘惑する魔王。シェリルは胸のときめきを抑えられなくなった。

　暇を持て余すと、勝手に人の枕や鏡に悪戯いたずらしたりする変な人だけれど、やっぱり大好きだ。

「行くわ！」

　シェリルが手を取ると、ジークは優雅に一礼した。まるで万ばん国こくの王おう侯こうが集つどう宮廷の大舞踏会に案内するような気品に満ちた足取りで、扉までエスコートする。

「では、お姫様を地下へと案内しよう」







　先導するジークとしっかり手を繋ぎつつ、シェリルは砂すな埃ぼこりにまみれながら仕事に汗を流すゴブリンたちの隙すき間まを縫ぬうようにして歩いていた。

　ジークの宣言どおり、地下に移動していたお城の中央廊下を歩いている。

　その入り口と出口には〝立ち入り禁止〟と大きく刻まれた扉が取りつけられ、薄暗い廊下の中では、色々な道具を載せた手押し車を押すゴブリンたちがひっきりなしに行き交っている。

「岩の塊かたまりがあちこちに転がっているから、転ばないように気をつけろよ」

　注意するジークの声も、ゴブリンの人にん足そくたちの声にかき消されがちになる。

「もっと安あん山ざん岩がんを持ってこい！　こりゃ玄げん武ぶ岩がんだぞ、誇り高きゴブリン族ともあろうものが、石を見間違えるんじゃねえ！」

「配給係！　三班休きゆう憩けいに入る、パンと葡ぶ萄どう酒しゆを寄越せ！」

「おーい、赤の染料が足りねーっつってんだろ！　何回言わせるんだ!?　……あぁ？　ないなら、てめぇの血を寄越せ！　それが嫌なら、どっかから調達してこい！」

　ヒステリックな親方の声が響き、トントンカンカン、壁を叩く音が響く。

「みんな、何を作っているの？」

　人間の子供くらいの身長しかない、岩のような皮膚をしたゴブリンたち。皮膚はトカゲに似てカサカサしているけれど、顔は人間風でやたらと毛深い。小さな金づちやつるはしを使って、壁を薄く削ったり、新しい石を貼りつけたりと熱心に作業中だ。

「ゴブリンの王がな、……ゴキブリの王ではないぞ？」

　ジークはわざわざ忠告して、タイルのように四角く剝はがされた古い彫刻の欠片かけらを手に取った。その部分には、たわわに実った林檎の樹が刻まれていた。

「彼らは手先が器用な種族で、たいてい素晴らしい芸術家や工芸職人なんだが、俺がゴブリン王に結婚式の招待状を出したところ、祝いの贈り物にと、装飾壁画の職人たちを貸してくれたんだ。それで、この中央廊下に前にあった陰気くさい歴史画を剝がして、俺たちの愛の記念壁画を刻ませることにした」

「えぇ!?」

「教会にもよくあるだろう？　ステンドグラスで、名のある聖人の一生を絵物語風に表現し、文字を読めない者や異国人にも分かりやすく伝導するという手法が。それと同じだ。

　魔物の識しき字じ率りつはかなり低いから、俺とシェリルの誕生から出会い、そして婚礼に至るまでの甘酸っぱい思い出を細密画にして、全国民に公開することにしたんだ。これなら、城を訪れた誰もが廊下を歩くだけで、俺たちの恋物語を追つい体たい験けんできるだろう？」

「噓！　冗談でしょ!?」

「なぜ冗談なんだ？　作業が少し遅れているから、完成するのは結婚式ぎりぎりだろうが――」

「いやあっ！　恥ずかしすぎる、やめてぇ！」

　嬉しそうに瞳を輝かせるジークとは反対に、シェリルは顔を覆った。

「大丈夫だ、恥ずかしい行為をしているシーンは、それなりにぼかすように言ってあるから。口づけの時のシェリルの顔は、俺だけの宝物だからな。後ろ姿で描くように言ってある」

「だめっ！　ぜったいだめ!!　そんなの人に見せられない……っ！」

　シェリルは絶望に打ちのめされた。しばらく城を留守にした間に、そんな恐ろしい事業が行われていたなんて！　ジークの感性は、繊細なシェリルとは違いすぎる。

「こんなお城にもう住めない……地獄だわ！」

「シ、シェリル、どうしたんだ？　何がいけない？　二人の思い出を誰にも見せたくないのか？」

「そうよ、公開なんかだめっ！　絶対だめなんだからっ！」

「しかし、俺たちのいきさつを知らない者も多いし、貴族の婚礼とはそういうもの――」

「そんなことしたら家出してやる！　ああ信じられない、神様、噓だと言って……！」

　今にも頽くずおれそうに嘆くシェリルの姿を見て、とてもまずいとジークも感じたらしい。

　小さく唸りながらしばし思案した後、ため息交じりに呟つぶやいた。

「……分かった。お前がそんなにも恥ずかしいなら、この廊下は誰にも見せない。俺たち二人だけの秘密の場所にしよう。――それならいいな？」

　シェリルは頷うなずいた。

　たぶん、ジークもゴブリンの王も、悪気はないのだ。

　むしろ、シェリルを喜ばそうとしてやっているのだろう。

　冷静になって考えてみれば、シェリルにとっても、二人だけの思い出として壁画があるのなら構わないのだ。世界中に公開して、みんなに冷やかされまくることを思うと血の気が引くだけで。

「シェリルは恥ずかしがりだなぁ。そんな初うい々ういしいところがまた俺の嗜し虐ぎやく心しんをそそる――いや、愛らしくてたまらないんだが」

「……嗜虐心？」

　ジークがうっかり漏もらした妙な言葉にシェリルは、まだ赤みの引かない顔を上げた。

「いやいや、なんでもない！　……だがそうなると、今後は新しい中央廊下が必要になるな。当面は、納骨堂でも繋いでおくか」

　……ジークがいる広間に行こうとするたびに、お墓を通り抜けなければならなくなる？　毎度毎度、墓地を――時には夜中でさえ。

　これは怖い。

「魔物食堂を繋いだ方がいいと思うわ」

「だが……あそこはあまり安全じゃないぞ。奴らは酒に酔うと、人肉を喰わせろと暴れることがある。俺や爺さんはともかく、お前はエサ扱いされるぞ。――そうだ、長蛇ナーガの爺さんを一匹石にして、中央廊下の代わりに橋として置いておこう」

「えっ。そんなことしたら、ご家族の人に怒られるわよ！」

「いや、一度眠りに就ついたら、三年は起きない大爺さんがいるんだ。あまりに体が長いうえに、寝てしまうと蹴っても叩いても起きないから、家族からも邪魔だと囁かれていた。あいつなら最高の廊下になるだろう」

　誇らしげに言うジークにシェリルは返答に詰まる。元の壁画に戻しておけば一番いいのに……と思った時、唐突に頭に浮かんだ。

　この中央廊下には、秘密の小部屋への入り口があった。

　魔物たちの宴うたげの場面の一角に、シェリルにとって特別な部屋への扉が――！

「ねえ！　中央廊下から続いていた扉や部屋はどこに行ったの？」

「俺が動かしたのは廊下だけだから、部屋は全部、元の場所にあるはずだ」

「じゃあ、あの部屋もそのままの場所に？」

　熱心に問うシェリルを見て、ジークは不思議そうにした。

「あの部屋……？」

「ほら、セリィーリアやベルギウスが石になって入っていた小部屋！　それから、壊れたドレスや宝石もたくさんあって……昔の魔王が作った、秘密の隠れ家だと思うんだけど」

「！」

　シェリルの発言に、ジークはびくりと肩を震わせた。

「……先代の魔王の隠し部屋か……」

　ひどく思案深げな表情で呟くと、それきり石になったように黙り込んでしまう。

「またあの部屋に行くにはどうしたらいいかしら？」

「――シェリル。あの部屋のことは、もう忘れた方がいい」

「えっ。どうして？」

「お前のいない間、俺もカイ……先代について古こ文もん書じよを調べたんだが、俺のような紳士とは程遠い邪悪な男で、何か恐ろしいことを企たくらんでいたらしい。……あいつには、もう関わるな」

「自分の子供たちを石化させるくらいだから、怖い人なのは分かってるわ。でも、関わるなって言っても、もう二百年も前に死んじゃった人だし――」

「だ、だがあの部屋は不吉なんだ！　良くない呪いがかかっている可能性もあるし、古い毒物が残っているかもしれない！　絶対に近づくんじゃない！」

　珍しく強い調子でジークが言うのを見て、シェリルは困った。

「あなたがそこまで言うなら、そのとおりにしたいけど……でも私、あの部屋に大事なものを置いてあるの。それさえ取り出せたらもう近づかないわ。一度だけ――なんとかならない？」

「大事なもの？　何だ？」

　ジークの三つ目が、じろりとこちらを見た。

「えっと……とっても大事な宝物……。何かは聞かないで」

「なぜ？」

「秘密の宝物だからに決まってるでしょ」

　秘密！　まるでその言葉に反応したかのように、ジークの額で第三の瞳が震えた。

「そんなことを言われたら余計気になるだろう。言え」

　ジークは中身を告白しろとシェリルに詰め寄る。その表情はいくぶん威圧的だが、額の三つ目は違った。大きく見開いて、とても悲しそうに……切なげに揺れている。恋人に隠しごとをされて、繊細な三つ目はすっかり傷付いてしまったらしい。

「あなたが気に掛けるようなものじゃないのよ。……あるでしょ、女の子特有の宝物って！　そういうものだから、気にしないで!!」

　ジークは真剣に眉を寄せて考え込んだ後、はたと思いついた様子で顔を上げた。疑惑が解けてすっきりしたといわんばかりの、晴れ晴れとした表情だ。

「ああ。卑ひ猥わいな絵本か」

「ひ……！　どっ、どうして私がそんなもの持ってるのよ……！」

　あらぬ嫌けん疑ぎをかけられたシェリルの頰は、真っ赤になった。

「動揺しなくていい。もうすぐ花嫁になる娘が、好奇心からそういう本を持っていても俺は怒らないから。もし特別な趣味があるなら、事前に申告してくれれば協力するし」

「だ、だから違うってば!!　そんないやらしいもの持ってない！」

「そう興奮するな。必死になって隠すということは、相当ハードな本なんだな？」

　ジークは真っ青な瞳でひたとシェリルを見つめ、シェリルは極度の羞しゆう恥ちとパニックで息ができなくなる気がした。

「ち、違う!!」

「まあ落ちつけ。地上でどんな教育を受けたか知らないが、恋人の前では何もかも正直に言っていいんだぞ。それが愛の証あかしでもある。……十字の街でこっそり買ったんだろう？　あそこの裏通りには、爺さん行きつけのいかがわしい店が並んでいるからな。結婚初夜まで待ち切れなかったのか？　可愛い奴だ……」

「違うって言ってるでしょ！　――ジークのいじわる！」

　頭に血が昇りすぎたせいで酸欠を起こしかけ、シェリルはくるりとジークに背を向けた。

「……くっくく……。真っ赤になったシェリルは、本当に可愛いなぁ。すまない、少し遊びすぎたようだ」

　ジークが笑って、後ろからシェリルの耳元のほつれた髪をひと房すくい上げる。その悪戯いたずらっぽい声を聞いて、シェリルは初めて気づいた。

　ジークにからかわれていたことに。

「ひどいわ！　女の子にそんなことを言うなんて……！」

「悪かった。お前が秘密を持っていることに嫉しつ妬としたんだ。俺はどんなことでも包み隠さずお前に話しているのに」

「――じゃあ、私の枕に入れた魔法の実のことも教えてくれる？」

「うっ……。あー、秘密の小部屋の入り口が知りたいんだな？　元の場所付近を漂ただよっているはずだが、ああいう魔法のかかった部屋は、周囲で作動した魔法の影響を受けてゆがみやすいからな。環境が変わったことによって、いくらか位置がズレているだろう」

　一瞬、ぴたりと黙ったジークはしれっとした顔で喋しやべりだした。

「魔物食堂の壁やワイン蔵の床、もしくは俺の風呂場の桶おけの中とか。納骨堂の墓ぼ碑ひの下あたりに移動しているかもしれん。一人で探すのは大変だろうから、一緒に探してやろう」

　シェリルは慌てて首を横に振った。

「あ、ありがとう、でも自分で探してみるわ！　あなたも忙しいでしょうし」

「確かに、今日は無駄な来客のせいで何一つ仕事ができていないが、お前のためならいくらでも時間を空ける。――魔法陣を描くのは夜中でもできるし」

　最後にぼそりと、ジークは付け加えた。

「魔法陣？　なんの？」

「うっ。……。……。……け、結婚式の準備だ……。気にするな」

　ジークの言動はあからさまに怪しげだった。すっとシェリルから視線を逸らす。

　なんだろう？　魔法陣といえば、空間と空間を繋ぐもの。近距離なら、ジークは扉の先を即座に目的地に繋げてしまうから、わざわざ大がかりな陣を描くとなると――。

　……そういえば、二人のハネムーンはどこに行くのだろう？

　行き先は分からないけれど、ジークはちゃんと考えてくれているみたいだから、楽しみにしておこう。

　シェリルはにっこり笑顔を浮かべ、話題を変えた。

「じゃあ、とりあえずワイン蔵から探してみるわね！　それから、ラエルと一緒に魔物食堂で壁を調べてみる」

　お化けの出そうな納骨堂は後回しだ。あとはジークのお風呂場だけど……男性用のお風呂場……ちょっと困る。

　シェリルの考えを見透かしたように、ジークが笑った。

「のんびり風呂に入りながら壁を調べたくなったら、いつでも俺の部屋に来い。ワイン蔵は寒いから、長居すると風邪をひくぞ。隠し部屋が見つかっても、俺は詮せん索さくしないから」

「本当？」

「たぶんな。――では奥方をワイン蔵まで案内しよう」

　ジークは言って、中央廊下の出口になっている扉に魔法の文字を刻む。扉を開けると、内側からひんやりした空気が漏れ出した。

　薄暗い石造りの部屋の内部には、丸々と太ったワイン樽だるが無数に並んでいるのが見える。

「ありがとう」

　シェリルが中に入るまで扉を押さえた後、ジークは入り口に置いてあった砂の燭しよく台だいにも明かりをつけてくれた。流浪民は礼儀知らずだとか粗そ野やだとか、地上では散さん々ざんな噂だったけれど、ジークはいつも礼儀正しいと思う。

「ま、魔王様!?　まっ昼間からワインをご所しよ望もうですかい!?」

　隅すみで、木の椅い子すに寄りかかって居眠りしていたワイン蔵の番人が、眩まぶしさに飛び起きた。綿毛のように白くてふわふわした毛に全身を覆われた雪猿イエテイの番人は、サボっていたことがばれて石にされてしまうのではないかと怯おびえた表情で、上目使いに三つ目魔王を見上げる。

「雪猿イエテイ爺さん、そんなに青くならなくてもいい。今からシェリルがワイン蔵の探検をするから、燭台と奥の部屋の鍵を貸してやってくれ。……それから、最後に最高の貴き腐ふワインを一本持たせてやってくれ。風呂上がりに一緒に飲むから」

「も、もちろんですとも！」

　氷のように冷たい息を吐きながら、番人は、腰につけた鍵を束ごとシェリルに渡してくれる。美お味いしいワインを保管するには通常よりも低い温度が必要だから、雪男がここの番人になっているのだろう。……普段は、居眠りしかしていないみたいだけど。

「ここは、魔法の扉じゃなくて、普通に鍵で開ける扉なのね」

　不思議そうなシェリルに、ジークは笑った。

「酔っ払って魔法を忘れても、開閉できるようにな。――夕刻、探検の成果を聞かせてくれ」

　シェリルが頷くと、ジークはワインセラーを出て行こうとする。シェリルはふと、ジークの袖を摑んだ。

「私の宝物ね、すぐには見せられないけど、あとで必ず見せるから。今はだめなだけで……本当は、あなたに見てほしくて用意したものなの。――結婚式のために」

　ジークは一瞬驚いて、それからとても嬉しそうに笑った。

「……ああ。楽しみにしている」

　秘密で準備している花はな婿むこへの贈り物なのだと、ジークは分かったようだった。声に出しては言わなかったけれど、とても優しい目でシェリルを見ていたから。

　シェリルは笑顔で手を振り、二人は別れた。

　――考えもしなかった。これが本当のジークと会える最後――別れになるとは。

　　　　　[image: ]　[image: ]　[image: ]

「……おじいさん、今、扉の向こうにいたの、シェリルだったよね？」

　皺しわはいくらかあっても、シミは一つもない自慢の胸元を隠したまま動きを止めていたジークの祖父に、カインは呆ぼう然ぜんと問いかけた。

「そうじゃった……わしの、生まれたままの姿を見られてしもうた……！」

「やっぱり、ぼくの幻じゃなかったんだ。シェリル、もう旅から帰って来たのかな？　後からお風呂に来るのは、ジークさんのはずだったのに――どうしてシェリルがお風呂に？」

「決まっておる、長旅の疲れを洗い流そうと思ったのじゃ！」

「ああそっか！　でもぼくらが入ってるのにびっくりして、飛び出しちゃったんだね！　うわー悪いことしちゃったなぁ……」

　ちらりと見たシェリルは、長旅をしてきたとは思えない、朝摘つみたてのブルーベリーの実のように瑞みず々みずしかった。

　シェリルは、記憶喪失の自分をここに住まわせてくれるよう、城主に頼んでくれた大恩人だ。そして同じ――役立たず系の――居い候そうろう仲間でもある。

　カインはいつも「今日こそはシェリルに何かお礼をしたい」と思っているが、彼女のために菓子を焼こうとしたら台所は炎上させてしまうし、お使いで十字の街へ行けば、やくざ者に囲まれてカツアゲされた上にどこぞに売り飛ばされそうになる。

　城主であるジークさんに助言されて、彼女の大事にしている花壇の草むしりでもしてあげようとしたら、毒かたつむりに嚙みつかれて、三日間生死の境をさまよったりもした。

　あんな危ない生き物がこの世にいたなんて、知らなかった。シェリルが、あの可愛い赤あか斑はん点てんの毒虫にうっかり嚙みつかれたりしなくて良かったと、心から思う。

　そんなわけで、いまだに何一つ恩返しはできていない。

　それどころか、毒に倒れた自分を徹夜で看病してくれたシェリルや、治癒魔法をかけてくれたジークさんに、ますます恩義が増えていくばかり。

「お風呂で背中を流すのは恩返しに入るかなあ……？　でも女性に対しては失礼かも。――まあいいや。おじいさん、ぼくはシェリルを探しに行ってくるね。おじいさんはジークさんが来るまでゆっくり浸かってて」

　カインは爺さんににっこり笑いかけ、風呂場を辞していく。爺さんは、ジークの弟とも見間違う金髪の青年の背中を見送り、のんびりと呟いた。

「おぬしらみんな仲がええのう……。しかしカインは、まるでジークを慕したうラエルのように、シェリルさんに懐なついておるなぁ。寂しいのう、このわしにも誰か、可愛らしい娘さんが懐いてくれんかのぅ。――そうじゃ、ジークが孫息子ではなく、孫娘じゃったら良かったんじゃ」

〝おじいさん、背中流してあげるわね〟と微笑みかける金髪の孫娘を夢想しかけ、どうにも顔がジークフリートになってしまうので、爺さんはため息ながらに首を振った。

「ひ孫に期待するとしようかの」







「扉……こっちにもないし、あっちの壁にもない……。あとは、床か天てん井じよう……？」

　肌寒いワイン蔵で、シェリルは隠し部屋の入り口を探してうろついていた。

　手当たりしだい壁という壁に、隠された扉を表す魔法の文字を記して試している。

　蜘く蛛もの巣まみれの壁の四よ隅すみから、ネズミ穴のある足元まですっかり試したが、どこからも反応がない。一つだけ見つけたのは、何者かが酒蔵にこっそり忍び込み、夜な夜な酒を盗み飲みしていると思われる隠し通路だ。これはあとで番人の雪男さんに報告するとして、他には一つも扉の痕跡は見つからない。

　シェリルは低めに作られているワイン蔵の天井を見上げる。あとは天井だけだ。

「さむ……」

　着替えるか、上着を借りてから来れば良かったかもしれない。

「天井を調べたら、もう次の場所に行きましょう」

　寒気を感じる二の腕をさすり、自分を励はげますように呟く。

　小さめの可愛いワイン樽があるのを見つけると、それを踏み台にして大樽の上によじ登る。

　――登ったものの、あとちょっとで指先が届かない。

「小さいのをこの上に積めば、届くわ」

　ちょっと怖いけど。シェリルは大樽の上に屈かがみ、さっき踏み台にした小さい樽に手を伸ばそうとした。

「はい、どうぞ」

「まあ、ありがとう。気が利きくわね」

　居眠りしか取り柄がないと思われていた雪男から樽を受け取ったシェリルは、子供サイズの樽を足の隣に置く。足をかけて登ろうとした瞬間――。

「えっ？　そういう使い方するの？　シェリル、危なくない？」

　聞き覚えのある男性の声に名前を呼ばれ、シェリルはびっくりした。

「わっ！」

　体のバランスが崩れ、後ろを振り向きかけた体勢のまま、シェリルは大樽から落ちていく。石床に肩を強打するのを覚悟して目をつむる。それほど痛くなかった――代わりに、誰かを下敷きにしていたからだ。

　ふわふわの毛をもつ雪男ではなく、金髪の青年――カインだった。

「いてて……」

　またも顔に擦り傷を作った青年は、シェリルを抱き留めることに見事に失敗し、下敷きになっていた。












「ごめんなさいっ！　カイン、大丈夫!?」

「だい、じょうぶ……。ちょっと前歯ぶつけて痛いけど。はは、ようやくちょっとだけ役に立てたかな……ってか、ぼくが声をかけたせいでびっくりしたんだよね。ごめん」

「私の方こそ、ごめんなさい。でもどうしてここに？　ワインを取りに来たの？」

　もそもそと起き上がるカインに手を貸す。お風呂上がりらしく、カインからはジークと同じ石鹼の匂いがした。

　さっきお爺さんとお風呂に入っていて、ジークだと思った金髪青年はカインだったのだろう。

「シェリルに謝りたいと思って、探していたんだ。ごめんね、ぼくらがお風呂を使ってたせいで、旅の疲れを洗い流せなかったんでしょ」

「あ、あれは違うの！　入り口が変な所にあったから開けちゃっただけで……お風呂に入りたかったわけじゃないのよ！　本当よ、私、何も見てないし!!」

　そういえば、カインの裸の背中も見てしまった……！　婚約者であるジークの背中だって見たことがないのに！　恥ずかしい。

　狼ろう狽ばいするシェリルとは対照的に、カインはそんなことはちっとも気にしていないらしい。

「それなら良かった」

　にこりと笑うカインは、少女のように綺麗な顔と、清せい廉れんな雰囲気を纏まとっていた。

　旅から旅の流浪民とは思えないような透き通った白い肌に、ジークよりもさらに色素の薄い金髪。額にあったひどい裂れつ傷しようはもうすっかり治っていて、さっき作ったばかりの頰の擦り傷さえなければ、天上に住まう神の御み使つかいのようだ。

　カインって何者なのかしら……。改めてシェリルは不思議に思う。

　あまり太陽を浴びていない北ほつ方ぽう人じんのようだけれど、もしかして、石化する前からずっとカーデュエイルの住人だったのかしら……？　ああもしかして、天から落ちてきて記憶喪失になった天使様!?　まさか、そんなわけないわよね。

「ところでシェリル、高い所に登って何をしていたの？　危ないよ」

　まじまじと見つめるシェリルに微笑みつつ、カインが問う。転がってしまった小さい樽を片付けてくれながら。

「ちょっと探し物をしていたの」

「天井で探し物……？　蜘蛛の巣？　それとも神の救い？」

「秘密の部屋を探しているの。お城の中央廊下が移動しちゃったでしょ？　それで、近くにあった隠し部屋の入り口が行方不明になっちゃって、……その部屋の奥に、私の宝物があったの」

「宝物？」

　シェリルは頷うなずくだけにとどめ、それが何なのかは言わなかった。

「廊下の代わりのワイン蔵とか、納骨堂とか、新しくやってきた部屋のどこかに入り口があるはずだってジークが言ったから、それを探していたのよ」

「あっ、じゃあぼくに手伝わせてよ！　この間、お爺さんと碁ごを打っていた時に、また新しい魔法を思い出したんだ！　すごく便利なんだよ」

「新しいのを覚えたじゃなくて、思い出したの？」

「うん。いくら考えても、ぼく自身のことや、昔あった出来事なんかは出て来ないんだけど、魔法のことはふとした拍ひよう子しにどんどん思い出すんだ。シェリルが探している扉はどんなもの？　ヒントをくれたら、きっと見つけてみせるよ」

　カインは自信満々に瞳を輝かせる。テンポがずれていてドジなことも多いカインだけど、なんだか期待できそうだ。シェリルは隠し扉の様子を説明してみた。

「入り口は私の背丈より小さくて、奥には魔法の砂とかドレスとかがいっぱい入っているの」

　うんうんと頷きながらカインは話を聞くと、片手を伸ばしてかすかに壁に触れつつ、ワインセラーの中をぐるりと一いち巡じゆんした。

　様々なワインの銘柄と、保管温度や入庫年月日、数量が書いてある壁の前で立ち止まる。

「――ここが一番、魔力が不安定だ」

　そこは、シェリルも立ち止まった場所だった。

　カインは床に跪ひざまずき、壁の隅に手を伸ばす。普段は温かな青色の瞳が、別人のように冷たく輝いている。

「あ。そこは、誰かがあけた〝酒さけ盗ぬす人びとの秘密穴〟が――」

　シェリルが言うより早く、カインは壁に魔法の言葉を記していた。集中するためか瞳を閉じている。まるで別人のように真剣な横顔。そして、いつもの茫ぼう洋ようとした若者と同一人物とは思えないような、正確で素早い右手の動き。

　――すごいわ。両目を閉じているのに、まるで見えているみたい。

　見惚れるシェリルの前には、小さな扉が現れていた。

　さっきシェリルが見つけた盗人穴と大きさだけは似ているが、見た目が少し違う。適当にふさいだだけだった木戸が、頑丈な鉄てつ枠わくに囲まれた錠前つきの扉に変わっている。

　難なく鍵を開けたカインが扉を開く。馬ば房ぼうほどしかない、ワラ敷きの狭い部屋が現れた。

　奥には……、片手でも持てそうな小ぶりな宝箱が五つ。そして宝箱に囲まれるようにして、大きな卵が三つ置いてあった。赤せき褐かつ色しよくの卵には、巻きつく蛇のように青い魔法文字が螺ら旋せん状に記されている。

「えっ!?　さっきはこんなの入ってなかったわ！　ここは真っ暗な通路が続いていて――」

「うん、一番繋がりやすい通路とは、違う通路だからね」

　驚くシェリルと対照的に、カインは無邪気に笑う。

「シェリルがさっき開けちゃったお風呂と一緒だよ。ジークさんがよく使う魔法――扉を変化の支点にして、その向こう側をひっくり返す魔法なんだ。旅のラダの文字の代わりに、ラダで挟はさんだ文字を入れてやって……古文字を使えば時間の要素も動かすこともできる。純粋に代だい数すうみたいなものなんだけど――って意味分かる？」

「……」

　シェリルは無言で首を振った。

「まあいいや。覚えたくなったら、あとで教えてあげるから。――シェリルの宝物は、グリフォンの卵なの？」

「違うわ」

　というか、これはグリフォンの卵なのか。どんな雛ひなが生まれるのか、ちょっと見てみたい……などと思っているシェリルの前で、カインはさっさと扉を閉めようとした。

　せっかくの宝箱も開けてみようともせず。

「待って！　あの卵、温めたら孵かえらない？」

「だめ。百年温めたって孵らないよ、呪いがかかってるから。――宝箱も触ると危ないよ？　すごく良くない魔法の気配がする……不用意に触ると、中に閉じ込められるかも」

　宝箱に閉じ込められる！　しかも隠し部屋の！　うっかりそんな所に入れられてしまったら、百年くらい誰にも気づいてもらえないかもしれない。震え上がるシェリルの前で、カインはパタンと扉を閉めた。

　好奇心旺盛なシェリルは、少しくらい寄り道になっても謎の宝箱と卵の秘密を追究したかったけれど、真面目なカインは彼女の探し物を見つけることでいっぱいらしい。

　またいくつかの魔法の言葉を扉に記し、新しい空間を繋げてみせる。

「この扉は？」

　今度は、炎に縁ふち取どられたように深紅の扉が現れていた。

「違うわ。緑色の扉なの。――あっ」

　シェリルが言うと、カインは扉を開けることなく、再び呪文を刻む。赤い縁取りの隠し部屋は、みるみる石壁の中に消えていく……。

　せっかくだから、あの赤い扉も開けてみたかった……もしかしたら、すごく面白いものが入っていたかもしれない！　シェリルは未み練れんがましく、扉のあった場所を見つめる。

「これはどう？」

　カインがまた言った。二人の目の前には、青い縁取りの扉が現れている。カインの身の丈よりも大きい、鮮やかな紺こん碧ぺきの立派な装飾扉だった。不気味な緑色のうえに縁取りもゆがんでいたあの秘密部屋とは絶対に違う。……違うけど、シェリルがそう言ったら、カインはきっとこの扉も開けることなく消してしまう。

「……開けてみましょう！」

　シェリルは言って、銀の取っ手に手をかける。すべるように扉は開いた。

　部屋の奥には、光を吸い込むような漆しつ黒こくの闇と、無数にきらめく小さな光が浮いていた。

「――夜空だ……」

　カインが息を呑む。

　部屋の奥から、カツン、カツンという石を打ち合わせるような音が静かに響く。

　床さえもない、まるで夜を切り取ったような部屋だった。シェリルが中を覗き込むと、足元の高さの右手奥方向に、半月より少し欠けた三日月が浮かんでいた。

　二人の目の前に、部屋を仕切るカーテンのように、半透明の光のオーロラが現れる。手を伸ばしたら触れそうだ。

「なんて綺麗なの……あっ！　カインだめ！　落ちちゃう！」

　空に惹ひき寄せられるように、床のない部屋に踏み出したカインをシェリルは慌あわてて止めた。

　光のカーテンはシャラリシャラリと音を立てて、伸ばしたカインの指先を透き通ってゆく――真っ赤だった光の色を、柔らかな水色に変えて。

「ああごめん！　そう、だよね、落ちるよね……」

　カインはそれでも部屋に入りたそうだった。未練がましく、どこまでも底がなく深い闇空の下を見つめている。カツン、カツン、と相変わらず規則正しい音がして、オーロラが生き物のように自由奔ほん放ぽうに空をうねる。

　今度はシェリルが、バタンと扉を閉めた。

「私の宝物は、この部屋にはないわ。さあ、次を探しましょう」

「うん……でも」

「空から落ちたら、呪いの宝箱よりひどい目に遭うわよ？　……それにしてもジークってば、空まで家の中にしまっておくってどういうつもりかしら。魔王城って、おもちゃ箱みたい」

　もしかしたら本当に、失われた聖せい杯はいとか槍やりとか十七人の天使の宝石だとか、昔ウィリアムが言っていた宝物も隠されているのかもしれない。

　――などとシェリルが呟いてカインの気を紛まぎらわせていると、彼もようやく頭を振って、腕を上げた。夜の部屋の扉に、また新しく魔法をかけ始める。

「この扉は？」

　四回目の扉は、隅に苔こけの生はえた緑色の扉だった。絶対これじゃないと知りつつシェリルが開けてみようと取っ手に触れると、扉に〝目〟が浮かび上がった。

「きゃあっ！　め、目が……！」

「あ、占いに使う『カザルの左目』だ。――大丈夫だよシェリル、怖がらなくても、これ幸運の徴しるしだから。ここはきっと占術師の部屋だね」

　扉から逃げるように離れたシェリルに代わって、カインが前に進み出て取っ手を握る。扉に浮かんだ目は赤くなり、形も怒った猫の目のように大きく膨らんで吊り上がった。

「うわー……何か大だい凶きようっぽい形に変化したぞ？」

　愚ぐ痴ちりつつカインが扉を開けると、そこは中央の水盤から泉のように水が溢れ出る大部屋だった。水盤から落ちた水は、床を十字に分けるようにして四方に流れている。部屋の壁一面には、大小様々の〝目〟が描かれていた。天井にも、壁にもびっしりと。

　目たちは、まるで生きているかのように異様な気配を放ちながら戸口を凝視していたが、カインが一歩室内に入ると、壁づたいにいそいそと戸口に集まってきた。何か言いたげに、列を作って天井の一角を示す。

　シェリルたちが見上げると、そこには緑色のカビに覆われた白壁があった。さらによく見れば、一匹の〝目〟が、カビに呑み込まれて身動きできなくなり、悲しげに瞬まばたいている。仲間の〝目〟たちは哀あわれっぽく、掃そう除じしてほしそうな流し目でカインを見つめている。

「……えーと……、ぼく急いでるから、また今度ね。……きっと必ずまた来るからさ！」

　言い訳しながらカインが後ずさりすると、〝目〟たちは怒った。眦まなじりを決し、恐ろしい形ぎよう相そうで睨みつけながら戸口に突進してくる。まるで暴動だ。カインはさっと扉を閉め、慌てすぎたせいで小指を挟んだ。小さく悲鳴を上げながらも、扉に素早く呪文を記す。

　壁から占術師の部屋が消え去ると、ほっとしたように肩で息をついた。

「いてて……あぁ怖かった！　〝目〟に嚙みつかれるかと思った！」

「指は大丈夫？」

「うん、なんとか千切れないでくっついてるみたいだよ。――ねえシェリル、今度は君が魔法をかけてみない？　ぼくはその扉を見たことがないから、変な扉ばっかり呼んでしまう！」

「でも私じゃ、魔力が足りない――」

　と言いかけて、シェリルはジークにもらった銀砂を持っていることを思い出した。せっかくなので、カインの指導に従って新しい魔法に挑戦してみる。

　カインは簡単そうに使っていたけれど、すごく魔力を使う魔法だった。まるで、遠くの扉を引き寄せた距離の分だけ、全力疾走したかのよう。シェリルは何度も失敗し、みるみる銀砂を使い果たしてしまった。砂がなくなってからは手のひら越しにカインの魔力を借りて――これは手を繋いでるんじゃないわ、と心の中でジークに言い訳しながら――、ようやく目の前に見覚えのある壁画が現れた。

　賑にぎやかな宴席の魔物たちに、豪ごう奢しやな貢ぎ物の数々――そして、薄緑色のゆがんだ扉。

　本当の廊下は工事中で、もうこの壁画は剝がされて存在しないはずだけど、魔法の世界には残像が残っていたらしい。シェリルは瞳を輝かせた。

「これよ！　やっと見つかったわ！　ありがとう、カイン！」

　カインの腕に飛びついて礼を言うと、彼は仔猫のように身をくねらせた。

「シェリル、くすぐったいよ。――じゃあ、一緒に開けてみよう」

　――カインになら、見られてもいいわよね？　あれを隠しているのは、ジークにだけだし。

　シェリルは心の中で大丈夫だと確認し、仲良く一緒に扉を開ける。

「うわあ……ここはシェリルの衣装部屋？　すごいドレスの数だね」

　カインは、絹のドレスや衣装人形の数々を見て声を上げる。少しだけシェリルが片付けたので、初めて訪れた時ほど通路は散らかっていない。乱雑に床に広がっていた宝石類も、ジークに宝石箱をもらって片かたっ端ぱしから拾い集めたし。こぼれていた銀砂も瓶に詰め直したし。

「私の部屋じゃないわ。昔の魔王の恋人の部屋みたいなの」

「えっ、ジークさんの昔の恋人!?　それでこんな立派なドレスがあるんだ……すごいなぁ」

　シェリルは〝「昔の魔王」の恋人〟と言ったつもりだったのだけど、カインは〝昔の「魔王の恋人」〟と思ったようだ。

「ジークさんの恋人ならきっと、かなりの美人で気き位ぐらいの高い三つ目族のお姫さまだったんだろうなぁ。見てみたいような、見るのが怖いような」

「そういう意味じゃないわ……ってちょっと待って、カイン！」

　好奇心をくすぐられたのか、カインは一人でどんどん奥へと行ってしまう。首なし像の通路を抜け、怖がりもせず居間を通過する。

　靴を串刺しにした槍が入り口をふさぐ部屋に引き寄せられるように立つと、その向こうに見える、大きな机を凝視した。

「あの机に、シェリルの宝物が隠してあるんだね……待ってて、すぐにこの槍を外すから」

「ちがうわ。そっちじゃなくてこっちなの！」

　シェリルは今にも槍を引き抜きそうなカインを引っ張って、もう一つの女性の寝室の方に連れて行く。だってジークが言ったのだ。悪い魔法が残っているかもしれないから、この部屋のものには触らない方がいいと。

　カインの手を引いて寝室に入ると、大きなベッドの掛け布をめくる。隠してあった淡いタンポポ色のドレスを取り出した。それは足首まである裾の長い衣裳で、蠟ろう結けつ染めで十二種類の植物が少しずつ絡み合うように描かれている。胸元と袖には、異い国こく情じよう緒ちよ溢れる刺し繡しゆうが縫いとられており、色鮮やかで人目を引くドレスだった。

　シェリルはドレスを肩に当ててみせ、恥ずかしげに微笑む。

「……どう、似合う？」

「それ――」

　カインは息を呑んだ。シェリルの姿をつま先から頭のてっぺんまで見て、かすれた声で呟く。

「結婚式の時のドレス、だよね……。も、しかして――シェリル……結婚、するの？」

　流浪民であるカインには、これが何なのかすぐに分かったようだった。

「ええ。ジークのお爺さんに教えてもらったの。このドレスは、十二種類の草が十二の支族を表していて、流浪民に伝わる伝統的な花嫁衣装なんだって」

　シェリルをこよなく愛するジークは、二人の結婚式のために衣装や式次第を地上風に取り揃えてくれている。

　教会で奏かなでられる讃美歌に、ロザリオをかけた神父様。引きずるほど裾すその長い純白のドレス、愛の誓いに、贈り物の交換。

　それも嫌じゃないのだけれど、シェリルはこれから彼の一族になるのだから、何か一つくらいその象徴的なものがあってもいいと思っていた。だから式の当日にはこのドレスを着てみせ、ジークが驚き、そして嬉しそうに微笑んでくれる顔を見たいと思ったのだ。

「……だれと……結婚するの？」

「ジークよ」

　ふらり。カインの足元がよろけた。シェリルは慌てて彼を支え、ベッドに座らせた。

「どうしたの？　あっ、さっき魔力を使いすぎたのね」

「ちがう、びっくりしたんだ……。シェリルは……、ぼくと一緒でジークさんに拾われた系かと思ってた。魔王だからジークさんは見た目、ちょっと威圧感あるけど、実はすごく優しいし……。濡れ鼠ねずみとか焼き栗とか魔物の子供とかを見るとほっとけなくてつい拾っちゃうタイプでそれで君も保護されてそのまま優しさに甘えて居ついてるのかなって――いてっ」

　視点の定まらない眼差しに、呂ろ律れつの回りきっていない口調で息を継ぐ間もなく喋っていたカインは、舌を嚙んで突然黙った。かと思うと、なぜか特大のため息を吐く。

「……僕は馬鹿だ……」

「どうして？　馬鹿なんかじゃないわよ。ちょっとドジなところはあるけど、それだって笑いを誘う可愛いものだし。濡れ鼠とか焼き栗を見るとつい拾っちゃうのは、私なの」

　焼き栗は拾った覚えがないけれど、いちいち突っ込むと、なぜか意い気き消しよう沈ちんしているカインがますます落ち込むと思ったので、さも誰もが拾うもののような顔をしておく。

「ジークは、私が拾ってきた子供を見て大騒ぎして『捨ててこい！』って怒るタイプよ。カインも、私がいない間にジークに出て行けとか言われたり、意地悪されたりしなかった？」

「まさか、そんなことあるわけないよ！　ジークさんはすごくいい人だよ！　シェリルがいない間だって、一緒に庭の草むしりをしてたら、僕、うっかり毒テントウ虫に刺されちゃってさ。でもすぐにジークさんが治癒魔法をかけてくれたおかげで、今度は一日しか寝込まなかったし」

「やだ！　――ジークってば、ひどいわ！」

「え？　どうして？」

「その毒テントウ虫、ジークの命令であなたを刺したのかもしれない！」

「まさか、なんてこと言うのさ」

　カインは笑い飛ばしたが、シェリルは本気だった。前にカインが毒かたつむりの猛毒で死にかけた事件も、もしかしたらジークの嫌がらせなんじゃないかとシェリルは疑っている。

　ジークは、カインをお城に滞在させることにものすごく反発していたし、「あんな奴、もう一度石にしておけばいい」なんて不ふ穏おんなセリフまで口にしていたから。――本気で殺そうとしていたとまではさすがに思わないけれど、「長生きしたければ、この城から出ていけ」という警告だったのではないかと思う。

「気をつけて……あの人、やきもち焼きな性格だし、人間不信だし。気を悪くしないでほしいんだけど、あなたのことがあまり好きじゃないみたいなの。お城から追い出したがってるっていうか……だから、絶対二人きりになっちゃダメよ！　石に変えられちゃうかもしれない！」

　真面目な顔で言うシェリルに、カインは純真な青い目を丸くした。

「なんてこと言うんだ、シェリル！　ジークさんは君の恋人だろ？　そりゃ見た目はちょっと怖そうだけど、そんなことで偏見を持っちゃいけない！　ぼくをお城に置いてくれたし、毒虫にやられた時は、すぐに治癒魔法をかけてくれたのに！」

「だけどそもそも、毒テントウ虫なんかが庭にいたことが変だわ。私、見たことないもの！」

「ぼくの運が悪いだけだよ。絶対にジークさんは悪い人じゃない。だってぼくには分かるんだ……」

　カインはいったいどこまで善良なのだろう。ジークをここまで信頼する人も珍しい。同じイサカルの人たちにも、それほど信頼されていないのに。

「何が分かるの？」

「彼の作った砂からは、とても寂しい思いが伝わるから。魔王だから意地張ってるだけで、ジークさんは本当は寂しくて優しい人なんだ」

　カインの言葉に、シェリルは胸が痛んだ。

　魔法の砂は、流せなかった涙の結晶。だから悲しみが詰まっているのだけれど、カインは触れただけでそれを感じ取っていたのか。

　――カインなら、話せばジークのことを分かってくれるかもしれない。心から彼のことを分かってくれる友達になれるかも。

　シェリルは、これまであったことを話してみることにした。

「信じられないかもしれないけど、ジークはもともとただの人間だったの。イサカルの人たちから、魔王になる冠を押しつけられて――三つ目になっちゃうことも、光を浴びたら死んでしまう魔物体質になってしまうことも知らずに、魔王になったの。この世界は、魔王がいないと闇に閉ざされてしまうから。でも、そんなふうに騙だましうちみたいなことをされたせいで彼は人間不信になってしまって、今もイサカルの人たちとあまり仲が良くないの……」

「えっ。そんな生いけ贄にえみたいな扱いをされたの？」

　シェリルが頷くと、カインは眉をひそめて唸うなるように呟いた。

「信じられない……ひどいよ。でも、ジークさんは復ふく讐しゆうしようとはしないんだね。支族の人を傷付けたり奴隷にしたりはせずに、ちゃんと魔王をやってる」

「ええ。たまに暴れたりもするけど、そこそこ真ま面じ目めに、月を動かしてくれているわ」

「ぼくはね、シェリル。あの面白いお爺さんが魔物女性とうっかり恋に落ちたせいで、ジークさんはあんな容よう姿しに生まれたんだと思ってたんだ。けど違ったんだね。――あれ？　でも、ぼくが石から戻った日、一族の人たちと一緒に食事会をしてなかったっけ？」

「あれが〝仲直り会〟だったの。イサカルの人たちは、ジークに石化させられた家族が元に戻ったから、ジークが暴れ狂ったことを許して仲直りすることにしたの。でも……、ジークの方はまだ、彼らを許せてないんだと思う」

　家族のように思っていた仲間から、裏切られる。――それはシェリルには経験のないことだけれど、その痛みを想像することはできる。

　自分の価値が、相手にとっては利用できる「もの」でしかないのだと知った悲しみ。

　簡単に踏みにじられる程度の「どうでもいいもの」だと知った痛み。

　ジークはまだ、そこから抜け出せないでいる。

　シェリルは、なんとか彼をそこから連れ出してあげたいと思うのだけれど、どうすれば彼の乾いた心が満たされるのか、よく分からない。

　復讐しようとまでは思っていないけれど、許してもいない微妙な心。

　まるで、魔界の月のよう。真面目に働いたかと思うと、人を惑わせるように勝手に止まったり、突然過去に戻ってしまったりする。

「――あ。思いついた」

　考え込むように俯うつむいていたカインが、ふっと顔を上げた。

「前から考えていたんだ、シェリルやジークさんに恩返しが何かできないかなって。今思いついたよ。ぼくにもできることがある……」

「お礼なんか別にいいのよ。大したことはしてないし」

「大したことだよ。君たちがいなければ、ぼくは永遠に石のまま、世界の終わりまで立ち尽くすしかなかったんだ。笑い話に腹を抱えることもなく、毒テントウ虫の痛みにさいなまれることもなく。君たちは、ぼくの命の恩人なんだよ」

　カインは金髪を揺らして天使のように微笑んだ。それはとても美しい笑みだったが、どこか儚はかなくもあった。

「結婚おめでとう、シェリル。……君とジークさんが幸せになってくれることだけが、ぼくの望みだ。ジークさんの悲しみが消えるように……そしてシェリルが……、……ぼくが好きになった女性が、幸せな一生を送れるように。二人が、望みどおり人間の赤ちゃんを抱けるようにしてあげるよ」

　――ぼくが好きになった女性？

　予想もしない言葉に、シェリルの思考は途中で止まってしまった。

　これで最後だというように、カインは切なげに細めた眼差しでシェリルを見つめる。

「最後にこれをもらってくれる？　ぼくたちが出会ったことを、覚えていてほしいから」

　呆然と瞬まばたきを繰り返すシェリルの首に、カインは自分の守り石の首飾りをかけた。

　それから黙ってシェリルに背を向け、一人、隠し部屋から出て行く。

　カインの姿がなくなって、さらにしばらくぼーっとした後、シェリルは小さく独白した。

「……カインってもしかして……私のこと、好きだったの……？　うそ……」

　遅すぎた呟きは、誰の耳にも届かなかった。
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　秘密の部屋から出した婚礼用ドレスを抱きしめ、シェリルは思案に暮れた表情で魔王城の廊下を歩いていた。

「くしゅん！」

　さっきから、くしゃみが止まらない。思いもかけない人に好意を告げられ、悩みすぎで知恵熱が出かけているのかもしれないし、単にワイン蔵ぐらの冷気に当てられただけかも。

　告白にあまりにもびっくりしてしまって、誰かに相談したい気もするけれど、こういうことはおいそれと人に話してはいけない気もする。ふらふらと廊下を自室に向かって歩いていると、窓の向こうから子供たちが遊ぶ声が聞こえてくる。

「セリィーリアとベルギウス、遊びに来てるのね」

　結婚式まではあと五日もない。地上風の裾すそ長ながのウェディングドレスを着るのならセリィーリアに裾を持ってもらうところだけれど、このドレスはそんなに裾がない。

　セリィーリアの笑い声に交じって、「きゃうん！」とラエルの悲鳴が響いてきた。あの姉弟きようだいと遊ぶ時、いつもラエルはジャッカル形に戻っている。ベルギウスのライオン姿に対抗心を燃やしているのか、本性をさらけ出して裸の付き合いをしているのか、魔物でないシェリルには分からないけれど。

「おお、シェリルさん！　久しぶりじゃのー……と、先ほど風呂場で会おうたばかりじゃったか」

　脇の側そく廊ろうから、風呂上がりのリルセン爺じいさんが姿を見せた。両腕に、斑はん点てん付きの巨大な赤キノコと白キノコを抱いている。愛らしいといえば愛らしい、妙といえば妙な姿だった。

「さっきは急に開けちゃってごめんなさい。何をしているの？」

「薬作りの準備じゃよ。この前シェリルさんが咳せき止どめ薬と間違って作ってしもうた『若返り薬』をな、あの若者――赤毛のウィリアム青年が欲しがってのう。高く売れるに違いない、なんとかしてもう一度作れぬかと相談してきたんじゃ。ワシも青春を取り戻したいし、実験用のキノコを運んでおるんじゃが……シェリルさんこそ、こんなお城の隅っこに何か用かのう？」

「えっ!?　本当だわ！　――私、自分の部屋に向かっているつもりだったんだけど、ちょっとぼーっとしてたみたい」

　カインのことを考えすぎていて、周りの景色が見えていなかったみたいだ。

「ふむ、何か悩みでもあるのかのう？」

「っ！」

　突然、お爺さんに心を見抜かれ、シェリルは目を見開いた。

「何か困ったことがあるなら、この爺に話してみんか？　少しくらいは役に立てるかもしれん」

「えーと……あのぅ……。さっき、ワイン蔵で秘密の小部屋を探していたんだけど……」

「ふむ」

「そこにカインがやってきて、手伝ってくれて――それで、お部屋が見つかったの」

「ふむふむ。秘密の部屋で男女が二人きりか……。盛り上がってきたのう！」

「ち、違うわ！　そんなこと何もない！　何も変なことは起きてないわ！」

　シェリルは慌てた。とっさに思いついたことをまくし立てる。

「その秘密部屋で、グリフォンの卵を見つけたの！　でも呪われていて、触ることができなかった……！　あの可哀想な卵たちを、どうやって孵かえしたらいいのかしら!?」

「シェリルさんは優しいのう！　まるで慈じ愛あいの女神のようじゃ！　心配せんでもええ、その呪いはきっとこの爺が解いてみせる！　グリフォンは火山に巣を作る魔物じゃから、呪いが解けたら鳥の卵よりもちょっぴり熱めで七十日温めれば良い。卵のことは、ワシに任せておけ！」

　キノコ爺さんは熱い眼差しでシェリルに約束した。

「あ、ありがとう。……すっきりしたわ」

　本当は、全然すっきりしてない。気にかかっているのは、別のことなのだから。

「それは良かった。――ところでシェリルさんや。その首飾りは、カインのではないのか？」

　お爺さんに背を向けようとしたシェリルは、ぎくりとして息が止まりそうになった。ジークの面おも影かげもあるお爺さんの顔にまっすぐ見つめられて、心臓が恐ろしい勢いで打ち始める。

「こ、こっ、これは……！」

　シェリルは両手で首飾りを摑み、カインの名が刻まれた石を爺さんの目から隠す。左手首で、ジークにもらった守り石がしゃらりと揺れた。あっちにも守り石、こっちにも守り石。まるで二股をかけているような罪悪感が胸に溢れる。慌ててカインの首飾りを首から外した。

「それは、何なんじゃ？」

「なんでもないの、なんでもないのっ！　本当よ!!」

　まったく言い訳が思いつかずに、シェリルはお爺さんに背を向けると全力で走り出した。

　残された爺さんは、キノコを両耳の側で揺らしつつ、難しげな顔で唸うなった。

「はて何じゃろう、あの反応は……？　婚礼前の乙女心は、爺にはさっぱり分からんわい」







「――という不可思議なことが、あったんじゃよ」

　爺さんの話を聞いていたジークは、食器の脇に置いた手を固く組んだ。もうしばらく前から、食事の手は止まっている。こんな話を聞きながら、とても食事など喉のどを通らない。

　本来なら、今夜の晩ばん餐さんは地上から帰って来たシェリルと二人きりのはずだった。食後にはワインを飲みながら、城の小部屋の探検の話や、地上での苦労話などを聞き、久しぶりに甘い時間を過ごすはずだったのに。

　ワイン蔵に長居したシェリルは熱を出してしまい、ジークとの夕食を断ってきたのだ。

　一人の食事も味気ないので爺さんを誘ったのだが、まさかこんな話を聞かされるとは！

「あの時のシェリルさんは、何やら様子がおかしかった。顔も赤いし、やたらとぼうっとしておると思ったら、すでに微熱があったんじゃろうなあ」

「――いや爺さん。熱ではないかもしれんぞ」

　ジークは低い声で言った。

「風邪でなければ、何だと言うんじゃ？　ワイン蔵で一人酒を飲んで酔っておったとでも？」

「いいや。きっと、カインと何かがあったんだ。――なぜシェリルの胸にカインの守り石があったのか、そこは徹底的に追求するべきところだった」

　流る浪ろう民みんの男が、自分の守り石を娘に渡す。嫌いな相手に渡すわけがない。友人にも渡すことはない。そんなことをするのは、「一生側にいたい」「お前になら殺されてもいい」――それほど想う相手が見つかった時だけだ。

「カインが落としたのをシェリルさんが拾って、首にかけておっただけかもしれぬぞ」

「そんな馬鹿な。――シェリルもシェリルだ。カインの守護石を受け取るとは……求愛を受け入れたも同然じゃないか！」

　今日の午後、何があったのか？　二人きりで、秘密の部屋にこもって。

　出て来た時には、シェリルの首には他の男からの贈り物。おまけに風邪をひいていた。

　どこぞで服を脱ぐような真似でもしたのか――つまり浮気を？

　思い至った瞬間、腹の底で怒りが渦うず巻まくような気がした。

「……ぐるるる……」

　シェリル、と言ったつもりだったのに、言葉にならない。胸が熱くなって、腹の底にたまった砂が燃え上がるような気がする。髪の毛が逆立ち、頭部だけでなく全身にうっすらと金色の産うぶ毛げが生はえてくる。

　脳裏に浮かぶ情景は、恥ずかしげに頰を染めてカインの胸にしなだれかかるシェリルの姿。抱き合う二人を、ジークはずっと離れた廊下の隅からうかがっている。自分の顔は驚きよう愕がくに引きつり、しかし間を裂くにはもう手遅れなほど、二人の想いは盛り上がってしまっている……。

「待てジーク、化けてはいかん！　化けるとシェリルさんに嫌われるぞ！　ほれ、落ちつけ！」

　爺さんが、仔猫にするようにジークの頭を撫なでつける。瞳の色が魔物の色に染まってゆくのを引き留めるように、思いきり肩を揺さぶる。

　ジークは意識を取り戻し、平静を保とうと深呼吸を繰り返した。

「シェリルは……ぐるるる。あいつを善良な男だと思っているんだ。本当は、魔界で最も危険な男だというのに……！」

「どういうことじゃ？　おぬし、カインの素す性じようを知っておるのか？」

「ああ知っているとも！　西の魔女に教わったからな。だが、それを俺の口から言うことはできない。どうして誰も気づかないんだろうな？　額にあんな傷をもっている若い男というだけで、分かりそうなものなのに！」

「額ひたいに傷のある若い男？　うーむ……」

「あいつは、生涯石像にしておくべきだった！　あいつは、俺が四年前に石にした罪のない魔界人じゃない――刑罰として石化させられた罪人だったんだ。絶対に石化を解くな、と魔女は俺に言った。そのために石化を解く方法を隠し続けてきたのだと！」

　カインこそ、子供たちを呪った先代魔王だ。

　だが何も知らないシェリルが、魔女の裁きの呪いを解いてしまった。

　――長老衆や若長セネギル、イサカルの占い師は、ジークの結婚を不吉だとさかんに止めた。

『地上の娘を花嫁に迎えれば、魔界が崩壊する。だからお前の婚礼は許さん』と。

　だがジークには、その占いの真の意味が分かる気がする。

『地上の娘シェリルによって先代魔王の呪いは解けた。魔界は崩壊する――婚礼とともに』

　不吉なのはシェリル自身ではなく、彼女が知らずにやってしまった行為だ。今はまだ、魔王だった頃の記憶がないカインだが、記憶が戻れば、きっと何か恐ろしいことが起きる――。

　イサカルの若長に、「王国の安定を優先しろ！」と怒られるまでもなく、ジークにもカーデュエイルを守りたい想いはある。この国はやっと見つけた安住の地だし、可愛い子供たちもいる。シェリルと一緒に造った花壇もある。結婚式に向けて準備中の記念廊下もある。

　宝物でいっぱいのこの国を失って、また地上で苦しい流浪の暮らしなど、誰がしたいものか。

　新月の婚礼まで、あと四日。

　魔法陣の準備は、もうできている。

「――今夜、決行しよう」

　先代魔王カインを睨んで石に変えても、シェリルがまた呪いを解いてしまうだろう。だから、魔法陣を使って地上に――せめて、ユダ族の気配が濃い森に、奴を送ろう。

　胸の中だけでジークが呟いた時、晩餐の間の扉が開いた。

　ひょっこり顔を見せたのは、ジークが今まさに計略に嵌はめようと考えていた人物だった。

「ジークさん、あの、ちょっといいかな。大事な話があるんだけど……食後に少し時間を取ってもらえる？」

　シェリルに首飾りを贈った恋こい仇がたきめ。そう思うと、ジークは無意識にカインを睨んでやりたくなる。鋭くなりそうな視線を前髪で隠し、ジークは静かに立ち上がった。

「ああ。ちょうど俺も、お前と話したいと思っていたところだ。食事はもう終わった。部屋までついて来い」

　カインは、ほっとしたように素直な笑顔で頷いた。爺さんが心配そうな目で見守る中、ジークはカインと――記憶を失った前魔王と肩を並べて晩餐の間を出た。

　ちょうど、夜の八時を告げる狼兵士の遠吠えの声が響いた。
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「……さむ……」

　シェリルは寒さを感じて目を覚ました。

　部屋に戻ったシェリルは、カインの首飾りを机の中に押し込め、ほんの一時間眠るだけのつもりで仮眠をとった。やたらとくしゃみは出るし、扉を引き寄せる魔法に何度も挑戦したせいで、とても疲れていたし。

　横になったら、今度は地上への旅の疲れも出たのだろう。

　すっかり眠り込んでしまったらしく、辺りは深夜になっている。物音一つ聞こえない。

「ジークとの夕食の約束もあったのに、すっぽかしちゃったわ」

　小間使いは彼女を起こすより、休ませた方がいいと判断したのだろう。

　広いベッドに起き上がったシェリルは、連続で二度くしゃみして、時計を探す。

　魔界の時間を正確に示してくれるフクロウ形の可愛い時計は、奇妙な時間を指していた。

「……三十八時、五十六分？」

　いつもは24までしかない文字盤の数字が、今夜はものすごく増えて、間隔も狭そうにぎゅうぎゅうに詰まっている。みんなに押されたのかいじめられたのか、９は内側にはみ出している。

　こんな時間が存在するのだろうか？　シェリルは不思議に思いつつベッドを抜け出し、枕元にあった上着を羽織る。少しふらりとしたが、テラスに出て夜空を見上げてみた。

　空は、真っ赤だった。

　天を覆うように血の色をしたオーロラが、蛇のごとくうねうねのたうっている。時折、紫や灰色が混じりながら、魔王城のすぐ上で踊り狂っていた。

「――気持ち悪い……」

　何が起こっているのだろう。もう一度時計を確かめると、もう三十九時になっていた。このまま、時間がどんどん増えていく？　夜また夜――永遠の闇夜の世界に閉じ込められて？

　シェリルは怖くなった。

　今にも髪に触れそうにたゆたう真紅のオーロラ。もう、星も月も二度と動かない。永遠の夜が来る。風は止まり、音も消え、不吉なオーロラだけが、魔王をあざ笑うように揺れて――。

「ジークが時間を止めてるの？　……違う、そんなんじゃないわ。ジークに……何かあった？」

　胸騒ぎがする。何かとても恐ろしいことが起きているような悪お寒かんが――。

「くしゅん！」

　小さく身震いした時、外から生暖かい夜風が吹き込み、ぎゃあぎゃあと悲鳴のような怪かい鳥ちようの鳴き声がした。……最高に魔界らしくて不気味な夜だ。

　無む性しようにジークに会いたかった。でも、こんな時間に訪ねるのは、未婚の女性のふるまいとは思えない。思えないけれど、放っておいてはいけない気もする――。

「――うわあああぁぁぁあああぁぁ！」

　葛かつ藤とうするシェリルの耳に、遠くから男の悲鳴が聞こえた。

　ぞっとするような絶望的な声だった。ぎくりとして夜や陰いんに耳を澄ますが、長く尾を引く暗い悲鳴は一度きりだった。もうカサリとも物音は聞こえない。

「なに？　いまの？」

　鳥？　それとも人間？　……魔物？

　奇妙な震えが膝から全身に這はい上ってくる。辺りを見ても、森の影の他、上空を飛び交かう怪鳥くらいしか、生き物の姿は見えない。

　――そうよ、ジークの部屋にはラエルがいるはず。二人きりで夜中に会うわけじゃないんだから、部屋を訪ねても下品じゃないわ。

　そう思いついたシェリルは、テラスを離れて扉に向かう。

「ぎゃあああぁ……！」

　また、悲鳴が聞こえた。外に出るのが怖くなったけれど、勇気を振り絞って扉を開ける。長く続く暗い廊下には、ところどころ魔物兵の持つ青い明かりが、ぼんやりと輝いている。

　ものすごく不気味だ。

「で……でも、ジークの部屋は、すぐ隣だもの」

　囁いて、萎い縮しゆくしそうな自分の心を勇気づける。十歩も歩く必要はないのだから、行けるはずだ。シェリルは雷を恐れる子供のように震えながら、自室を出た。







　すぐ隣、だったはずなのに。

　次の扉に行き当たるまで――またたびの香水が撒まかれたジークの部屋を探して、シェリルは恐る恐る廊下を歩き続けた。

　だが、扉はなくなっていた。どこまで歩いても、青い灯火を左手に掲かかげた鳥頭の兵士の前を、何人通り過ぎても。昼とは違う彫刻に変わった柱の前を何本通り過ぎても。

　ジークフリートの部屋がない。

「……ジーク、またお城の構造を変えたの？」

　理解できない……。心から愛しているけれど、シェリルには三つ目の恋人が考えていることがさっぱり分からない。彼女をおびき寄せようと香水を撒いた直後には、二人の部屋を廊下の端と端と思えるほど遠くに入れ替えてしまうなんて。

「今夜は私に会いたくないってこと……？　――っくしゅん！」

　長い廊下を歩きながらシェリルは呟いた。すぐ隣だと思ったから、軽い上着を羽織っただけだった。……寒い。

　それでも、今さら戻れない。ラエルに似たジャッカル頭の衛えい兵へいにジークの部屋の場所を聞いてみると、元来た方に戻れといつもの場所を指さされる。

　廊下の突き当たりまで行っても、ジークの部屋はなかった。

　寝室も、仕事をしている執しつ務む室しつも。

「ジークフリート……どこ？」

　細い声で名前を呼んでも、珍しく姿を見せない。

「どうして出て来てくれないの？　まさか――私から隠れて、女の人と遊んでるとか？」

　そんなことありえない。そう思うものの、胸騒ぎは収まらない。階段を上がったり下りたり、廊下を行ったり来たりしてジークの部屋を探す。

　時折、どこからともなく薄気味悪い――狂人のような叫びが聞こえてくる。

　迷宮になった魔王城を小一時間もさまよった後、なかったはずの地上十二階で、シェリルはとうとう見つけた。

　誰も衛兵のいない廊下の奥に、雄お々おしい獅子が浮き彫りにされた両開きの扉。少しだけシナモンに似たまたたびの香りが漂ただようジークフリートの寝室が。

「ジーク、起きてる？　……ねえジーク？」

　少し強めに扉を叩いてみる。

　――返事がない。

　取っ手を回そうとしてみるが、扉はびくりともしなかった。

　鍵がかかっている。

　ますます嫌な予感が胸に広がった。

「ジーク――ジークってば！　ここ開けて！　大丈夫？　病気!?」

　心配でいっぱいになったシェリルは、どんどん扉を叩く。大声を上げて騒いだ。いつもなら、ラエルがすぐに扉を開けてくれるはずなのに、可愛いジャッカル耳の少年はちっとも姿を見せない。しつこく叩き続けると、扉の向こうからくぐもった声がした……。

「……シェリル……？」

「そうよ！　どうしたの？　月も星も止まってるわ」

「月……星……」

　疲れているのか、扉越しのジークの声はとてもかすれて苦しげだった。それが、突然笑い始めたのでシェリルはびっくりした。

「くっくく……堕おちたものだ。懐かしいぼくの月……それがこんなに重いなんて……ははは！」

　狂気をはらんだ笑い声に、シェリルは怖くなった。

「ジーク、何か変よ……」

「ああ……。……気が狂いそうだ。生きていることが、こんなに苦痛だったなんて……」

　虚うつろな青年の声は、部屋の奥からというより、扉の向こう側の足元から聞こえる。まるで、倒れ伏して最さい期ごの瞬間を待つ獣のように。

「どこか痛むの？　それとも……悲しいの？」

「張り裂けそうなほどに――。胸に大きな傷が開いて、すべてそこから流れていくみたいだ。見えない傷に血は流れないが、命の断片のようなものが溢れ出して……何もなくなる」

　ジークの言葉を聞いたシェリルは、ハッと閃ひらめいた。

　前にラエルが言っていた――ジークは悲しみがこらえきれなくなると、胸から涙の砂を取り出すのだと。きっと、今がその時なのだ。それでこんなに苦しそうにしているのだ！

「寂しいなら私が側にいるわ！　だから泣かないで！」

「泣く？　くく……残念、もう砂も流れないよ。何もかも……失った」

　闇そのもののように、絶望に満ちた声だった。

「そんなことないわ、未来はこれからよ！　私がずっと側にいるわ」

「噓だ。容易たやすい誓いなど、すぐに失われる」

「本当よ！　あなたが辛い時も寂しい時も、悲しい時もずっとずっと側にいるから！」

「ははは……そんなウソは聞き飽きた。何度騙だませば気が済む？　この魔女め」

　胸を刺すように冷たい言葉に、シェリルの喉が凍りつく。辺りには冷たい沈黙が落ちた。

　突き放されたような気がしたけれど、シェリルはまだ会話を続けたかった。

「……だから、月を昇らせてくれないの？　私のこと、もう信じられなくなっちゃったから……？」

「……まだいたのか？」

　ジークは、もうシェリルがいなくなったと思っていたらしい。驚いた様子だった。

「いるわ。だって、こんな状態のあなたを放っておけないもの」

「――そんなに、ぼくに信じてほしいのか？」

「ええ」

「愛を受け入れてほしい？」

「ええ」

「なら――約束できる？　結婚式で、何が起きてもぼ……俺の妻になると？」

「もちろんよ！」

「魔王の妻となって、どんな贈り物も、悲劇も受け入れてくれる？」

　悲劇。その言葉が連想させるものに少し怖くなったけれど、シェリルは思い切って頷いた。

「いいわ」

「ふふ。そう。なら、君を信じよう。――望みは月だったね？　昇らせよう。愛する君のために……くくく」

　ジークはまた薄ら笑いを始めたが、相変わらずその声は床の方から聞こえる。まだ、彼は床に倒れたまま砂と戯たわむれているらしい。シェリルは控えめに扉を叩いた。

「ねえ、ここを開けてくれたら、今すぐ抱きしめて『大好き』って言えるんだけど……？」

「だめだ。開けたらシェリルは死んでしまう。ぼくの心が暗すぎて、君を殺すだろう」

「……どういう意味？」

「あまりにも寒くて、凍こごえそうに辛くて……誰かを殺して、温かい血の海に浸りたい気分なんだ。そういうのって、たまにあるだろ？　母の愛に抱かれて眠る赤子のように、溢れる命に包まれて、たゆたう血の海でぐっすり眠りたい……ふふふ、あははははは――」

　シェリルの背筋に悪お寒かんが走る。

　彼は正気なのか？　震えたシェリルの唇から、勝手に言葉が滑り出る。

「あなたは本当にジークフリートなの……？」

　彼でなければ誰だというのか。妙なことを訊いてしまった――そう思った直後。

　両開きの扉が、薄く開いた。

　部屋の奥は、闇。何も見えない。ふとそこから青白い手が伸びてきて、シェリルの腕を摑む。凍るように冷たい手。そして闇の中、ぎらりと三つ目が光った。

「ひっ！」

「――訊いてはいけないことを、訊いてしまったね？　可愛くて愚おろかなシェリル」

　暴力的なまでに魔力溢れる瞳に射すくめられ、シェリルの体が呪じゆ縛ばくされる。だけど、いつもの凍りつくような感覚とは少し違う。深い闇に意識だけが捕らわれていくような――。

　膝が折れて倒れそうになったところを、冷たい魔王の両腕と肩が支えた。

「――くく。せっかく開けたのだから、部屋に招待しよう……。ああ、結婚式まで待つことなんかない。今すぐ贈り物をあげる――もう逃げられないようにしてあげるよ。そうしても、構わないよね？」

　魔王の、ぞっとするほど暗くて優しい声が響く。シェリルの意識はそれより暗い眠りの底に引きずり込まれていて、とても返事などできなかった。

　どうなるか分かっていたら、必死に首を振って「嫌よ！」と叫んでいただろうに。

「君ごときを娶めとったところで満足できるとは思えないが、ものはためしだ。気に入らなければ、壊してしまえばいいだけ……暇つぶしくらいにはなるだろう」

　深い眠りに落ちたシェリルの体を、魔王は軽々と寝台へ運ぶ。その襟元をかき分け、夜よ着ぎを脱がせようとした魔王は、小さなため息をついた。

「ぼくのあげた首飾りはつけてくれていないんだね。寂しいな……」
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「え？　まだ寝てる？　ウソだろ。結婚式、今日の正しよう午ごじゃないのか？」

　部屋の中から、男の声が聞こえる。この陽気な声はジークじゃない。

「お部屋に入ってはだめです！」

　怒った少女らしいこの声も、ジークの声じゃない。

「五分で出るって。あれ。マジに寝てる。……おいシェリル、起きろよ。女の支し度たくは時間がかかるんじゃないのか？」

　聞き覚えのある男の声が耳元でして、シェリルの肩を揺さぶる。意識は深い海から浅瀬に向かって泳ぎ始めるが、まだシェリルの瞼まぶたは重たい。

「――おい、こいつおかしいぞ。オレが揺さぶっても、叩いても起きない……。まさか、変な魔法でもかけられてるんじゃねーだろうな？」

「違います！　シェリル様は、病気で熱があったんです！　治癒魔法をかけてくださった魔王様が、式までゆっくり寝かせてやれっておっしゃったんです。変な魔法だなんて、失礼な！」

　そうだ、甲かん高だかいこの声は小間使いの魔物娘のもの。シェリルの着替えや、髪結いを手伝ってくれる陽気な少女で、ラズベリージャムが大好物……そしてラズベリーのタルトはシェリルも大好きだ。――なんて考えていたら、夢の中がお茶の時間になった。可愛い妖精のティーセットに、焼きたてで微かすかにバニラ・エッセンスの香りがするタルト……。

「どうだか。結婚を嫌がるシェリルを、式まで昏こん睡すいさせとこうって腹じゃねーのか？」

「そんなことありません！」

「じゃあ、本人に聞く。――シェリル！　お、き、ろ！」

「っ!?」

　耳元で大声を出され、紅茶とお菓子を楽しもうとしていたシェリルは、びっくりして飛び起きた。顔を覗き込んでいたウィリアムの肩に、思いきり鼻をぶつけてしまう。

「ウィリアム……？　あなたも紅茶を飲みに……？」

「は？　何の話だ。オレは、リルセン爺さんにある試薬をもらいに来たんだ。……ついでに、あんたに話したいことがあって部屋に寄った」

「私に話……？　若返り薬の作り方なら、もう覚えてないわよ？」

「違う。結婚前にどうしても、二人で話したかったんだ。――五分でいい。二人になれないか？」

　ウィリアムは、少し緊張した口調で言う。何の話なのか見当もつかなかったが、シェリルは頷いた。小間使いは朝食をとりに部屋を出て行き、テラスに二人だけが残される。

　魔界の空を見上げてみると、眠る前に見た不気味な様よう相そうはすっかり消えていた。

　輝く星々の下で、凍るように冷たい青いオーロラがそよそよと上品に揺れている。

「今日、結婚式だろ……あっという間だったな」

「――え？」

　結婚式？　今日……きょう？　今日っていつ？　――今これからよ！

「私の結婚式が今日!?　噓でしょ!!」

　まさか。まさか――！　シェリルは絶句した。もう一度、目を凝らして星座を見上げる。

　たくさんの星座の中から夜明けのケルベロス座を見分けることはまだ難しい。でも、町にたくさんの灯がともっているところを見ると、もう夜は明けている。月はない。

　月のない朝――新月。

　心臓が止まりそうになった。

「どうして今日が結婚式なの!?　あと四日もあったでしょ……卑ひ怯きようだわ、ジーク！　また勝手に時間を動かしたのね！」

「いや、時間はおかしな動きはしてねーよ。オレは十字の街にいたが、この二週間、空は普通に巡ってた。一晩だけ、やたら夜が長い日があったが、それ以外はいつもどおりだった」

「いつもどおり……？　でも私、四日間くらい記憶がないわ……そんなに眠ってたの？」

「風邪ひいて、魔王が治癒魔法かけたとか言ってたけど。やっぱり、変な魔法にでもかかってたんじゃねーのか？」

　心配そうにウィリアムがシェリルの瞳を覗き込む。シェリルは条件反射で首を振った。

「そ、そんなことないわ！　ジークは紳士だもの、私に変な魔法なんか……」

　言っている途中で、何かが一瞬、脳裏をよぎった。黒猫の影のような小さな違和感――だがそれは追求する前に、素早く逃げ去ってしまう。

「治癒魔法のせいで、眠りが深かっただけよ。――そうそう、ワイン蔵が寒くて、風邪をひいちゃったの」

「……ならいいが」

　ウィリアムの顔との距離が広がって、シェリルはほっとした。今のは近すぎた。悪い魔法の痕跡でもないかと探していたのだろうけれど、あれじゃまるで恋人たちの距離だ。

「私、とても損した気分だわ……これから結婚式だなんて」

　挙式前日のドキドキ感とか、三日前に廊下で婚約者とすれ違った時に感じる恥じらいやときめきとか、たぶんそういうものがこの四日間にはいろいろあったはずなのに。

　しかも前日には、妹を迎えに馬車を出すはずだったのに。

　ずっと寝ていただけだなんて。つまらなすぎる。

　ジークにお願いしても、月を戻して四日分やり直してくれるとは到底思えない。妹だって、招待を受けてくれたとしてももう間に合わないだろう。

　ため息をついたシェリルがふと視線を感じて顔を上げると、すぐ隣でウィリアムがじっと見つめていた。食い入るようにして。

「な、なに？　そういえば、話があるって……」

　ハンターに狙われた仔こ鹿じかになった気分がする。無言で見つめ合っていると、シェリルの心しん拍ぱく数すうが上がってきた。












「……オレさ、あんたの式が終わったら、帰るつもりなんだ……上に」

「上って、地上？」

「ああ。あんたのことが気にかかって、ずっとこっちでフラフラしてたけど、そろそろ潮時だ。戻らないとダチが心配し始める。だから……今日で、お別れだ」

　シェリルには魔界の知り合いが少ないし、数少ない友人が減ってしまうのは寂しい。

　シェリルから見たウィリアムは親戚のお兄さんのような存在で、魔界の話だけではなく地上の話もできる貴重な友人だった。できるなら、ずっと十字の街にいてほしかったけれど……。

「そう……寂しくなるわ」

　俯うつむいて唇を引き結んだシェリルの肘ひじを、ウィリアムがぐいと摑んで自分の側に引き寄せる。

「シェリル、オレと駆け落ちしないか」

　唐突に抱きしめられて、低い声が耳元で囁いた。

「あんたにとって、今はジークフリートが一番なことは分かってる。でも冷静に考えてみろ、ここは魔物の国で、人間が住みやすい王国じゃない。いつか喰われるか、呪われるかもしれない。オレと一緒に来い。オレを選べってのが無理なら、地上を選べ。明るい世界に戻ろう」

「……心配してくれてありがとう。でも私、もう覚悟はできてるの」

　抱きしめるウィリアムの腕を押しやる。あっさりと、ウィリアムは腕を離した。

「あーそっか。やっぱりな……」

　覚悟していたような声だった。表情もきっとあっさりしたものなんだろうと思って顔を見上げたが、ウィリアムは後ろを向いていて、耳の後ろと揺れるピアスしか見えなかった。

　本当はどういう表情をしているのか、分からない。

「やっぱそうだよなー……。……結婚前ってのは、分ぶが悪いよな。三年も経って、旦那の顔にも見飽きてきて、イビキがうるせーとか寝言で他の女の名を呼んだとか、足が強烈に臭いとか、ともかく結婚を後悔し始めた頃なら、オレの誘惑ももっと魅惑的に聞こえるだろうに」

「じゃあ三年経ったら、また来てみれば？　でも、ジークはイビキなんかかかないけど！」

「え。……お前ら、もう一緒に寝たことあるのか？」

　驚いて振り返ったウィリアムの顔が面白くて、シェリルは笑って首を振った。

「ないけど、彼、ネコ科だもの！」

「そりゃよかった。じゃ、やたらとケモノ臭がして許せなくなってきた頃だな」

「ジークはお風呂好きだもの、獣の臭いなんかしないわ！」

「それなら、浮気だ。ライオンはハーレムを作って暮らす生き物だからな、近いうちに絶対、他の女に目移りして山ほど側そく室しつを作るぞ！」

「そうねぇ。目移りしてもいいのは、私たちの間に出来る娘だけよ」

　いつの間にかセリィーリアに激甘になっていたみたいに、すぐにジークは実の娘にも夢中になるに違いない。

　シェリルの答えに迷いがないのを知り、ウィリアムは身を翻ひるがえした。

「今は何を言っても無駄みたいだな。でも、きっとそれは実現しねーとオレは思うぜ。城下町じゃ、あんたとジークフリートの婚こん儀ぎは中止になるって噂でもちきりだし」

「え？」

「城の裏口に、オレの馬を繋いである。足の白いメアリー婦人だ。駆け落ちする気になったら、いつでも乗せてやる。――乗りたくなくても、乗せられるかもしれねーけどな」

　意い味み深しんな笑みを浮かべて、ウィリアムは振り返る。

「待ってウィリアム！　町の噂ってなに――」

「さあ？　言えねーな！」

　すたすたとウィリアムはシェリルの部屋を横切り、扉に向かう。シェリルは必死にその後ろを追いかけた。

「教えてよ、どんな噂が流れているの？」

　意を決して、腕を摑んでウィリアムを止める。シェリルからウィリアムに触れることは、これが初めてかもしれない。――もちろん、上着の布越しだけど。

　ようやく彼は立ち止まって、口を開いた。とても面白そうに、鳶とび色の瞳をきらめかせて。

「くっくく……。独身保護党、ってのが十字の街にあるんだ。正確に言うと、『ジークフリートの独身を守ろうの会』っていうんだが。実はオレも昨日サインして、党員になった」

「は!?　なにそれ！」

「地上の領主には〝初夜権〟といって、領民の結婚式の際に、妻の初夜を奪う強権を持つ奴がいる。――強権ってのは、強制的な権力って意味な」

　シェリルは頷く。

「それなら地下の王国では、領民が〝領主の初夜を守る〟強権があってもいいだろう、と誰かが言いだしてな。面白がった魔物たちが、『処女を失った巫み女こはその力を失うという。結婚した魔王も魔力を失うかもしれない。大変だ、魔界の終わりだ！』と話が飛躍して」

「ジークは男の人よ！」

「そう、だがここは魔界だからな。何が起きてもおかしくない」

　真剣な顔を作ってウィリアムは言うが、目は笑いをこらえきれないらしく、三日月形に細まっている。

「おかしいわよ！」

「噂に怯おびえた町人がみんなして党員になって、今じゃ過激派と穏おん健けん派、特攻隊に特務隊までできてる。ちなみにオレは、特務隊の危険物処置班の班長になった」

「作り話よね――？」

「さて、どうかな？　かなりの数の『隠れ党員』が結婚式に潜入するから、あんたの結婚式は延期――いや、中止になるかもな？　……期待してろよ。オレたち独身保護党は、やる時はやる男たちの集まりだぜ」

　ウィリアムは自信ありげに笑って、扉に手をかける。

　用事は済んだとばかりに去って行こうとするウィリアムを、シェリルは呆然と見つめていた。

　――扉を開けようとしたウィリアムが、取っ手からさっと手を離した。

「悪寒がする……貧乏神を拾った時以上だ――」

　ウィリアムが呟いた瞬間、ものすごい勢いで扉が開いた。

「あ――――っ！　やっぱりウィーレスだあっ!!」

　鼻をひくつかせた赤毛の少女は、扉の真ん前に立つウィリアムを見つけ、三つの瞳をぎらりと歓喜に輝かせた。

「くそっ！　とうとう見つかったか――……！」

　究極に顔をしかめたウィリアムの反応は、素早かった。即座に視線を逸そらし、三つ目娘の頭に手を置いたかと思うと、その背中を飛び越して廊下に降り立つ。

　ひと瞬まばたきする頃には、全力疾走するウィリアムの背中は、廊下の半分まで行っていた。さすが、特殊工作を任務とする特務隊員。

「ウィーレス、どこ行くのーっ？」

「オレは極秘任務で忙しいんだ！　またな、猫娘！」

　ウィリアムは振り返らずに叫んだ。もし振り返れば、セリィーリアは三つ目で睨んで、彼の動きを即座に止めると分かっているからだ。やる時はやる男も、逃げる時には逃げるらしい。

「せっかく会えたんだから、遊んでよーっ。……あ、もしかしてこれ、追いかけっこなのかな？　ベルギー、どう思う？」

「にゃーん！」

「うん！　駆けっこなら、あたしだって負けないんだからーっ！」

　小走りにウィリアムを追いかけたセリィーリアは、二本しかない足では到底追いつけないとすぐに悟り、一気にライオン姿に化けた。真っ赤な毛並みの三つ目ライオンは、ジークと同じ十二本の足で廊下を駆け抜ける。柔らかな肉球のおかげで、まったく足音がしない。セリィーリアはみるみる赤毛青年に追いつくと、一思いにウィリアムの背中にのしかかった。

「うおぉっ！」

　背後から襲いかかった魔物の重量に耐え切れず押し倒されたウィリアムは、三つ目ライオンにべろりと顔を舐なめられて悲鳴を上げた。ベルギウスの舌は酸性だから、きっとセリィーリアの猫舌も酸性だろう。

「懐なつくなっ！　手のひらサイズの仔猫ならともかく、お前はでかくて重いんだよ!!」

「みぎゃーっ！」

　どかそうとする腕に頭を寄せて、セリィーリアはとても嬉しそうだ。あまりの嬉しさに、いつもは隠している二枚目の舌を出してウィリアムの顔を、右からも左からも舐めている。

　仲良さげに再会の挨拶を交わしている二人をシェリルが微笑ましく見守っていると、真っ白い翼のベルギウスが足元に飛んで来てお座りし、シェリルの顔を見上げた。

「にゃうー」

「あら、ベルギー。あれから三週間ぶりね。……ちょっと大きくなった？　前脚とか、がっしりしてきてるみたい」

「にゃーん」

　ベルギウスは、甘えるようにシェリルの足に頭を擦すりつける。少しは大きくなっても、まだ言葉は喋れないらしい。甘えっ子なところは相変わらずだけれど、そこが可愛い。

「シェリル……た、助けてくれ！」

　三つ目ライオンに襲われ――じゃれつかれたウィリアムが助けを求めて悲鳴を上げる。

　シェリルはちょっと考えて、セリィーリアの気を惹きそうな話題を探した。

「ねえセリィーリア、今日は私の結婚式なの。ドレスを見てみない？」

　女の子なら興味をひかれることだと思うのだけれど――。

　三つ目ライオンは、一瞬シェリルを振り返ったけれど。

「みゃーっ」

　しらなーい、と言いたげに無責任に鳴いただけだった。しかしそのわずかな隙をついて、なんでも屋にして特務隊員のウィリアムは身を起こしていた。

「！　みぎゃーっ！」

　セリィーリアは、ちょっとだけ目を離した隙に手元からすり抜けた宝物に気づき、怒った声を上げる。逃げようとしたウィリアムに、勢いをつけてもう一度飛びかかった。

　ガブリと、その右肩に嚙みつく。

「――っ痛てぇ！　齧かじるな！　オレはお前の餌えさでも玩具おもちやでもねぇ！　……分かったよ、ちょっとだけ遊んでやるから、人間に戻れ！　ケダモノとは遊んでやらん!!」

　こうして、三つ目娘はウィリアムを引き留めることに成功した。

　高い高いをしてもらって、歓声を上げるセリィーリアの笑い声が廊下に響く。

　シェリルは、しきりに甘えてくるベルギウスの隣にしゃがみ込み、綺麗な金色の毛皮を撫でていた。すると、唐突にライオンの子供は顔を上げた。

　じっ、とシェリルを見つめ、鼻とひげを震わせる。

「……みゃう？」

「え？　なあに？」

　ベルギウスは、何か探すように鼻を鳴らしながらシェリルの周りをぐるりと回る。訝いぶかしげにしながら膝の上に登ってみて、すぐに下りる。

　今度は背中に回り、シェリルの肩に前足をかけて伸び上がったかと思うと、トントンと肩叩きを始めた。

「みゃーん？」

「気持ちいいかって？　くすぐったいわ。でも肩は凝こってないから大丈夫よ？」

「にゃあーうー」

　違う？　ベルギウスは何を言いたいのだろう？　気になったシェリルは姿見の前まで歩いて行くと、お気に入りの手鏡を使い、夜着をずらして背中を映してみた。

　ウロコ形の赤紫色の斑点が、肩けん甲こう骨こつの周辺から背骨にかけて、びっしりと浮かんでいた。

「な、なにこれ……！」

　シェリルはかすれた悲鳴を上げ、その場に座り込んだ。「どうかしたかー？」と呑のん気きな様子で廊下から声をかけてくるウィリアムに見られないよう、背中を隠す。手鏡に映ったウィリアムの顔が強烈にゆがんでいたが、笑う余裕もない。

　伝染病？　それとも寝ぼけてぶつけた？　まさか。じゃあ床とこずれ？

　そう考えようとしたシェリルは、心の奥で皮肉な自分の声が「ちがうわ、あの人のせいよ」と囁くのを聞いたような気がした。

　どういうこと？　脳裏に一瞬、血の海のような情景が浮かんだが、すぐに消えてしまう。

「にゃー！　みゃーうっ！」

　しきりにベルギウスは何かを訴えようと鳴いている。今ほど、猫語が分かればいいと思ったことはない。頼みの通訳娘は、ウィリアムに遊んでもらうのに夢中で、シェリルを構ってくれる様子はまったくない。

「シェリル様、朝食ですよー」

　そんな中、後ろに料理ののった皿を手にした召使を引き連れ、小間使いが戻ってきた。

「食べたら、お風呂に入って着替えて、そろそろ結婚式の準備をしましょう。まだ二時間もあるから、ゆっくりでいいですけどー」

「たった二時間!?　二時間で、ご飯食べてお風呂入って着替えて髪を編んで花束を選ぶの？」

「はい」

　呑のん気きな小間使いが笑顔で頷くのを見て、シェリルは倒れそうになった。

　悩んでいる時間は、もう一秒もなかった。
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　足首まで裾のある流る浪ろう民みんの婚礼ドレスを纏まとい、シェリルは大広間の前の扉に立った。ここまで先導してくれた小間使いが、優しい薄紅色のルキウス草の花束に、地上にしか咲かない勿わす忘れな草ぐさを添えたブーケを渡してくれる。

「わたくしたちの先導は、ここまでですわ。あとはアヌビス様について行かれませ」

　人間の身長の五倍はある大扉の前には、ラエルの父でもあり、何度か話したこともあるジャッカル男と臣しん下か一同が待ち受けていた。シェリルの姿を見ると、ピンと背を伸ばして敬礼する。

「このたびはおめでとうございます。広間の扉が開いた瞬間から、婚礼の儀が始まります。手順はもうご存じですな？」

「完璧よ。地上風にヴァージンロードを歩くのよね」

　いつかラエルのお母さんにも会ってみたい、ラエルはきっとお母さん似だわと思いながらシェリルは答える。ラエルの父アヌビスは、ぴくりと尻尾しつぽの先端を揺らした。それから、ぎこちなく首を横に振る。

「――いいえ。魔界風に街を走り抜ける、と聞いておりますが」

「魔界風……？」

　列席者の間を歩いて、祭壇に向かうのではなくて？　……街を走り抜ける？　誰が？

「まさか、この扉の奥に街があるとか言わないわよね？」

「はい。十字の街の一角を借りてきました」

「……！」

　シェリルはめまいがした。アヌビスが敏びん捷しようにシェリルの肘ひじを取って体を支えた。

「失礼いたします。ご気分が悪いのですか？」

「びっくりしただけよ……。『街』って、借りてこられるものじゃないわよね？　今、マッチって言ったの？　そうよね、マッチ箱なら借りられるわ」

　結婚式にマッチ箱を借りてどうするのか知らないけれど。きっと、お祝いにどこかへ放火するのだろう。なんて魔界らしいのかしら。

「街、と言いました。シェリル姫、耳に問題を抱えているようでしたら、われらジャッカル族の医師にご相談ください。秘術であなたの耳を我らと同じ形にし、ずっとよく聞こえるようにすることができます。耳の聞こえでお悩みだったという秘密は、決して誰にも話しませぬ」

　アヌビスは真面目な顔で言った。……誰にも話さなくても、耳がある日いきなり三角になっていたら、すぐにバレると思うけど。

「大丈夫よ、今のはちょっとした冗談だから。……街で、私は何をしたらいいの？」

「目を閉じていてください。花嫁が街で初めて見る相手は、結婚相手でなければなりませぬ。魔王陛下の足元に着くまで、決して他に誰も見てはならぬのです。わたしがジャッカルの姿になり、シェリル姫を背に乗せて街を走り抜けますゆえ」

「あの、もしうっかり誰かを見ちゃったら……？」

「その者と添そい遂とげていただきます。相手が何者であろうとも」

　なんて恐ろしい結婚式！

「おそらく魔王陛下は、その者を喰い殺して即座に二度目の婚礼をやり直すでしょう」

「私、絶対に目を開けないわ」

　シェリルは真剣に約束した。アヌビスは頷うなずき返し、シェリルに背を向ける。大扉の前で右手を挙げ、雄お々おしい声で叫んだ。

「開門！」

　両脇にいた牛頭の兵士が扉を開ける。直後、魔王城の塔という塔から、鐘の音が響きわたった。始まりの鐘だ。

　扉の向こうには、朔さくの夜にも似た暗闇が広がっていた。あちこちに赤い灯火が揺れ、ぼんやりと街の形を浮かび上がらせている。

　かなり入り組んだ小道のある路地を、借りてきたようだった。

「目を閉じてから、足を踏み入れてください」

　先に闇の世界に足を踏み入れたアヌビスが振り返り、シェリルに手を差し伸べる。こんなに暗いのに魔物の彼は視界が利きくらしく、ジャッカル顔の中で両目が琥こ珀はく色いろに光っている。

　暗闇の婚儀に、魔物の先導。夫になる人の前に着くまで、目を閉じて、何も見てはいけない。

　――なんだか怖い。普通の結婚式は、人生で一番華やかな舞台なのに、これではまるで地獄の住民になるための儀式みたい。

　魔界に嫁とつぐのは前から分かっていたことだけれど、足がすくんでしまう……。

「魔王陛下がお待ちかねです」

　アヌビスの声が、焦じれたように低くてドスの利いた響きになった。

　さらにシェリルは逃げ出したい衝動を感じたが、怖いので目を閉じる。アヌビスの手を取り、街の中に踏み込んだ。

「これより花嫁は、街を抜けて王のもとに参る！　女たちは歓迎の歌をうたえ！　男たちは祝福の舞を踊れ！　獣たちは、歓喜の血を流せ！」

　ふわりとシェリルの体が浮かび上がる。抱き上げられたのだと思った直後、気がつけば大きな四本足の獣けものの背中に乗っていた。アヌビスがジャッカル姿に化けたのだ。

　後続のジャッカルたちは嬉しげに遠吠えを上げ、街の中を走り始める。シェリルが振り落とされない程度の速さで。

　街の至る所で、女たちは歌い、子供たちは花びらを撒まき、男たちは踊る。獣たちは蹄ひづめで互いを傷付け合って血を流す。

　右に、左に――気配に耳を澄ませるシェリルを背に、ジャッカルは街を走り抜けていく。時折、しっかり目を閉じたシェリルの瞼まぶたの裏に、蠟ろう燭そくの明かりがほのかに揺れる。

　魔法の砂の明かりではなく、今日だけは本物の火を灯しているようだ。

　アヌビスは疲れ知らずで、時折数段の階段を駆け上がったり、余計な高台に上って花嫁の姿を街中に見せびらかしたりしている。路地を曲がっては広場を一周し、また別の路地を巡ってはそこの住民たちにも花嫁を見せ――そのたびに歓声が聞こえてくる。

　シェリルも、目を開けて辺りの様子を見たい衝動に駆かられたが、うっかり変な魔物でも見てしまったら大変だ。最初の夫は、ジークではない魔物になってしまう。しかもあっという間に未亡人だ。

「ラエル、近くにいる？」

　後ろをついて来るジャッカルたちに声をかけると、しばらくして明るい声がした。

「なんじゃ、シェリル。お前は不器用じゃから、喋しやべると舌を嚙むぞ」

「なんでもないわ。……いたら、いいの」

　しばらく会っていないような気がしたから、声が聞きたかっただけ。

「お前も、近頃の魔王様と同じでちょっと変じゃのう。結婚とはムズカシイんじゃな」

　不思議そうに呟つぶやき、ラエルは元の場所に戻っていった。

　我慢して目を閉じていると、ようやく最さい奥おうの玉ぎよく座ざに近づいてきたらしい。歌や歓声が遠ざかっていく。やがて、頰に感じる風が止まった。

「魔王陛下に、花嫁を献上いたします。まだ誰も見たことがない、清らかな生き娘むすめです」

　ジャッカルが「降りろ」と言うように身を伏せたので、シェリルはそっと地面に降り立った。

「ご苦労だった。下がってよい」

　斜め上方――おそらく玉座の方から男の声がした。仕事を終えた近この衛えのジャッカルたちが、長い耳を誇らしげにぴんと立て、駆け去っていく様子がありありと想像できた。

「シェリル、目を開けて、おいで」

　魔王の声が響く。ジークも緊張しているらしい。声が少ししわがれている。

　シェリルが目を開けると、前方にある玉座は真っ暗だった。

　初めてこの広間に来た時、玉座の背後で月つき暦ごよみの満月が輝いていた。小さいが眩しい満月の明かりは、玉座に座る青年の姿をはっきり映し出していたし、ジークの手にした月の錫しやくも清せい廉れんな輝きを放っていた。

　でも新月の今夜は、明かりは何一つない。暗い玉座の影があるばかりで、金髪の恋人がどこにいるのか――本当にいるのかさえ見極められない。

　後ろを振り返って、そこに見知った人たちがいるのを確認したい。アヌビスやラエル、貴き賓ひん席せきにはリルセン爺じいさんや魔界の貴族たち――それに着飾ったセリィーリアたちもいるはずだ。

　でも振り返ってはいけない。街を抜けた花嫁が最初に見るのは、花はな婿むこだ。

「シェリル、早く」

　魔王が右手を挙げると、玉座に続く道のりに、点々と明かりが灯った。銀ぎん砂さではなく、その結晶が発光しているのだった。

　――行かなきゃ。

　顔を上げると、階段の先の玉座では、輝く金髪を束ねた男がこちらを見ていた。

　見慣れた仮面姿に、右手に王おう錫しやく。後ろにはハープを抱えて上品に婚礼曲ロマンセを奏かなでる人魚たち。

　薄暗い中、仮面の下の顔を見ようとしてみると、少し微笑んでいるように思えた。

　足首まである流浪民のドレスの膝を持ち上げ、シェリルは階段を上った。

　緊張で頭がいっぱいだ。そういえば、この先はどうするのだろう？　魔界風の婚礼……ひしゃくの交換はあると思うけれど、他に何をするの？

　階段を半分まで上ったシェリルは、緊張の上に不安を感じ、あと数歩の距離を残して歩けなくなってしまった。

「シェリル？　どうした、……魔王と結婚するのが怖い？」

　鋭い眼差しで、ジークがこちらを見た。仮面の奥の青い瞳を見て、シェリルは首を振った。

「こ、怖くないけど、足が動かないの」

「歌え」

　ジークが命じると、楽曲をつま弾びいていただけだった人魚の乙女たちが、甘い声で歌い始める。心の奥底までとろかすような美声だった。




　金の林檎　銀の林檎

　ひとつは神に愛されて

　ひとつは悪魔に魅入られた




　緊張に震えていたシェリルの膝も、吸い寄せられるように歩き始める。




　その日、我らの愛は血で裏切られ

　子どもたちは虐殺された




　あの日、兄は弟を殺し

　生き残った者は奴隷となった




「いい子だ、シェリル。あと三段」




　忘れるなかれ、崩壊の日を

　幾千の月日が経とうとも

　忘れるなかれ、裏切られた愛を……




　階段を上りきると、山羊の角を生はやしたひどく体格の良い魔物男が、胸に十字架をかけて立っている。――どうやら、魔界まで来てくれる人間の神父は見つからなかったらしい。

　神父は魔術書のようなものを開いて読み上げ始めるが、それはシェリルにはさっぱり意味の分からない言語だった。一通り訳の分からぬ呪文を唱となえると、神父は魔王と花嫁の手を取り合わせる。ジークの手は、思わず息を呑むほど冷たかった。

「これであって他ではない、これであって他ではない、これであって他ではない――」

　神父が同じ言葉を五回繰り返す。……たぶん五回だったと思うけれど、人魚の歌のせいで眠かったシェリルの数え間違いかもしれない。

　本当に素敵な歌声……それに幾千年も愛を誓う、ロマンチックな歌詞。つい聴き惚れてぼうっとしてしまうほどだわ。人魚の歌声には、魔力があるっていうものね。……私の緊張をほぐそうっていうジークの思いやりなんだろうけれど、本当に眠いわ……。

「シェリル、ほら一緒に繰り返して。あなたであって、他の人ではない」

「ん……あなたであって……他の人ではない……」

「もう一回」

　やっぱり五回、彼と手を握り合って唱える。次に、運命のひしゃくが運ばれてきた。魔界の婚礼にも祭壇は準備されていて、白い布の敷かれた上に輝く金のひしゃくが置かれる。

　神父役の魔物は、ジークのひしゃくを眺め、これ以上はないというほど褒ほめちぎった。

「なんと美しいひしゃくだろう、満月のように丸い気品に溢あふれたこの形！　しなやかで強きよう靭じん、千年も使えそうな高貴ないずまい！　見る者を魅了する優美さには、魂まですくい出されそうだ……これは紛れもなく、魔界最高のひしゃくである！」

　ひしゃく一個に、よくもこれほどの美び辞じ麗れい句くが並べられるものだ。

「シェリル、……握って」

　眠そうにしているシェリルに魔王が言い、ひしゃくを持たせようとする。

　花束と交換にシェリルは金のひしゃくを受け取った。

「ああ違う、右手の人差し指を立てて。左手は添えるだけ。――そう、その持ち方だよ」

　ひしゃくの持ち方を指導された後、ジークは満足げに頷うなずく。

　いつの間にか、魔物の神父が消えていた。

　ジークは、ひしゃくを持ったシェリルの肩を抱き寄せる。仮面をつけたままの顔が、スッと近づいてきた。

　え？　早くない？　愛の誓いは？

「待って、ジーク。まだ愛の言葉が――」

「魔界の婚礼に、愛の誓いはない。永久の契約があるだけだ」

　え？　それは寂しい。――ジークは、あとで言えばいいと思っているのだろうか？　シェリルは困って辺りを見回すと、人魚の歌声のせいで多くの人が眠り込んでいた。

　遠すぎるほど離れた両脇に、お爺さんや魔界の貴族たちが気持ち良さそうに肩を寄せ合って寝ている。セリィーリアとベルギウスの姿が見えないのは背が小さいからか。

「さあ、目を閉じて」

　ジークに急せかされて、しぶしぶ目を閉じる。肉の入っていないミートパイになってしまった気分だ。これでいいの？　魔界風の婚礼とはいえ、愛の誓いをしないなんて！　ジークもジークよ。どうして急に、儀式のやり方を変えてしまうの？　せめて一言……。

　と思っている間に、唇がかぶさった。

　ジークの手が、しきりにシェリルの喉のど元もとをさまよう。婚礼のドレスは首までしっかり花嫁の身を包んでいるのに、冷えた手はその襟えりを開け、指先が首筋を徐々に下りていく。

　……変だ。気持ち悪い。

　気持ち悪い？　ジークとの口づけを気持ち悪いなんて思ったことなかったのに。

　どうしよう、と思っていると、とうとうジークの指が、人目もはばからず鎖さ骨こつの辺りまで忍び込み始めた。

「ちょっ――だめ」

　目を開けて彼の顔を見た瞬間、背筋にぞっと冷たいものが走った。

　青くて暗い瞳――ちがう、ジークじゃない……！

　金髪の下の顔を隠す仮面を引き剝はがす。

　青い瞳に、額で輝く鋭い第三の瞳、そこまでは同じだったけれど、その造ぞう作さくはシェリルの愛するジークのものではなかった。

　カインだ。

「きゃあああ！」

　悲鳴を上げ、シェリルは男の腕を振り払う。シェリルは胸元をかき合わせて後ろに下がった。

「や、やだ……！」

　どうしてジークじゃない？　カインが三つ目になって玉座にいる？

「ジ、ジークはどこ……？」

　カインが三つ目なわけがない。だけど、なっている――これは夢？　悪夢？

「逃げるとはいけない子だ、シェリル。そんなことをすると、可愛い君も石に変えてしまうよ」

　くっくっと笑いながら、カインの三つ目がシェリルを睨む。ジークにそうされた時とまったく同じに、指先から血の気が引いて凍りついていく。

「シェリル、約束してくれたよね？　結婚式で僕を受け入れてくれると。さあ、ここにおいで」

「い、いや……助けて！」

　怯おびえて動けずにいるシェリルを捕らえ、空いた玉座に押しつけるカイン。再び唇を求められ、耐えかねて突き飛ばした。

「シェリル？　どうして逃げるの？　待ちかねた結婚式だろ？」

　首を横に振る。こんなはずじゃなかった――こんな！

「五回の宣せん誓せいも、ひしゃくの授与も、そして口づけも終わった。――ああ、まだ重要なのが一つ残っていたね。最後の大切な儀式が」

　カインは空からのグラスにワインを注ぎ、祭壇から銀のナイフを取り上げる。すぱりと手のひらを切り、赤いワインに血を滴したたらせた。

「七滴。……祝福の数字だ」

　カインは冷たく微笑み、シェリルの左手を摑む。嫌がる手首を引き寄せ、自分にしたのと同じように、彼女の手のひらもナイフで切り裂いた。

「やあっ！　……痛！」

「これで、契約のワインができた」

　カインは二人の血入りの酒をひと口飲む。唇に血が付いたのを、舌で舐なめ取った。

「ああ、悪くない。下賤な定住民の味しかしないかと思ったが。君の血は、意外に強い酩めい酊てい感かんがあるね……。及きゆう第だい点てんだ」

　満足げに言うと、グラスの半分までを飲み干す。残りをシェリルの口元に押しつけた。

「飲み干せ」

「い、いや……」

　他人の血の入った盃さかずきなんか飲めない！　しかも、これは結婚の儀式の締めくくりだ。飲んだら、ジークじゃない人と結婚したことになってしまう――。

　シェリルがいくら拒こばんでも、魔王に睨まれては動きが取れなくなる。嫌、の形に開いたままの唇に、真っ赤なワインが流し込まれていった。

　熱い。今まで飲んだことがないくらい濃密な――たぶん、血の味だ。炎の蛇へびが渦うず巻まくように胃の中が熱くなり、全身に広がっていく。鼓動が高まり、指先まで魔力が染み渡っていく。吐き出そうとむせかえっているシェリルを放置して、カインは空になったワイングラスを高々と天に掲かかげた。

「誰も忘るるなかれ！　喜びの頂いただきたる婚礼の日にあろうとも、我らを散り散りに砕いた悲劇の日を！　苦難の旅路を！　追われた屈辱を！　我らが王国を奪った〝崩壊の一日〟を思い出せ！　永久に忘るるなかれ――赦ゆるすなかれ！」

　吼ほえるような大声で、カインが叫んだ。人間だった頃には陽気さに満ちていた青い瞳は、瞬まばたき一つせず群衆を見下し、広間の果てを傲ごう然ぜんと睨んでいる。……完全に目が据すわっている。

「何も忘れまいぞ、誰も赦すまいぞ！」

　群衆の方から、魔物と人間たちが喜びに震える声で叫び返す。目の端に、驚きよう愕がくした顔で立ち尽くすジークの祖父の姿が映った。貴賓席にいるリルセンは、両脇からいかつい牛頭の魔物兵にがっちりと押さえられていて、一歩も動けない様子だった。

「我ら十二支族は、神に選ばれし民たみ！　約束された聖地に戻りし後には、我らを虐しいたげた賤いやしい愚民どもに、雷のごとき復讐を――!!」

「復讐を……っ！」

　群衆が猛たけ々だけしい声で叫び結婚式が最高潮に盛り上がった時、カインは空のグラスを思いきり床に叩きつけた。激しい衝撃音がして、グラスは粉々に割れた。鋭い破片が辺りに飛び散ると、魔物も人間も喝かつ采さいを上げた。

「きゃあ！」

　カインは何をしているのか？　足元に飛んできた刃物のようなガラスの破片、わずかに飛び散る血とワインの不吉な赤い染み、興奮して騒ぐ魔物たち。――ああ、これは本当に婚礼の儀式なの？　生いけ贄にえと呪いの儀式じゃなくて!?

「さあ、これで婚儀は片付いた。これで君は永久にぼくのもの……。おいで、シェリル。あの夜に君の体に植えた〝新しい命〟の具合を見せておくれ」

「な、何の話……？」

　カインは笑った。恐怖に顔を引きつらせるシェリルは、小さなネズミのように震えて逃げようとした。カインはその手首を捕らえ、祭壇に引きずり寄せる。

「あの夜の約束を、もう忘れてしまったの？　噓つきシェリル、決してぼくを裏切らないと何度も誓ったじゃないか。ぼくの与える贈り物と悲劇を受け取ってくれると……」

　ぼんやりと記憶が蘇よみがえってくる。長い眠りに就つく前、シェリルは終わらない夜に耐えかねて、ジークの部屋を訪ねた。ジークは何かに苦しんでいて……シェリルはずっと側にいると誓ったけれど。

「あ、あなたに言ったんじゃないわ……ジークに言ったの」

「ちがうね。君はカーデュエイルの魔王と約束した。そしてぼくは受け取った。悲劇の復讐はゆっくりするとして、まずは贈り物がどうなったか見せてもらおう」

　新しい魔王はシェリルを祭壇に乗せる。暴れるシェリルの腕を押さえつけ、乱れた襟をさらに開くと、うつぶせに押しつけた。胸元で、婚礼のブーケが潰つぶれた。

　冷たいカインの指が首の後ろを這はい、そっと背中に触れる。

「――ああ、いい具合に成長している。拒絶反応が出るかと思ったが、しばらく安静に眠ったおかげかな、しっかり君の肉体に根づいているね」

「わ、私の体に何をしたの……!?」

　そこをカインの指に撫でられると、背筋がゾワゾワとする。魔力に呼こ応おうして、血が騒ぐような、細胞が何かを欲して震えているような。

　――あの赤紫の、ウロコのような斑はん点てん、あれはカインが何かしたのだ！

　怯おびえるシェリルを見て、くす、とカインは微笑んだ。天使のように優しげに、でも瞳だけは悪魔のように冷酷に。

「ぼくと一緒に永遠に生きていけるように。君も、魔物の体にしてあげたんだよ。地上の光を浴びると死んでしまう、素敵な体にね」

「!!」

　驚きよう愕がくに目を見開くシェリルを抱き寄せ、愛情のこもった手つきでカインはシェリルの背を撫でる。嬉しくてたまらないというように、耳元でくすくす笑いながら囁いた。

「変成し終わるまであと数日はかかるだろうけど、順調に育っているよ。もし太陽を浴びれば、もう君は痛くて泣き叫びたくなるはずだ」

「う、噓よ……うそだわ」

　あの薄気味の悪い斑点は、体が魔物化している証あかしだった？　このまま魔物になってしまう？　斑点が全身に広がって、ウロコが生えてきて？　……いったいどんな不気味な生き物に変えられてしまうんだろう。

　太陽なんか浴びなくても、シェリルは泣き叫びたかった。

「信じられない？　じゃあ見せてあげようか。痛むよ？　強引に引きずり出すからね」

　カインがシェリルの背に、魔法の徴しるしを刻む。すると。

「いっ――きゃああ！」

　全身引き裂かれるように痛んだ。細胞が引きちぎられて、背中に何かが生えてくる。自分の肌じゃないような――固い突とつ起きがいくつも。

「ああ……、いい色だ」

　生えてきたものを見て、カインが目を細めて笑った。シェリルは首を回し、そこにあるものを見ようとしたが、小さいせいでよく見えない。微かすかに血色のモノが見えるけれど――さらによく見ようと背中に力を入れる。ソレが動いた。

　ぴくり。肩に力を入れると、さらにパタパタと揺れて――左右に二つある謎の物体は、シェリルの意思に応こたえていた。触れてみると、硬い外がい郭かくに赤い突起をいくつも持ち、外側にはびっしりウロコの生えた……薄い皮膜だった。

「何これっ……皮!?」

「翼だよ。ぼくの花嫁には、翼が必要だ。――あの人と同じにするのは癪しやくに障さわるから、肉食コウモリの血肉を移植してあげた。ぼくからの結婚の贈り物だよ」

　シェリルは声も出なかった。今すぐ卒倒してしまいたい。これは夢だと言ってほしい。カインは完全に狂っている。

「ああシェリル、ぼくのために泣かないで。君の愛いとしいジークフリートを魔王の呪いから解放するため、ぼくは身代わりに魔王になってあげた。同情なんかしなくていい、可愛い君も一緒に魔物になって、ここでずっと暮らしてくれるんだから。ちっとも寂しくなんかないよ？」

「……ジーク……どこ？」

　衝撃の連続に今にも意識が飛びそうだったが、彼の名前に一いち抹まつの希望が蘇る。

　カインはうっとりと笑った。












「さあどこだろう？　まだ生きていると思うなら、呼んでみればいいよ」

「っ！　ジーク……ジークフリート、助けてっ」

　シェリルは声の限りに叫んだ。でも、いくら呼んでも彼は現れない。シェリルの胸に、最後に会った日の記憶が蘇る。ワイン蔵で別れたきり、夕食時には会えなかった。長い長い夜の間、廊下で何度もジークを呼んだけれど、彼は出てきてくれなかった。

　――あの時にはもう？　ジークは……殺されてしまっていた？

「いやぁ……っ！　噓、噓だわ。ジーク、どこ!?」

　きっとどこかにいるはずだ！　死んでなんかいない！

　カインを突き飛ばし、祭壇を飛び降りて階段を駆け下りようとする。神父を務めていた四本角の魔物が、さっとシェリルを捕らえた。

「よく捕まえた、ダロス卿きよう。玉座まで連れてこい」

「待って！　この人ジークじゃない――偽物の魔王よ！　言うことを聞いちゃだめ」

　シェリルは叫ぶが、ダロス卿と呼ばれたニセ神父は、素直にカインの言葉に従う。

「ダリアの花のように可か憐れんで、ウサギのように愚鈍なシェリル。教えてあげよう。魔物は、戴たい冠かんした者を魔王と呼び、従属する。個人の名などどうでもいいんだよ」

「そんな……！　ジーク！　助けて！　ジークっ！」

　いくら叫んでも、返事がない。本当に死んでしまった……？　絶望に、抵抗する力も失われていく。連れて行かれた玉座の前で、カインがシェリルの乱れた襟元と背中を丁寧な手つきで直してくれる。

「この皮膜は薄くて壊れやすいから、まだしまっておいた方がいい。赤子のようなものだ。二週間もすれば、身を覆うほどに大きくなる。しばらく安静にしておいで」

　思いやりに満ちた声こわ音ねに聞こえるが、欲しくもない悪魔の翼のようなものを背中にくっつけられて、本当の優しさなんか欠片かけらもあるはずがない。

「私……どうなるの……？」

「魔王の妻の一人だ。残念ながら君は定住民だから、正せい妃ひにはしてあげられない。でも一緒に世界を滅ぼすことはできる」

　そういう意味じゃない。翼が生えた後は、指先が鉤かぎ爪づめになったり、足が毛深くなったり……西の果てにいた魔女のような魔物に変わってしまうのだろうか。

　――西の魔女？

　と思った時、何かが閃ひらめきそうな気がした。即座に泡のように弾はじけてしまいそうな何かをもう一度摑みたくて、まじまじとカインの顔を見る。

　分からない。なぜか分からないけれど、すごく気になる。訊きいてみようかしら？

　――西の魔女って知ってる？

　そう口にしようとした瞬間だった。背後の街で爆ばく音おんが響いた。

　耳を劈つんざくような大だい音おん声じようにシェリルは身をこわばらせて振り返る。同時に、カインに向かって無数の槍やりが飛んで来るのが見えた。カインは飛とび退すさってよけ、槍はシェリルの全身に突き刺さるかと思われたが、後ろから伸びた腕に窮きゆう地ちを救われた。

「カーデュエイルの腐れ魔王、ジークフリートォ！　我々独身保護党は、再三の通達を無視した貴様に最後の宣告をする！　貴様の結婚は呪われている！　地上の花嫁を娶めとることは許さん！　即刻その女から離れろ、さもなくば武力をもって妨害する!!」

　一人の男が街の高台に上り、高々と剣を抜いて玉座に向かって宣言した。顔の上部にコヨーテらしき動物の頭の剝はく製せいをのせ、目元を隠したおかしな男だった。

　男が魔王に宣戦布告すると同時に、シェリルを守った男が耳元で囁いた。

「駆け落ちの迎えに来たぞ！　遅れてすまねーな！」

「ウィリアム……！」

　振り返った先の赤毛青年は、こんな危険な状況だというのに、水を得た魚のように不敵に笑っている。危険と隣り合わせの任務が楽しくてならないらしい。

「広間の群衆に紛まぎれる予定だったんだが、猫ねこ娘むすめがくっついて離れねーわ、なぜか街はできてるわですっかり計画変更を余儀なくされちまった。ジークフリートの奴、結婚したらさっそく、変態的な本性を表したみてーだな？　シェリル、駆け落ちする気になっただろ？　――なってなくても、オレと一緒に来てもらう！」

　シェリルの手を握ったウィリアムは、喧けん騒そうと魔物たちの広間に紛れ込もうとする。爆音と謎の男に気を取られていたカインが気づいて、二人を鋭く見据えた。

「おやシェリル、さっそく裏切るの？　いいのか？　ぼくは、ジークフリートの哀あわれな石像に何をするか分からないよ？」

「――――！」

　手を引かれるまま、玉座から逃げようとしていたシェリルの足が止まった。

　ジークは、まだ生きている？　広大な魔王城のどこかで、石に変えられただけ？　――まだシェリルにも助けられる……？

　魔王の素顔を見たウィリアムが、後ろで息を呑んでいた。

「あいつ――ジークフリートじゃねーのか……!?　なぜ、王錫と〝目〟を持っている……？」

「ジークは夜中にカインに襲われたの！　それでカインが魔王になって……私、戻らなきゃ。どこかで石になっているジークを助けなきゃ！」

　お願い、力を貸してと言うように、シェリルは窮きゆう状じようを訴えた。だが話を聞いてもウィリアムの表情は変わらない。固くシェリルの腕を握ったまま、断固とした口く調ちようで言った。

「行かさねーよ。――この際、魔王が誰であろうと、魔界に何が起きていようと関係ない。オレはあんたを連れて行く」

「いやよっ！　ジーク……っ！」

「……言ったろ！　あんたが嫌だと言っても攫さらって行くって！」

　逃れようとするシェリルの鼻の前で、強い刺激臭のする粉が落とされる。ほんのわずか吸い込んだだけで、痺しびれるように全身の力が抜けていく。

「花嫁に嫌われるのは百も承知で、こっちだってやってる！　悪いが静かにしててくれ」

　自じ嘲ちよう的に呟くと、意識のなくなったシェリルの体を肩に担かつぎ上げ、ウィリアムは魔物の群衆の間を縫って走り始める。

「魔物ども、盗ぬす人つとと花嫁を捕らえろ！　男は喰い殺せ！」

　三つの瞳をもつ魔王が叫び、それに対抗するように広間で爆音が響く。

「そうはさせん！　我ら独身保護党は、魔界の平和を守るため、魔王の純潔を守るために、命をかけて戦う――全員、ウィリアムを援護しろ！　退路を切り開けッ！」

　コヨーテ頭をかぶった男が叫ぶと、人間だけでなく広間を占める魔物たちまでもがそれに応えた。城を真っ二つに分けるような鬨ときの声に、魔王カインはわずかに目を見開いた。と思うと、唇をゆがめて小さく笑った。

「いいだろう、魔王の本当の力が見たいというなら、見せてやる」
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　シェリルは揺れる馬上で意識を取り戻した。

　空には青緑のオーロラが踊っている。――まだ、魔界だ。

　真っ白い足をした馬に、ウィリアムに抱きかかえられるようにしてシェリルは乗っていた。

　追いかけて来る者は、誰もいない。馬の速度は並足より少し早いくらいで、少し先の地面には星が見えている。――川だ。暗い水面に、無数の星が映っている。

「ノーヌ川だ。地上はもうすぐそこだ。帰った後は……アルル王国に行こう」

　シェリルが意識を取り戻したことに気づくと、ウィリアムが言った。

「どうして……？　私、戻らなきゃ……ジークを助けなきゃ！」

「何があったかしらねーが、こういうのに巻き込まれるとろくなことにならない。王権争いに関わっても怪我をするだけだ」

　これ以上魔界のごたごたに巻き込まれるのはうんざりだ、と言うようにウィリアムは淡たん々たんと馬を進めていく。

　ちゃぷちゃぷと、白い貴婦人の足がノーヌ川の水面を乱して波立った水紋を作る。澄んだ川の底に、翡ひ翠すい色の小石が点々と転がっているのが見える。馬が一歩進むごとに、浅かった川は深くなっていく。

「……だめよ……ジークを……お願い、力を貸して。彼を助けたいの」

　城のどこかで、石になっているジーク。きっとどこか秘密の部屋に隠されているだろう。

　双子の子供たちがそうされていたように。

　――え？　双子を石にした？

　考えた瞬間、何かが頭をよぎった。とても重要なことが閃きかけたのに、はっきりと言葉にならない。

　双子が石にされた、ジークも石にされた……この共通点は――。

　考えている間にも、馬は川を渡ってゆく。対岸には、夕暮れ色の地上が見え始めた。

「いや……行きたくない！　下ろして！　ジークがいるかもしれないなら、私はお城に絶対に戻らなきゃいけないの！」

「あんなの噓に決まってる！　あんたを自分の側に縛りつけるための――」

「違うわ！」

　シェリルが泣きそうな顔でウィリアムを睨にらむ。苛いら立だった顔で一いつ喝かつされた。

「あんた馬鹿か!?　ちょっと考えりゃ分かるだろ、こういうヤバい状況で前王が生きてるはずねーよ！　城に戻ったって、あるのはジークフリートの死体だけだ――それさえも喰われてなきゃな！」

　頭を強打されたように、シェリルの目の前が暗くなる。

「……うそよ……。そんなひどいこと、カインは……」

　しない、と言いたかったけれど。

　冷静に考えれば、するだろう。嬉き々きとしてやりそうな性格だ、魔王になったカインは。

「でもぜったいどこかに隠れて生きているんだから！　絶対に、死んでなんかいない……っ！」

　ジークが死んでしまったら、シェリルだってもう生きてはいけない。

　どんなに小さな確率でも、信じたい。でも――その確率の低さを思うと、涙が溢れてくる。

「泣くなよ。――泣くなって！　あんたが泣いたら……命がけの騒乱に巻き込まれるって分かってても、何かしたくなるだろ……！」

　ウィリアムが途方に暮れたような声を出す。その腕に縋すがり、もう一度「お願い」と言おうとした時だった。

　水面が前触れもなく跳ねた。

　突然の津波のように、目の前に水の壁がせり上がる。驚いた馬が前脚を上げ、シェリルはぎゅっとウィリアムの腰にしがみついた。

「ギャアアアア！」

　水の中に潜んでいた大トカゲが、頭から水を垂らしながら現れた。肉を嚙みちぎるのにぴったりに見えるギザギザの牙が生えた口を開いて、二人に向かって襲いかかる。ワニにも似た魔獣の顎門あぎとの大きさは、人間など一口で丸呑みにできそうなほどだ。

　ウィリアムは即座に剣を抜いて一いつ閃せんさせ、襲ってきた水すい棲せい獣じゆうの前脚を切り飛ばした。

「用意周到だな、こんな門番まで潜ひそませていたとは！」

　悲鳴を上げた魔物は、今度は無防備そうなシェリルに襲いかかった。大トカゲの大口を鋼はがねの剣一本で攻防しながら、ウィリアムは眉をひそめた。

「なんであんたまで襲うんだ……？　違うのか？　こいつは門番じゃなくて……ただの飢えた化け物か？」

　カインはシェリルを生いけ捕どりにしようとするはずだ。カインの命令でこの爬は虫ちゆう類るいが現れたのなら、シェリルを喰おうとするわけがない。

　ウィリアムが大トカゲの頭部を切り捨てると、水面からすぐに次のトカゲが顔を出した。それだけではない。あちこちに黒い爬虫類の頭が盛り上がってくる。

「ギャアア！」

「グギャアアッ！」

　化け物どもは名乗りを上げるように、咆ほう哮こうを上げた。

「なんだこいつらは!?　ノーヌ川は、正午になると地上の太陽が差し込む――まともな魔物は住みつかねー。なのになんでこいつら、こんなにうじゃうじゃいやがるんだ!?」

「ただの夜行性の、地上産の大トカゲなんじゃない？」

「ただのトカゲがこんなにでかいか!?」

　次から次へ果てなく襲ってくる魔獣たちを薙なぎ払うのに汗を飛ばし、息を乱しながら、ウィリアムが怒鳴る。

「じゃあカインが、ただのトカゲを大きくしたとか！」

「――くっ！」

　両側から襲いかかった大トカゲの攻撃を、ウィリアムは身を屈かがめて避よける。シェリルの目には見事にかわしたように見えたが、彼は剣を持った方の腕を押さえた。肉食トカゲの前脚に切り裂かれたウィリアムの右腕からは、どくどくと血が流れていた。

「ウィリアム！」

　顔を青ざめさせてシェリルが叫ぶ。ウィリアムは、怯おびえて立ち尽くす馬に襲いかかろうとする小柄なトカゲの腹を真っ二つに切り裂いて始末した。

「お喋りが過ぎた――本気で相手しなきゃいけねーみたいだな。あんた邪魔だ、シェリル」

「えっ――」

　邪魔？　鬱うつ陶とうしいから、馬から下りろっていうこと？

　ウィリアムは馬の首元に垂れた手た綱づなを拾い上げるとシェリルに握らせる。血に濡れた手綱は、生温かかった。驚いている間にウィリアムは馬の背に立ち、鐙あぶみと腹を蹴って勢い良くトカゲの頭部に飛びかかる。

「メアリー、走れ！　向こう岸まで駆け抜けろ！」

　ウィリアムは飛び乗ったトカゲの頭を貫つらぬき、即座に横から襲ってきたもう一匹の頭を薙ぎ払う。大量の血と黄ばんだ毒液を撒まき散らしながら、二匹のトカゲは川底に沈んだ。恐怖に身をすくませていた雌馬のメアリーは、全力で走りだした。腿ももまで水位があるので、飛び魚のように半なかば跳はね上がるようにして。人生最高の暴れ馬に乗ったシェリルは、捕まっているだけで必死だった。

「まだ日があるから、魔物どもは追って行けないはずだ！　もしも追っ手が――うぐっ！」

「ウィ……リアム……っ！」

　振り落とされそうになりながら、シェリルは叫んだ。

　どうしてこんな風にウィリアムに助けられるのか分からない。地上になんて行きたくないと反抗してばかりのシェリルなのに。彼からの求愛もあっさり断ったし、役立たずの足手まといでしかない。それなのに、どうして一番安全な道を押しつける？　自分は馬を失って危険な方を選んでまで。

　――命が惜しくないの？

　それとも、自分の命よりシェリルの方が大事だというのか？

　振り返ったシェリルの目に、大トカゲの喉のどを切り裂くウィリアムの姿が映った。

「きゃ！」

　馬が身震いした。川を渡り終えたメアリーが、水気を飛ばすべく全身を揺さぶったのだ。シェリルはもう一度たてがみを握り直す。振り返ればまだ姿も見える大トカゲたちを恐れて、馬は森の奥深くを目指して走り始めた。

　鬱うつ蒼そうとした森の頭上を見上げると、木々の向こうに茜あかね色いろに染まった夕暮れ空が見えた。
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　こんな風に、また地上に戻って来るなんて。

　生暖かい夕方の微そよ風かぜを横顔に受けながら、シェリルは馬の背に乗って、森の中をとぼとぼと進んでいた。

　境界であるノーヌ川を走り抜け、森の中をひたすら暴走しまくった後、馬は突然走るのをやめた。シェリルは手た綱づなの扱いが分からず、馬に乗せられたままどことも知れぬ方向に向かってさまよい歩いていた。

「ジーク……ウィリアム……」

　見上げた空では、ふんわりした白い雲が金色の空にたなびいている。

「皆はどうなったの？」

　魔物兵に捕まったお爺じいさん、広間のどこかにいたはずの子供たち――ラエルやセリィーリア、ベルギウス。双子は、ウィリアムにまとわりついていたみたいだから、まだカインには見つかっていないかもしれない。……そう思いたい。

「……早く戻らなきゃ。メアリー、きっとノーヌ川はこっちよ」

　手綱を引っ張って馬に頼んでみるが、足だけ白いにせもの白馬は、シェリルの言うことを聞かない。危険な川に戻るのが嫌なのだろうか、さっきから好き勝手な方に歩いて行く。

「私はこっちに行きたいんだってば！」

　馬は賢かしこい動物で、乗り手の力量を判断するという。時には、馬鹿にしたりするそうだ。

　ウィリアムの足だけ白馬メアリーも、シェリルが物知らずだと舐なめてかかっているのかもしれない。とうとう、立ち止まってもしゃもしゃと草を食べ始めた。

「立ち止まらないで！　あなたと一緒じゃないと、私、川を渡れないのよ……！」

　仕方なく、シェリルは馬を飛び下り、手綱を引っ張ってもと来た方向に歩き始める。

　……絶対にこっちで合っているつもりだったのに、なぜか開けた場所に着いてしまった。くねった小道の脇には、素朴な看板が立っている。トルッテの町は向こう、と。

「……ここどこ？」

　川どころか、翡ひ翠すい色の小石さえ見当たらない。

　看板の示す道の先には、点々と人じん家かの屋根や煙突が見えている。

「町があるわ……いたっ」

　惹ひかれるように森から出たシェリルは、斜ななめに差し込む夕ゆう陽ひを顔に浴び、刺すような痛みを感じた。陽の光が当たった所が……焼かれたようにヒリヒリする。

「私……化け物になりかかってるんだった……」

　町には行けない。小さくて素朴な田舎いなか町まちに、背中に悪魔の羽がある女が現れたらきっと大騒ぎになる。人間に助けを求めることはできない。

「川……どこ？」

　また向きを変えて歩き始める。慣れない華きや奢しやな靴で歩き続けた足には血豆ができているが、休める場所は見つからない。

「ジーク、どうしたらいいの？　私……一人じゃ、全然どうしたらいいのか分からないわ」

　生きているなら返事をしてほしい。迎えになんて来なくてもいいから。生きているって、それだけでも教えてくれたら、シェリルは頑張れるのに。

　すっかり裾すその汚れた婚礼のドレスで草むらをかき分け、石や枯れ枝に苦闘しながらとぼとぼと馬を引いて歩き続けて――しばらく後。

　ちょうど日没の時間にさしかかった頃、シェリルは一軒のボロ屋にたどり着いた。

「〝トルッテ森の陽気な宿屋〟……？」

　入り口の上には、踊るような文字の古看板がかかっていた。

　明かりも点ついていないこの古い家が宿を営業しているようには見えないけれど、逆にいえば、ここでなら少しだけ休めるかもしれない。

　と思ったとたん、シェリルはとても空腹なことに気づいた。道々、草を食べていた馬はともかく、今日は式の準備で忙しくて、朝食しか食べていない。

「こんばんはー……」

　シェリルは恐る恐る扉を開けてみた。

　薄暗い部屋には、誰もいない。シェリルは入り口の扉を開け放ったまま、奥へと進んだ。

　木のテーブルの周りに椅子がいくつか並び、それが三セットほどある。天てん井じようからは、古びたランプが吊り下げられ、部屋の脇には長年使っていなさそうな暖炉と薪まきの山。

　反対の壁には、分厚く埃ほこりをかぶった絵画が壁にかかっている。かつてはこれが宿の客を楽しませるものだったのだろう。

　古い階段の上には、まだ使えるベッドがありそうな気がした。

　……でも今は食べ物が欲しい。乾いた人にん参じん一本でもいいから。

　食堂の奥にある台所は、こざっぱりとしていた。きちんと竈かまどから灰をかき出してあるし、磨みがかれた包丁やブリキの鍋が並んでいる。木製の食器に、大きな水ガメが三つ。この水は飲めるだろうかと、木製のひしゃくを手にすくってみようとする。

　ひしゃくにはあまりいい思い出がないけれど、ここは地上だし――。

「こら！　そこの浮ふ浪ろう者しや、人の家に勝手に入るな」

　後ろから、とげとげしい男の声がした。

　シェリルはびくりとし、手にしていたひしゃくを落としてしまう。振り返ると、弓矢を肩にかけ、羽をむしった雉きじらしき鳥を片手にぶら下げた男が戸口に立っていた。

　逆光で顔は見えない。背の高い男の影は魔物のように長く伸びていて、シェリルは震え上がるほどの威い圧あつ感かんを感じた。

「ご、ごめんなさい……や、宿屋って書いてあったから」

「民宿は、五年も前に廃業した。……やはり、あの看板を外はずすべきなんだ。明日の朝一番で外してやる」

　男は独り言のように呟つぶやくと、竈に火を入れる。夕暮れの台所が明るく照らし出された。

　緩やかな金髪を束ねた男は、シェリルの存在を無視して、さっそく捕ってきた鳥の調理を始めようと台所に向かう。

「あのぅ……」

「なんだ？　ここは宿屋じゃないから、注文しても何も出ないぞ」

　森で暮らしているらしい男には、愛想というものがない。もしかしたら、よほど腹が減って夕食を急いでいるのか、一心に鳥肉を捌さばき始める。手慣れた仕草は、もう十年もここで孤独な料理人をしているかのようだ。

　シェリルは勇気を出して、その背中に近づいてみた。……腹を切り裂かれている鳥の方は、見ないようにして。

「ノーヌ川に行きたいんだけれど、迷子になっちゃったの。この辺りに住んでいるなら、道を教えてもらえない？」

「――ノーム川？」

　訝いぶかしげに発音し、男が振り返った。












　深い青色の瞳をした男だった。

　頰ほほを泥で汚し、額では適当に結んだ布が揺れている。右手に包丁、左手には血まみれの鳥の内臓を持っていようと、その顔をシェリルが見間違うはずがなかった。

「……ジーク？」

　シェリルは驚きよう愕がくして呟き、腕を伸ばして彼の頰についた泥をぬぐってみた。

「な、何をする!?」

　人との接触に慣れていない様子で、ジークは驚いて逃げようとした。シェリルはさらに近づき、狩りの邪魔にならないように束ねていた金髪を勝手に解ほどく。暴れるジークの額から、巻きつけていた布も奪い取って、素顔を見る。

　三つめの瞳があった場所には、何かを抉えぐり取られたような大きな傷跡があった。まだ治りきっていない細長い裂れつ傷しようとなっている様は、赤い瞳のようにも見えなくもない。

　その下には、強い輝きをもつ青い双そう眸ぼう。

　間違いない、ジークフリートだ。

「ジーク……やっぱり生きていたのね！　私の呼ぶ声が聞こえたの？」

　感極まって、シェリルは彼の首に抱きついた。

「は、離せ！」

　ジークは硬直した。包丁と夕食の食材を置き、手指の血と脂をぬぐって、シェリルを引き剝はがそうとする。シェリルはしっかり抱きついて、二度と離れまいと胸に顔をうずめた。

　傷口の額布を奪われたジークは、怒ったように舌打ちし、シェリルの手から布を取り返す。元どおり額に巻きつけた。

「お前は頭がおかしいのか？　俺はお前など知らない！」

　ジークは力任せに、シェリルを突き離す。

「……？　どうして……？」

　ジークはシェリルのことを忘れてしまった？　なぜ？

「頭でも打ったの？　私はシェリルよ。……あの日、カインと何かあったの？　どうしてこんなところにいるの？」

「俺は昔からここにいる。カインという名も、シェリルという名も知らない。人違いだ」

　ジークは冷れい淡たんに言って、また鳥料理に集中してしまう。そっけなくシェリルに背を向ける様子は、まるで嫌いなタイプの女にするような態度だ。友情や親切ささえ感じられない。

　ぐさりと傷付きつつ、シェリルは何があったか聞き出そうとジークの隣に立った。

「あの夜、何があったの？　魔王城で……カインに目を抉り取られてしまったの……？」

「――魔王城。――目を抉られる。はっ。お前は馬鹿か？　何を寝ぼけたことを言っている」

「寝ぼけてなんかいないわ！　ジークフリート、あなたは魔界の魔王だったのよ！　でも目を取られちゃって、ここにいるの。何があったの？　何か少しでも覚えていない？」

　真剣にシェリルが問う。ジークはじっとシェリルを見つめ、ため息をついた。

「……ユダ族の花嫁衣装だな。さんざん引きずった裾に、ボロボロの足。美しいが、狂った娘か。まったくとんでもないものが入って来たものだ――」

「狂った娘……？　違うわ！」

「結婚直前に男に捨てられて、正気を失ったのか？　俺がそのジークという男に似ているから、つきまとっているんだろう。――見てみろ、俺には、右目も左目もちゃんとある。隻せき眼がんの恋人を探しているならお門かど違ちがいだ」

「違うわ、私が言っているのは、額にあった三番目の目のことよ！」

　裂れつ傷しようの手当てのため、再び布が巻かれた額を指さして叫ぶと、ジークはとうとう押し黙った。食堂に向かうと、シェリルのために椅子を引いてくれる。

「ああ、そうか。……ちょっとここに座れ」

　手招きされ、喜んだシェリルは素直に引いてもらった椅子に座る。

「今、薬を調合してやる。飲めば、少しは幻覚も治まるだろう。……まったく、困ったものだ。おそらく、扱いに困った家族に森に捨てられたんだろうな……どうやって俺の家から追い出したものだろう――」

「聞こえてるわよ、私は狂ってない!!」

「分かった分かった、あまり大きな声を出すな。二階まで響く」

　薬の材料を探して引き出しに手を突っ込みながらジークが言う。

「二階って？」

「お前が気にするようなことじゃない。――しまった、黒ラッパ茸たけの粉末は切らしていたか……仕方ない」

　ジークは舌打ちしつつ呟くと、シェリルの目前まで戻って来る。じっと瞳を見つめた。

「――娘、よく聞け。俺はお前のジークフリートではない。もと宿屋のジェイソンだ。その男に似て見えるのかもしれないが、お前とは今日初めて会う」

　青年の手が、言い聞かせるようにシェリルの頭に触れる。その手が、ひと組の魔法の言葉を刻んだことにシェリルは気づかなかった。切らしている薬の代わりに、彼は魔法を使ったのだ。

　そのとたん、シェリルの意識に、青年がジークではないように見え始める。

「――あなた、ジークじゃないの？」

「まったくの別人だ。よく見ろ、顔も声も少しずつ違っているだろう……？」

「ええ……言われてみれば。ジークの目は、もっと青くて、もっとキラキラしてたわ……」

　呆然としているシェリルに、青年はさらに魔法の文字を記しるす。

「それに、ジークはもっとサラサラの金髪だった。優しい声で、唇の奥に牙が見えていたわ」

「牙？　変わった男だな。――まあいい。とにかく、俺とは全然違う男だったはずだ」

「全然違うわ。またたび好きで、毛深くって、尻尾しつぽだって生はえていたんだから……あなたじゃないわ」

　魔法にかかったシェリルがジークの姿を思い出しつつ呟くと、ジェイソンと名乗った金髪男は眉を寄せた。

「……どんな恋人だ？　――まあ俺には関係ないか。お前はその恋人に捨てられて……、突然別れを切り出されたショックで、頭が混乱してしまった」

「私……ジークに別れ話をされて？　ショックで気が変になっちゃったの？」

「そうだ。傷付いた心は子供時代に返ってしまい、童話フアンタジーの世界に逃げ込んだんだ。恐ろしい魔王や、美しいお姫様……幸せだった子供時代に夢中になったおとぎ話を、現実とごっちゃにしてしまったんだ。分かるか？」

「……」

　青年に丁寧に教えてもらっているうちに、シェリルはだんだんそれが真実だと思えてきた。

　――私、もしかして、いくら待ってもジークが迎えに来てくれないから、悲しくて狂ってしまったの？　それで、カーデュエイルっていう不思議な国のおとぎ話を思いついて……恐ろしい魔王にさえ愛される、美しいお姫様役を自分に振りあてて、傷付いた心を癒いやすことにした？　そのうちに、幻想と現実の区別がつかなくなってしまって、ひとの家に勝手に侵入して――あなたこそ魔王だった恋人だと、抱きついてしまった？

　考えたとたん、ものすごい恥ずかしさと後悔が胸を襲った。

「ぜ……全部、私の幻だったの？」

「そうだ。ようやく、正気に戻ったな」

　見知らぬ青年に頷うなずかれ、シェリルは真っ赤になって俯うつむいた。流る浪ろう民みんの婚礼ドレスが目に入る。――思い込みの果てにこんなものを手に入れ、「今日こそジークとの結婚式だわ」なんて張り切って着ていたのだろう。

　シェリルは赤面して、顔を両手で覆った。

「ああごめんなさい、ごめんなさいっ！　私ってなんて痛い子なの……恥ずかしすぎてもう生きていけないわっ！　ご迷惑をおかけして、本当にごめんなさい……！」

「そこまで思い詰めなくていい。お前は美しいし、見つめられて困る男はいない。――お前はどこの娘だ？　父母の名は？」

「私、スカーロックのベルティーニ家の長女のシェリルよ。スタールベルク王国の」

「待て、それも夢だぞ。お前は流浪民の娘だ。定住民に憧れて、まだ夢を見ている」

「え。……私、流浪民なの？」

「ドレスの胸の部分に、イチジクの紋があるだろう？　その徴しるしはユダ一族の出身を表す。そういえばおととい、森の奥深くに彼らの集落があるのを見たな。そこから来たんだろう」

　端たん整せいな顔をした青年は頷いたが、シェリルの胸には違和感しかなかった。

「私が、ユダ一族の娘……？　シェリル・ベルティーニじゃなくて？」

　……おかしい。

　流浪の旅なんてした覚えはないし、ユダ一族なんて、名前さえ初めて聞く。

「私……誰なの？」

　何が夢で何が現実なのか、さっぱり分からない。ぼんやりと青年を見つめると、彼が首にかけた守り袋に気づく。

　金茶色の糸で刺し繡しゆうがされた小さな袋。可愛いルキウス草の花が縫いとられている。

　なんとなく懐かしい気がする。じっと見つめていたシェリルは、それが自分の髪の色とそっくり同じであることに気づいた。脳のう裏りに、ジークの告白が蘇よみがえる。

『ラエルにこっそり切らせたお前の髪で、守り袋を作ったんだが――実は、これは俺の宝物なんだが、それに〝早く再会できるように〟と毎晩呪いをかけていた』

　そんなことを言っていなかったっけ？

「私の恋人も、こんな感じのお守りを持っていたわ……」

　見たことはないけれど、こんな感じだったと思う。中には何が入っているのだろう？

「こら、勝手に触るな！」

　止める男を振り切り、シェリルは中を開けてみた。袋の底には、小さな宝石が輝いている。

　金剛石ダイアモンドに似た数粒の宝ほう玉ぎよくは、不思議なことに、雫しずく形がたや瓢ひよう簞たんのような変な形をしている。

「これ――私のあげた涙!?」

　見れば見るほど間違いない。これを持ってる人が、ジークじゃないはずがない。たとえ四角い顔に黒い髪をして見えたとしても、この人はジークフリートだ！

　決意して青年を見上げてみると、幻惑の魔法はすべてかき消えていた。

　目の前にいる金髪青年はやはり、ジークだった。

「魔法で私を騙だまそうとしたってだめ。これは、私があなたにあげた宝石……あなたはジークフリートだわ」

　瞳を潤うるませて宣言する。ついでに、彼にもらった手首の守り石も見せる。

「そして、あなたは私にこれをくれた。触ってみて。懐かしいでしょ？」

　不機嫌そうになったジークの手を取り、石に触れさせる。びくりと、肩が震えた。

　初めて、動揺した顔をした。

「うっ。そんな、まさか――」

　シェリルと守り石から逃げるように後ろに下がったジークは薬棚にぶつかり、開けっぱなしだった引き出しが床に落ちてしまった。

「馬鹿な……そんなはずはない。俺はジェイソン――」

　ジークがひっくり返った声で呟く。どうしてそんなにもジークはシェリルの話を頭から否定する？　どうして、自分はジェイソンだと言い張って、ジークフリートかもしれないとはちらりとも思ってくれない……？

　その時、二階の方から明るい声がした。

「――ジェイソン？　何か落ちたみたいだけど、大丈夫？　とうとう床が抜けちゃった？」

　可か憐れんな、小鳥のように透明な女性の声だった。

「――いや！　床も壁も無事だ、宿屋と間違えたタヌキが一匹迷い込んできて驚いただけだ！　……痛っ！」

　ジークは急いで引き出しを拾って閉める。慌あわてたせいで、親指を挟んでしまった。とても痛そうな顔をしたが、ぐっとこらえて二階に向かって叫び返す。

「す、すぐに夕食を作るから、気にせず寝ていてくれ！」

　その慌てぶりは異常とも思えるほどだった。シェリルに対するぶっきらぼうさとは大違いの、過剰なほどの親切さ。二階の、寝室と思われる場所にいる女性に対しては。

「宿屋と間違えたタヌキですって？　ジェイソン、わたしも下りていくから――」

「いや、タヌキはもう出て行ったから大丈夫だ！　慌てると階段から落ちるぞ！　――ほらお前、早く出て行け！」

　後半は小声で、ジークはシェリルを急せかした。

「ジーク、今の女の人、だれ？」

　シェリルは絶望的なほどの衝撃を受けて、視線は階段に釘付けになっていた。

「お前に関係ない！　とっとと立て」

　ジークは呆然としているシェリルを立ち上がらせ、扉の外に連れ出す。外まで追い出すと、去り際にシェリルの手を取り、数枚の銅貨を握らせた。

「ほら、これをやるから。これが何か分かるな？　金だ。これを持って町に行けば、夕食くらいはありつけるだろう。あとは、お前のその目で、近くにいる男をじっと見つめるんだ。抱きついてもいい。お前ほどの娘なら、誰かが後の人生を世話してくれるだろう」

　ジークは、シェリルのことを何だと思っているのだろう。

　他の男に色目を使え、だなんて。シェリルは息が止まってしまいそうに悲しくなった。

「……あなたのことは忘れて、他の男の人に抱きつけっていうの？」

　悲しげなシェリルに、ジークは少しバツが悪そうに視線をさまよわせたが、早口で言った。

「町の方向は、ここから南だ。まっすぐ行くと細い道に出るから、それを右に曲がれ。抱きつくのが嫌なら、そこでノーヌ川でもノーヌ街道でも、行きたい場所を訊きくといい。南は分かるな？　あっちの方角だ。間違えて戻って来るんじゃないぞ！」

　ジークは最後に、シェリルがさっき町を見つけた方向を指さす。また元どおり髪を束ね、宿屋のジェイソンになって家に入って行った。

　――バタン。扉は閉ざされ、シェリルはまた一人きりになってしまった。

　恵んでもらったくすんだ小銭を手に、シェリルは呆然とそこに立ち尽くした。

「ジーク……腕輪に触った時、何かを思い出しかけていたみたいなのに……」

　幼い頃から持っていた守り石には、強い絆きずながあったのだろう。

　けれど、二階の女性の声を聞いたら、また冷たいジェイソンになってしまった。

　一いち縷るの望みに縋すがって扉を見つめても、ジークはもう出て来てはくれない。室内から微かすかに、さっきの女性らしき話し声が聞こえる。

「彼に何が起きたの？　あの人誰？　……恋人？」

　シェリルの他に、実はずっと好きな人がいたとか？

　思い詰めた末、結婚前に地上に駆け落ちした？　――違うわ、そんなはずない。

　カインは玉座で違うことを言っていた。親切心からジークの三つ目を奪い、呪われた魔王の運命から救ってあげたんじゃないか――そう言っていなかった？

「ジーク、三つ目がなくなったから、記憶もなくなっちゃったの？　カインは、三つ目になったから怖い性格になっちゃった？　魔王の〝目〟って、何なの……」

　二人の男性の人格を壊してしまった、呪われた魔界の宝石。

　ただの魔力の結晶ではなく、人の記憶や感情までも操っているのだろうか。

「もう一度、あの目をくっつけたら、ジークは私のこと思い出してくれる……？」

　立ち尽くすシェリルの耳に、二人で笑い合うジークと女性の声が聞こえてくる。

　――幸せそう。夫婦みたい。

　ジークが死んでしまったと思うのはとても辛かった。心が引き裂かれるように感じた。

　けれど、生きていてくれても、その心からシェリルが消えてしまったと思うのは、心が真っ暗になるような悲しみでしかなかった。

「ばか……ジークのばか……っ！　どうして私を忘れるのよ……うっ……ひっく……」

　こんなの悲しすぎる。その場に座り込み、シェリルは泣いた。

　だってもう行く場所もない。行きたい場所はジークの側だけ。ここにジークはいるけど、彼からは心がなくなってしまった。ならどこに行けばいい？　失われたジークの心はどこにある？　――どこにもない。魔王城を探したって、秘密の宝箱を開けたって、ない。

　どれだけ泣き続けたか分からない。

　いつまでもじめじめすすり泣いていると、前触れもなく扉が開いた。

「――っ。まだいたのか」

　驚いた顔のジェイソンが、桶おけを片手に立っている。ぼろぼろと泣いて目を真っ赤にしているシェリルに気づいて、怯ひるんで立ち止まった。

「な、何を泣いている……？」

「ジーク……、本当に私を忘れちゃったの？　シェリルよ」

　涙をぬぐってシェリルが見上げると、ジークの視線が揺らめいた。泣き崩れている女の子を前にして冷れい淡たんさを貫つらぬけるほど、ジェイソンのジークも人でなしではなかったようだ。

「お願い、思い出して……」

　自分の左手に巻きつくジークの腕輪を外し、彼の手につけてみる。

　頭から冷水でも浴びたように、ジークは動きを止めた。

「――……」

　少しは心に訴えかけるものがあるはずだと信じながら、シェリルは訴えた。

「信じられないだろうけど、ちょっとだけ、本当かも知れないと思って聞いて。あなたが住んでいた王国で、大変なことが起きたの。あなたのお爺さんは、新しい王様に捕まってしまった。彼は何かを恨んでいて、復ふく讐しゆうしたがっているわ。子供たちもお城で行方不明で――」

「子供？　お前との間に、子供がいたのか？」

　凍りついていたジークが突然振り返ったので、シェリルの方がびっくりした。鋭い視線に石にされてしまうかと思ったけれど、今のジークは二つ目だった。

「あの子たちのことも、何も覚えていないの？」

「――噓だな？　お前は二人も子供がいる母親には見えない。俺に子供なんかいるはずない」

　ジークは勝手にそう決めつけようとした。桶を片手に井戸の方へと歩いて行く。シェリルはその後ろをついて行った。井戸の脇には、なぜか作りかけのレンガの山が散らばっている。

「セリィーリアと、ベルギウスっていう双子なの。たしかに……私たちの本当の子供じゃないわ。でもあの子たち、あなたのことをパパだと思って懐なついてる。あなたも本当の子供のように可愛がっていたわ……最初は嫌がっていたけど」

「……何度も言うが、魔界なんか存在しない」

「魔界なんて言ってないわ。『あなたが住んでいた王国』って言っただけよ」

　井戸から水を汲み上げたジークは、黙った。シェリルの話の先を促うながすように。

　どうやら、「魔界」とか「魔王」とか非現実的な単語を平凡に言い換えれば、話くらいは聞いてもらえるらしい。

「この辺りに川があるでしょ？　珍しい、緑色の石が転がる川」

「ベルフィン川のことか？　それなら森一つ向こうにあるが、あの川は浅いし、向こう側にはベルフォーレの西森と絶ぜつ壁ぺきがあるだけだ。王国なんかない」

「足の白い馬に乗って川を渡って行くと、別の王国にたどり着くの。たぶん、足の白い馬は妖精の馬なのよ」

「ははは、じゃあ、お前は妖精の馬に乗ってここに来たと言うつもりか？」

「そうよ。そこにいるでしょ？」

　と乗って来た馬の方を振り向こうとしたシェリルは、ウィリアムに借りた雌馬メアリーがどこにもいないことに気づいた。家に入る時に手綱を放してから――もうずっと姿を見ていない。

　ばか！　繋いでおかなかったら、どこかに行っちゃうに決まってるでしょ!?

　胸の奥で、もう一人の自分が叱しつ責せきした。シェリルは真っ青になり、井戸のふちに腰かけ、水桶を脇に置いてこちらをじっと見つめているジークに詰め寄った。

「ねえ、あの馬、どこに行ったか知らない!?」

「さあ？　空想の世界に帰ったんじゃないか？」

　ジークは面白そうだった。シェリルは己おのれの愚おろかしさに呻うめいた。

「ああ、大変だわ……あの馬がいないと、もう魔界に帰れない……っ！」

「それは困ったな。でもうちは宿屋じゃないから、泊めないぞ」

　うっかり『魔界』という単語を出してしまったがために、ジークは寄りかかっていた井戸から立ち上がり、水でいっぱいの桶を取り上げた。また家に戻ってしまう！

「あなただって宿屋じゃないわ！　ジーク、ずっとここに住んでたって振りしてるけど、それ噓でしょ！　本当は一週間くらい前に来ただけでしょ!?」

「いいや。俺はもっと前からここにいる」

「じゃ二週間？　魔界とこっちは時間が違うけど、絶対に一カ月も前から住んでるはずがないわ！　だってそれまでは、私と一緒にカーデュエイルにいたんだもの！　子供たちと温泉旅行に行ったり、星みたいに光る草で秘密の庭を作ったり、結婚式の準備をしたり……！」

　シェリルは精一杯の説得をし、広い背中に縋すがりつく。

「お願い。私と一緒に戻って！　ウィリアムを助けて。あなたがいないと大変なの。このままじゃきっと、みんな殺されちゃうか石にされちゃう……！」

　その時、またあの澄んだ女性の声がした。

「ジェイソン、どうかしたの？　さっきから女の子の声がするけれど？」

　戸口から訝しげな声が響くと、ジークはハッとしたようにシェリルを振り離した。シェリルは離されまいとさらにしがみつき、そうする間に、入り口から若い女性が姿を現した。

「こ、これは違う!!　なっ、なんでもない！　俺はストーカーにつきまとわれているんだ！」

　やたらと恥ずかしかったらしく、ジークは、どん、とシェリルを思い切り突き放した。

「きゃあ！」

　力一杯突き飛ばされたシェリルは、勢い余って暗闇で転んだ。

「ジェイソン！　女の子になんてことをするの！」

「い、いや、今のは手が滑っただけで、わざとでは……！」

「お嬢ちゃん、大丈夫？　ひどい格好だけど……もしかして、森で迷子になったの？」

　ジークの冷たさとは対照的に、女性は優しかった。

「まあ、足をすりむいてしまったのね。五年も前に廃業して今はボロボロなんだけれど、うちは代々宿屋なの。よろしければ、一晩泊まっていって。お金なんていらないから」

「アンネ！　だめだ、こんな変な女――」

　慌てたようにジークが止めに入る。

　……アンネ？　誰それ？

　まじまじと見つめるシェリルの前で、豊かな黒髪の女性はキッとジークを睨みつける。

「困っている人に手を差し伸べるのは当然でしょう。この辺りは、夜になるとよく魔物も出てくるのよ。女の子を一人で放り出すわけにいかないわ」

　アンネという女性に睨まれ、ジークは渋しぶ柿がきのような顔で押し黙った。口の中で「魔物なんかであるものか。あれはただの、突然変異の動物だ……。この辺りは大地の魔力が特別強いから、ああいうのが生まれやすいんだ」とかぶつぶつ呟いている。

　第三の瞳のないジークは、かなりの現実主義者のようだった。

「ジェイソンのことは気にしないで。わたしの特製の林りん檎ご酒しゆを飲ませれば、すぐに機嫌は治るから。……中へどうぞ、おいしい雉きじ肉にくのシチューがあるの。まだ温かいわよ」

　にっこり笑ったアンネはとても美人で、優しそうだった。……優しそうだから余計に、シェリルは複雑な心境になった。

　彼女とジークがどういう関係なのか、訊きたくてたまらない。でも訊くのが怖い。

「……。あの、アンネさんは、ジークの――」

　なんですか？　と思い切って問いかけた時、後ろから嫌そうな顔でついて来ていたジークが腕を伸ばした。桶のない方の手で、シェリルの口を覆った。

「俺をジークと呼ぶな。ジェイソンだ。……ちゃんと呼べると約束するなら、今晩だけ泊めてやろう。さもなくば、アンネが何と言おうと追い出すぞ。――どうする？」

　先を行くアンネに聞こえないように低めた声と、警告するように細めた鋭い青い瞳。

　――ジークはこの家で、あの美女の前で、ジェイソンでいたいんだわ。

　胸を裂く喪失感とともに、そう感じた。

　まるで、一番大切にしている宝物を、他の人に盗とられてしまったような切なさ――。

「……分かったわ」

　シェリルが言うと、ジークは手を離して頷うなずいた。忘れるな、と念を押すように。







　こんなにたくさん悩みを抱えていたら、一睡もできないに違いない。

　とシェリルは思っていたが、ベッドに横になったとたんに疲れが睡すい魔まとなって襲ってきて、あっという間にぐっすり眠ってしまった。

　小鳥の鳴き声で、夜が明けたことに気づいた。

　今何時なのか知りたくて、窓を開けて外を見てみる。溢れるほどの朝日が部屋に差し込んだ。

「いた……っ！」

　眩まばゆい光は、シェリルの肌に熱湯に触れたような刺激をもたらした。窓の向こう、裏庭で働くジークらしき金髪の男が見えたけれど、こんな体ではとても声はかけられない。

「夜の森は怖いと思っていたけど、朝日も怖いんだったわ……早く魔界に帰らなきゃ」

　なんとかジークを説得して、彼と一緒に。

　シェリルは複雑な表情で階下の食堂に下りる。アンネが食器を磨きながら、果実を煮込んでジャムを作っていた。

「おはよう。よく眠れた？」

「はい……」

　にこやかな美女に対して、シェリルの笑顔はぎこちない。朝日の下で見た美女の顔には、点々とした染しみがいくつもあった。そう目立つものではないけれど、何かの病気の痕あとのように見える。視線を感じたように、アンネがさらりと言った。

「……天てん然ねん痘とうよ。おかげで、視力も弱いの。……ひどい病やまいでね。村外れに住んでいたわたしと父の他、生き残ったのはたった五人だけだったわ。――今スープを温め直すから、そこに座っていて」

「あ、手伝います……」

「わたしも死にかけたんだけれど、その時たまたま助けてくれた流れの民の少年がいてね。わたしたちは恋に落ちて、結婚を約束したの」

　シェリルはドキッとした。どこかで似たような話を聞いたことがある――こういうのって、よくある話なのだろうか。

「彼はここに住み込んで、宿屋の仕事を手伝い始めたんだけど、一年もしないうちに魔女狩りが始まってしまって、遠くに逃げるしかなかった。でもようやく、彼が戻って来てくれたの」

　花がほころぶように、アンネは微笑んだ。シェリルは逆に頰をこわばらせた。

「その〝彼〟っていうのは、ジェイソンじゃない人ですよね？」

「あら、どうして？」

「ジェイソンはここに来た時、何も記憶がなかったでしょ。自分の名前も覚えていなかったし、『ジェイソン』という名を示すものも何一つ持っていなかった。その彼に、アンネさんは『ジェイソン』という名を吹き込んだ……どうして、そんなことを？」

　アンネは美しい顔をこわばらせ、シェリルを見た。刺すような視線に、シェリルは少し怖くなったが、負けてはいられない。平静を装って見つめ返した。

「……あなた、わたしのことはさん付けで呼ぶのに、ジェイソンのことは呼び捨てにするのね」

　凍りそうな眼差しで、アンネが言った。

　――しまった。だってジェイソンはジークで、さん付けなんてしたことないもの。

　シェリルは押し黙り、しばし女同士、無言で睨み合った。先に口を開いたのは、シェリルより五歳ほど年上のアンネだった。少し人を小馬鹿にしたように微笑みながら。

「まるで、自分こそ彼の恋人だって言わんばかりの態度ね。ジェイソンの言うとおり、お嬢ちゃんはちょっと思い込みが激しいみたい。でもいいわ、教えてあげる。彼は帰ってくる途中、流浪民嫌いの領主に捕らえられかけて大怪我をしたの。お嬢ちゃんは知らないでしょうけれど、額に割れそうな傷があるのよ。他にもいくつも怪我をしていたわ」

　――その傷は魔女狩りのせいじゃないわ。シェリルは心から言ってやりたくなった。

「その怪我のせいで、ジェイソンはわたしのことを忘れてしまったわ。でも、わたしは忘れない。彼を一目見ただけで、すぐに分かったわ。ずっと待ち続けていた恋人だもの」

　うそだ。アンネは目が不自由だと言っていたし、万に一つの確率で本気で勘違いしているのかもしれないけれど――でも愛する人を見間違えるなんて信じられない。

　わざと、だ。

「アンネさん。あなた、本物のジェイソンが帰って来ない確信があるんじゃない？　私だったら、帰って来るかもしれない恋人がいたら、よく似た別人を見つけても本物に仕立て上げようなんて思わないわ。それをするってことは、本当はもう分かってるんじゃない？」

　本物のジェイソンは死んでしまったとか。他に恋人を作ってしまったとか。

　だから、別人だと知りながら、ジークに「あなたはジェイソンだ」と言い聞かせたのでは？

「…………あなた、何が言いたいの？」

　唸うなるようにアンネは言った。まるで蛇の視線だ。ジークがいる時はとても親切そうな女性に見えたけれど――。

「ああ嫌だわ、ちょっと優しくしただけでつけ上がって、人のプライバシーに立ち入るなんて。ジェイソンに一目惚れして、うちに入り込んできたの？」

　鬱うつ陶とうしそうにアンネは言う。ここで、売られた喧嘩を買ってはいけない。

　アンネには一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩がある。すりむいた足の傷も手当てしてもらった。親切にしてくれた人と、摑み合いの喧嘩なんかしてはいけない。

「気を悪くされたならごめんなさい、でも、とても気になってしまったから。……一晩お世話になって、ありがとうございました。外は明るいし、もう出て行きます。お邪魔しました」

　シェリルは礼を述べて、古い宿屋の玄関に向かう。これ以上アンネと睨み合い、不愉快さの我慢比べをしたところで意味はない。説得しなければならないのはジークだ。

　宿屋を出たシェリルは、光が直接差し込まない木陰を選んで、家の裏手に回る。木々の間から時折差し込む光に、髪がチリチリ焼けるような気がした。

「ジーク、まだ裏庭にいるかしら……？」

　どうか日ひ陰かげにいてくれますように、とシェリルは願った。







　二階の窓から見下ろしたのと同じ場所に、ジークはいた。

　真っ青な空と眩しいほどの太陽に照らされ、大きな竈の前で日干しして乾いたレンガを焼いている。蜂蜜色の金髪はキラキラと輝き、魔界暮らしが長いせいで日焼けしていない肌に一身に太陽を浴びて。まるでただの人間で、働き盛りの青年のようだ。

　――奇跡みたいだわ。太陽の下には二度と出られないと言っていたジークが……。

　魔王でなくなったおかげだ。カインは玉座で「魔王の呪いから助けてやった」と押しつけがましく言っていたけれど、この光景を見ると事実かもしれない、と思う。

　……本当に、ジークを魔界に連れ帰ることが彼の幸せなの……？

　ふとシェリルの胸の片隅で、小さな声が囁ささやく。

　俺は化け物だ、もうまともな涙も流れない、と胸から悲しみの砂をかき出していたジーク。仲間に裏切られ、魔物の体になってしまったことを深く深く嘆いていた。呪いは生涯続くものだと信じて疑わなかった。

　だけど、その呪いが解けたのだ。

　ジークの体は純粋な人間に戻った。もう太陽を恐れることもないし、三つ目の化け物め、と恐れられることも避けられることもない。

　ただの人間として、畑を耕たがやしたり、町に住んだり、人間の恋人を作ったりして、普通の一生を送れる。――もう、その半分以上は手に入れている。

　住むべき森の家、ともに暮らす美女。庭もあるし、子供の積み木遊びにぴったりのレンガの山まである。今からレンガをこんなに作るなんて、ジークはなんて気が早いのだろう。

　代わりに彼が失なくしたものといえば、シェリルや義理の子供たちの記憶だけ。そんなもの、あってもなくても関係ないようなものだ。

　どっちが本当に、彼に必要？

「……」

　考えると、胸が痛くなった。自分の存在が、彼の足を引っ張るお邪魔虫のような気がした。

　太陽を浴びるジェイソンの姿をぼんやりと見つめていたシェリルは、彼が振り返ってこちらを凝ぎよう視ししていることになかなか気づかなかった。

　見つめられていることに気づくと、鼓動が早まった。

「な、なに？」

「……。先に俺を見つめていたのはお前の方だ。陰からじっと息をひそめて見つめているから、野生動物かと思った。……何か用か？」

「え、ええと……宿やど代だいの代わりに、お手伝いしようと思って」

「いい心がけだ。昨夜、獣けものどもにやられてこの惨状だ。焼きレンガは割れるわ、乾燥中だったレンガには足跡がつくわ」

　ジークが片付けている辺りには、割れたレンガの残骸が散らばっていた。

「一人じゃ片付ける一方で造り直している暇がないと思っていたところだ。出て来て、このレンガを積み直してくれ。欠けているやつと、ヒビの入ったやつは除よけて」

　ジークが手招きしたのは、彼が立つすぐ隣――燦さん々さんと陽の当たる場所だった。シェリルの顔がひきつった。

「そ、そこは無理……」

「なぜ？」

「ちょっと……嫌なの」

　言葉が続かない。ジークはじっとりと目を細めてシェリルを睨む。

「何が嫌だ？」

「ええと……実は私、日陰が大好きなの！　薄ら暗いところで、頭に蜘く蛛もの巣とかついてるとすっごく落ち着くのっ！　だから――あっちの木陰の窯かまで、灰掃除ならできるわ！」

「……ほう。つまり、俺の隣には立ちたくないということだな？　……昨夜は抱きついてきたくせに、今日は側に立つのも嫌か」

　ジークは不満そうに肩をそびやかす。

「違うわ……」

　本当に、太陽は浴びられないだけだ。まさか一瞬で体が灰になったりはしないだろうけれど、何時間も浴びたら皮膚が剝がれてしまうかも。

「――いいさ。木陰で窯の火加減を見てろ。ここは俺が片付ける」

　ジークは淡々とレンガの分別を再開した。

　隣で、一緒に片付けたかった……。シェリルは心から思ったけれど、できないのだ。

「この辺りって、野獣がたくさん出るの？」

　沈黙してしまったジークと、もう一度会話をしたくて訊く。ジークはこの話題に興味がないのか、それともシェリルに興味がないのか、下を向いたまま淡々と答える。

「普段はそうでもない。だが、昨夜は特別多かったな。少しは人間もいたようだが」

「人間が……？」

「ああ。この辺りの森には、特別酩めい酊てい効こう果かの強いエニシダが群生している。怖いもの知らずの若者たちが――俺は羊飼いだと思うんだが、エニシダを酒に入れて飲み、夜な夜な暴れ回るんだ。大声で叫んだり、歌ったり、奇声を上げたり、――こうやって人の大事にしているものを壊して悦えつに入いったり。まったく、とんでもない奴らだ」

「どうして羊飼いだって思うの？」

「真夜中を過ぎたあたりから、とんでもなくうるさかったろう――羊どもが鳴き喚わめいて。つられて鶏も鳴くし、そのうち牧ぼく羊よう犬けんまで遠吠えしだした。あれは間違いなく羊飼いのしわざだ」

「そんなにうるさかった？　私、ぐっすり眠っていたから、何も聞こえなかったけど……？」

　シェリルが驚いたように目を丸くすると、ジークはそれを見つめ、くすりと笑った。

「ずいぶん神経が太い娘だな。サウィンのごときバカ騒ぎだったと思うが」

「サウィンて何？」

「また町娘ごっこか？　その言葉でいえば、ハロウィンの祭りだ」

「それなら知ってるわ……って、それ、魔物が出てくるのを鎮しずめるお祭りでしょ!?」

「年の終わりに、狭はざ間まの場所を魔が通り過ぎるのを見送る祭りだな。が、ここに出るのは人間とただの獣だ。それなのにアンネは魔物だと騒ぐ。魔物なんてこの世にいるわけないのにな」

　アンネの名前がいきなり出てきて、シェリルはドキリとする。不覚にも、とっさに返事ができない。

「狂った羊の鳴き声が響くたびに、『魔物だわ、怖いわ』と、叩き起こされる俺の身にもなってみろ。面倒くさくてならん」

　枕を寄せ合って眠っているかのような発言にシェリルは凍りついた。

「お前なら、飛び込んで一緒に踊りだしそうだが。――おい、火が弱ってるぞ。薪を放り込め」

「――私、そこまで変な女じゃないわ」

　木の枝を火中に投げ込みつつ、こわばった表情で言ったけれど、頭の中はジークとアンネの親しげな夜の妄想でいっぱいだった。もしかして二人はもう、手を繋つなぐどころじゃない親密な関係になってしまっている……？　たとえば、子供用の積み木を今すぐ必要とするくらいに？

「怒るな。褒ほめているんだ」

「褒めてる……？　どのへんが？」

「蜘蛛の巣と暗闇が好きなんだろう。本当は俺も、風通しの悪い家なんかに住むより、その辺に寝転がっている方が好きなんだが。この辺りは動物が多いからな」

　レンガを分けながら言うジークに、シェリルは思いきって聞いてみることにした。

「ねえジーク、アンネさんのことだけど――」

「ジェイソンと呼べと言っただろう」

「……アンネさんの前では、ちゃんとそう呼んでいるわ。彼女は、あなたのなんなの？」

「結婚間近の恋人だ。俺の傷が治ったらアンネの従妹いとこを呼んできて、ささやかな宴うたげで結婚を祝おうと話している。ああ、この温泉もそれまでにはでき上がっているだろう」

　――結婚を祝う。シェリルの頭には、殴られたように同じ単語がこだました。結婚……。ジークが、別の人と結婚してしまう！

「アンネさんの言うこと、全部信じてるの？　彼女がウソをついているとは思わない？」

　シェリルは必死の顔で言った。

「どんな噓だ」

「本当はあなたはジェイソンじゃないって知りながら、いなくなったジェイソン役を押しつけようとしてるのかもって！」

「思わないな。アンネは、傷付いて戻って来た俺を徹夜で看病してくれた。どう見ても流浪民の男を。見つかればともに焼かれるというのに、噓の恋心でそこまでできるとは思えん」

　それでジークは、アンネの言葉を信じてしまったんだわ……。

「――もう一人、俺に『ジーク』という男の役を押しつけようとしてくる娘がいる。あれをしろとかこれをしろとか要求のうるさい娘だ。俺に魔力があるのを感じ取っていて、何か危ない仕事をさせたいらしい。その女の理屈は、『あなたは私の恋人だから、助ける義務がある』というものだ。――お前だったら、怪しいのはどっちの女だと思う？」

「……私……」

「ああ、俺もそう思う。後こう者しやの女は、絶対に俺を利用しようとしているだけだ。……これ見よがしに流浪民の服を纏い、綺麗な緑の目で奇妙な『王国』に誘い込もうとするのも変だしな。浮かれてホイホイついて行ったら、魔女狩りに遭うかもしれん」

　ジークの言葉に、シェリルは頭を殴られたような衝撃を感じた。確かに……自分は危険なことをしてくれと頼むばかり。時には、どうして分かってくれないのと怒ったりして――なんの記憶もない彼からしたら、鬱うつ陶とうしいこと最上級の女だったかもしれない。

　――だって、時間がなかったから。

　魔界でウィリアムは危機な状態にあったし、子供たちもお爺さんも心配だった。すぐに魔界に戻らなきゃって、そればっかり思ってて……！

　だから、ジークの不安定な気持ちまで思いやる余裕がなかったのだ。

　焼きレンガを選別し終わったジークは井い戸ど端ばたに近づいた。とっぷり落ち込んでいるシェリルを尻目に、土まみれになった手を洗う。

「――だが困ったな。本音を言えば、好みなのはそっちの女なんだ」

　井戸に向かって呟いたジークの小声は、シェリルの耳にまでは届かなかった。

「どうしてそっちの女に最初に出会わなかったのかと、――もしそうだったら、馬鹿な男と嘲あざ笑わらわれても地獄までついて行ったのにと、残念がっている俺がいる……」

　ため息交じりに呟くと、ジークは思い出したように守り袋を開け、中の宝石を日干しレンガの隣に置いた。短い魔法の言葉を記す。

「私の涙をどうするの？」

「これは涙じゃなくて水晶だ。どうせ今夜も見回りをさせられるんだから、光を蓄たくわえている。食費も油代もケチって、アンネに指輪を買ってやりたいんだ」

　ジークは恥ずかしいのかぶっきらぼうに言って、割れてしまった不要レンガの山を庭の隅に運び始める。

「…………」

　シェリルの頰を、一粒の涙が伝っていく。顎あごから落ちた直後に、それは鉛なまり色の灰になって風に溶けた。

　――この人を、一生暗い世界に閉じ込めようなんて、私が間違っていたんだわ。

「ねえジーク、……今幸せ？」

　気がつけばシェリルは訊いていた。

「何がだ……？」

「始まりは、噓だったかもしれない。でも、今恋人の……アンネさんと地上で暮らして、幸せ？　家もあって、森に囲まれて――心に欠けた所は何もない？　寂しくて、夜中に一人で泣いたりしない？」

「当たり前だろう。どうして俺が一人で泣くんだ」

　女め々めしい男だと言われたと思ったらしく、ジークは怒った表情でシェリルを睨む。

「良かった。――じゃあ、もういいわ」

　言葉にしたら、別れの悲しさが胸にこみ上げて、また瞳が潤んだ。

「何がもういいんだ」

「あのね、〝ジーク〟は早くに両親を亡くしたの。お爺さんしか身内はいなくて。一族の仲間が、家族のようなものだった。だけどその人たちに裏切られて、魔王になってしまって……たくさん辛い思いをしたの。三つ目になって、時々ライオンにもなって……。もう地上には出られない体になって。弱音は決して口にしなかったけど、心の中ではとっても悲しい思いをしていたの。――私は恋人だったのに、あなたに何もしてあげられなかった」

「――」

「何かしてあげたいと心から思っていたわ。でも、あなたとイサカルの人の仲直りの手助けにもなれなかった。本当の人間に戻してあげることもできなかった。今あなたを人間に戻したのだって、私じゃなくてカインだし。……何もできなかった無力な女の子のくせに、恋人ぶってつきまとってごめんなさい。こんなシェリルじゃ、忘れられて当然だわ……」

　ジークの顔を見たら泣いてしまいそうだったので、シェリルはパチパチ爆はぜる窯の中の業ごう火かを見つめた。差し込む熱で、目が痛くなるほど。

「私にできる最後の贈り物は、あなたをそっとしておくこと――ここで出会ったことも、忘れることなのね。――一晩、泊めてくれてありがとう。魔界の事件は……自分でなんとかする。一人で帰るわ。さよなら、ジェイソン……。アンネさんと、お幸せに」

　新しい名前を最後に呼ぶと、痛みをこらえて日なたに飛び出す。昨日もらった小銭を、彼の手に押しつけた。奥さんにあげる指輪のための大事なお金を。

「さよなら……っ！」

　シェリルは蜘く蛛もの巣をいくつも突っ切り、ただもっと暗い場所を探して、森の奥へと走る。

　ジークの姿が視界から消えたら、こらえていた嗚お咽えつが次々に喉のどにせり上がってきた。

　この悲劇の日を、一生忘れない。

　シェリルの初恋は終わった。
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「メアリー。どこに行ったの？　出て来てー」

　一人になったシェリルは、ひたすら足白の馬を探して歩いていた。

「白くて綺麗な足のメアリー……はぁ。どこに行っちゃったの？」

　夕暮れまで森をさまよい続けたシェリルは、手頃な切り株を見つけて座り込んだ。

　踵かかとの細い靴のせいで、足はもうボロボロ、手はヒリヒリ。カインがシェリルの背中に植えた魔物の血肉のせいだ。

　差し込む木漏れ日に当たれば、めまいを起こす。ドレスに守られていない素肌の部分のうち、何度も光を浴びた手の甲は真っ赤に腫はれていた。正午の頃には、直接光を浴びていなくても無む性しように息切れがして、暗い洞どう窟くつに倒れるように逃げ込んでしまった。

「本当にコウモリみたい――」

　シェリルは暗い声で呟いた。

「背中に、薄気味悪い翼まで生えてきてるのよ。ジークだって、見たらドン引きするわ。せめて西の魔女みたいな鳥の羽なら、柔らかくて綺麗だったのに……カインってば趣味最悪！　肉食コウモリの羽だなんて！」

　きっと成長しきったら、ゴツゴツのザラザラになって、緑の脂あぶらでぬらぬらするに違いない。

「ジークに記憶があれば、なんとかしてもらえたのかしら……」

　――またジークだ。気がつけば彼に頼ろうとしている。

「だめよだめ。もうさよならしたんだから……！」

　うんざりして、足の痛む靴を脱いでそのへんに捨ててしまう。ほとんど効果はないと知りつつも、靴ずれした足に治癒魔法をかけてみる。……やっぱり、少しも良くならない。

「ああもう嫌！」

　ふと顔を上げると、夕暮れ空が奇妙な色に染まっているのに気づいた。

　朱色どころではない。血のように赤い。

「どうしたのかしら……？」

　なんだか怖い。何か、魔界で不吉なことが起きているのかもしれない。――落ち込んでいないで、早く帰らなければ。

　靴を履こうと辺りに視線を送ると、見たくもないものと目が合ってしまった。

「キシュ――ッ！」

　細い舌をチロリと出しながら、シェリルの靴の上にトサカのついた赤目の蛇がいた。舌を出し入れしながら、シェリルの方に近づいて来る。

「きゃあああ！」

　裸足はだしのままシェリルは後ずさりしようとするが、蛇はシェリルが逃げた分だけ、茂みを揺らして這い寄って来る。

「シェ……リル！」

　蛇が喋った！

「見ィつけた……ハ・ナヨメ！」

　今度は右手の茂みから、よく似た声が聞こえた。そちらを見ると、同じ模様の蛇が姿を見せる。二匹とも、黒銀のウロコをてらてらと輝かせた体に、赤い丸模様がいくつも浮かんでいる。茂みから出て来た蛇が尻尾の方で一匹になっているのを見て、シェリルは息を呑んだ。

　――魔物だ。

　魔界から、追いかけて来た……!?

　夕暮れの森には闇が忍び寄ってはいるが、まだそこここに最後の光が落ちている。それでも出て来るなんて！

「陛下が、オ呼び・ダ」

「今夜中に戻らネば、お前の家族、ミンナ・シヌ！」

「死ぬ死ぬ死ぬ死ヌ」

　蛇たちが交互にシェリルに魔王の伝言を伝えてくる。

「腕をダセ！　我が牙は、最高に痛イ・ドクだが、陛下に取りなしてヤル！」

「我にヨコセ！　オレの牙・イタクない。上う手まく陛下に取りナス！」

　尻尾は一本のくせに、二匹の蛇は功を争っているらしい。シェリルは痛くないという方の蛇の言葉に惹かれた。

「本当……痛くない？　あなたと帰れば、カインにみんなを殺さないようお願いしてくれる？」

「マテ！　そいつ、噓ツキだ！　痛くないガ、指を喰ウ！」

　シェリルは慌てて手を引き、後ろに飛び退すさった。木の幹にぶつかる。

「嫌よ、こ、こないで……！」

「む。俺だって来たくて来たわけじゃない。……嫌な女だ。人がせっかく――」

　突然、木がジークの声で喋った。

「ジーク!?」

　目を丸くするシェリルの背後にあったのは木の幹ではなく、大人しそうな栗毛馬を連れた金髪青年だった。不機嫌そうな表情で、じろりとシェリルを見下ろす。

「別に俺は、お前に会いたくて探しに来たわけじゃないぞ。――ほら、お前の馬が家まで戻って来ていたんだ。だから親切心を発揮して、わざわざ連れて来てやっ……」

「ジーク、それどころじゃないの、蛇が……っ！」

「ん？　ああ、いるな。――ともかく、俺は好きでお前を探しに来たんじゃない。この馬でどこへでも行け。馬くらい一人で乗れるな？　手を貸せなどと言うなよ、そこまで優しくしてやる義理はないんだからな」

　ジークはシェリルの側まで栗毛馬を連れて来る。用は済んだとばかりに、くるりと背を向けようとした。その時、二股の蛇が同時に、牙から毒液を滴したたらせてジークに飛びかかった。

　ジークはさっと両手を動かし、その頭を一つずつ捕まえた。

「珍しい模様の蛇だな……まだら蛇の一種か？」

「な、何してるの！　早く捨てて！」

「捨てる？　せっかく夕食の材料を捕まえたのに。捨てたら、もったいないお化けが出るぞ」

「食べるつもり!?　それ魔物よ！」

「これはただの珍しい蛇だ」

　ジークは言い張ったが、シェリルには魔物だという確信があった。だって、人の言葉を喋ったのだ！

「ほ、本当にそれ、魔物よ……きっと、猛毒があるわ」

「たいてい、毒蛇の肉はうまいんだぞ。生臭そうだから、しっかりアク抜きしないとな。ローズマリーとチコリで味つけして、ポルチーニ茸だけと一緒に煮込もう。俺の料理の腕前を見てみろ、どんなに不ま味ずそうな素材だろうと、宮廷料理に早変わりだぞ。ひと口で惚ほれ、ふた口で病みつきになること間違いなしだ」

　とジークが言うと、話を聞いていた蛇たちは彼の手から逃れようと、必死にのたうった。

「今日はお前のことが気になって、狩りに集中できなかったから獲物を逃がしてばかり――いやいや、なんでもない。何も言っていないぞ俺は。近頃、幻聴がひどいな……頭の病気かもしれん」

「だ、大丈夫……？」

「もちろん大丈夫だ、すぐに良くなる。馬さえ渡せば、すっきりするはずなんだ」

　首を握られるのを嫌がって、ぎゅうぎゅうと手首に巻きついてくる蛇を、ジェイソンは平然と見ている。と思うと、シェリルの裸足の足に気づいた。

「――ひどい傷だ」

　シェリルの素足は、靴ずれと潰つぶれた豆であちこち皮が剝げ、見るからに痛々しい様子だった。

「持っていろ、癒いやしてやる」

　ジークは、トサカのついた魔物蛇をシェリルに差し出す。ジークが顔をしかめるほどの悲鳴を上げて、シェリルは飛び退って逃げた。

「なぜ逃げる。せっかく俺が大サービスで、何の関係もない赤の他人の傷を癒してやろうというのに……。別に、おかしな真ま似ねはしたりしない。変質者に痴漢されたような悲鳴を上げるな」

「ち、ちがう、あなたじゃない――へ、蛇が怖いの！」

「これが？　なぜ？」

「なぜでも怖いのよ！　……牙とか毒とかとぐろとか！」

「流浪民の娘のくせに、この程度で怖がるな。お前が持たないと、足を治療してやれない」

「いいわ、蛇を持つくらいなら、このままで！」

　蛇は相変わらずジークの手から抜け出そうと、渾こん身しんの力で腕に巻きついている。あんなモノ、とてもじゃないが触れない。

「落ち着け。俺はめったにない紳士的な提案をしている。これを蛇だと思うな、ただの縄なわだと思え。……お前の足が痛そうで、見ていられないんだ」

「全然痛くないから大丈夫！」

「そんなわけないだろう、あちこち血が出ている……」

　青い瞳をひそめるジークは本当に心配そうだったが、シェリルの目に入るのは、敵意に瞳を輝かせ、のたうちまわる毒蛇だけだ。シェリルは必死に首を横に振って言う。

「とにかく無理、絶対無理っ！　死んでも無理!!」

「無理だと思うから無理なんだ。よく言うだろう。〝できないことと怖いものは、お前が乗り越えるべきものだ〟と。越えてみれば、なんて簡単だったんだろうと思えるのに。――つまらん、お前もアンネと同じ種類の女か」

　最後の一言が、シェリルの癇かんに障った。

「……だれと同じですって？」

「アンネ。『魔物だわ』とか『怖いわ』とか騒いでばかりなんだ。怖いなら自分の目で確かめてくればいいのに、毎日俺に見回りをさせる。逃げるから余計に怖くなるんだ。一度自分の目で確かめて、相手が自分より遙かに弱いものだと知ってしまえば、二度と怖くなくなるのにな」

「――いいわ、貸して！」

　そうまで言われたら、女の戦いから逃げるわけにはいかない。――そうよ、もし嚙まれたって隣にジークがいる。激痛が走っても猛毒に倒れても、助けてくれる人がいる。

　今やらないで、いつやるの!?

　シェリルは両手を伸ばし、ぎゅっと蛇の頭を握りしめた。冷たい体だった。ジークの手より握力が弱まったことに気づいた蛇は逃れようと身をよじり、シェリルは指にめいっぱい力を込めて首を締め上げる。

「いい調子だ。そのまま五分待て、俺の晩飯を逃がすなよ」

　ジークがシェリルの足元に跪ひざまずく。傷付いた足に癒しのルーンを記していく。皮が剝がれてヒリヒリしていた踵や指先が、温かいものに包まれて、痛みが消えていく……。












　ほんの数分で、ボロボロだった足はすっかり元どおり、綺麗な肌になっていた。

「できたぞ。靴は？　……あそこか」

「あの、靴よりもお願いがあるの。……じ、実はもう一カ所、怪我……重病で困っているところがあるんだけど――ついでに治してもらえないかしら？」

　シェリルは蛇を握りしめたまま、上目遣いでお願いしてみる。ジークはあっさり頷いた。

「ああ、お前の勇気に免じて治してやろう。どこだ？　頭の中とか言うなよ、それは治せない」

「せ、背中……なんだけど。開けて、ちょっと様子を見てくれる……？」

　シェリルの両手は蛇を捕らえているから、ジークに開けてもらうしかない。

　……あの皮ひ膜まくを見られたらやっぱり、ドン引きされるだろうか。でも、小さいうちなら、なんとか治してもらえるかもしれない――！

「お、お前、俺に服を脱がしてくれと懇こん願がんしているのか？　ま、まずいだろう、それは――俺は未婚の清らかな青年だぞ……そういう行為は、結婚式が終わってからと伝統的に決まっている。誘惑するな――……」

「ち、違うわ！　真剣に病気で困っているの、一目見たら分かるから……お願い！」

「……そ、そこまで言うのなら……」

　ジークは緊張しながら、シェリルのドレスの襟えりに手を伸ばした。視線を明後日あさつてに向けながら紐ひもを緩めていく。

「どうして俺は……夕闇の森で、女の婚礼衣装を脱がせてるんだ……？　夢か、妄想か？　俺はそんな下品な妄想をして楽しむタイプだったのか……？」

　喋っていないと緊張にこわばってしまいそうな様子で、ジークはぶつぶつ呟いている。シェリルの後ろに回り、背中をあらわにしていく。後ろにいるから、もうどんな表情をしているのか分からない。肌に冷気が当たり、肩けん甲こう骨こつまでがむき出しになった。

「赤い……痣あざ、か？」

　ジークは不思議そうに言い、まだソレの大部分を隠しているシェリルの髪をよける。

　悪魔の背中に生えているような一いつ対ついの羽――被膜とザラリとした外がい郭かくが現れた。

「うっ……！　何だこれは！」

　驚愕にジークが戦おののく気配がした。

　シェリルは、パタパタ、と羽ばたいてみせる。手のひらよりも小さい赤い翼は不器用にはためいて、ジークの手にぶつかった。

「魔物病よ。体がだんだん魔物になってしまう病気なの……信じてくれる？」

　魔物なんか信じない派のジークは、うんともすんとも答えなかった。見えているものが本物か確かめるように、被膜を引っ張ったり引き抜こうとしたりする。

「い、痛いっ。引っ張らないで！」

「しっかり生えているな……。何の病気だ？　初めて見る――どうしてこんな病気になった？」

「だから、魔王にやられたって言ったじゃない！　あなたの部屋に行ったら新しい魔王がいて、捕まって魔物になる血肉を植えられちゃって、これが生えてきたの！」

「――俺が原因なのか……？」

　打ちのめされたようにジークは言った。

「今のうちになんとか治療できない？　切り落としてもいいから！」

「やってもいいが……相当痛むぞ。それに、濃い魔力の気配がするから再生率が高そうだ。そもそも、こんな魔術は初めてだ――何をしたらこうなるんだ？？」

「ジークにも治せないのね……」

　シェリルは肩を落とした。夕飯用の蛇をジークに渡し、ドレスを着直して背中を隠す。

「これがあるから私、明るい所が苦手なの。体がどんどん魔物化していってて、光を浴びると灼かれたみたいに痛むのよ。――そのうち、全身、コウモリみたいな姿になっちゃうかも」

　やけどのように赤く腫はれた手のひらも見せる。とことんまで魔界のことなど信じていなかったジークも、とうとう信じ始めたらしい。真剣にシェリルの手の症状を見ていた。

「体が魔物になるだと……？」

「新しい魔王様の気に入らなければ、コウモリだけじゃ済まないかも。彼自身、ただの人間じゃないし」

　シェリルを見るジークの顔が変わっていた。衝撃を受けたようなかすれ声で自問する。

「こんなに美しい娘が、化け物に変わっていくというのか……？」

「……ありがとう。あなたに褒めてもらえると、すごく嬉しいわ。……次に会う時はきっと、逃げられちゃうでしょうけど」

　シェリルは最後にジークの顔を見つめて、彼から離れようとした。

「待て――馬が」

　ジークは連れてきた小柄な馬を示すが、シェリルは首を振った。

「それ、私のメアリーじゃないわ」

「いいや。確かに、お前の馬だ」

「違うの。私の馬、足が白かったの。足が白くないと、魔界には帰れないの」

「またそのおとぎ話か？」

「本当よ。わざわざ馬を呼んでくれた上に、こんな所まで探しに来てくれたのに――」

「うっ！　だ、だから違うと言っているだろう！　俺はそんなにお前のことばかり探していたわけじゃない。狩りのついでに、ほんの二、三時間――」

「三時間も？　……ありがとう」

　シェリルがジークの腕輪を持っていた時ならすぐに見つけられただろうに、もう返してしまったから、そんなにも歩きまわらないといけなかったのか。

　別れが迫っていると分かっていても、シェリルは嬉しくなった。

「ありがとう、馬は受け取れないけれど……あなたのおかげで、大切なことを思い出したわ」

「何を？」

「馬は探すものじゃなくて、信じて呼ぶものだって。――雪のような足の、勇ゆう敢かんな私の四本足の友達。こっちにいらっしゃい、メアリー。一緒に友達の国に帰りましょう。おいで、白い足の貴婦人――私はここよ」

　シェリルが呼びかけると、栗色の毛並みをした馬が、何かの気配を感じとったように、ピンと耳を立てた。やがて地を蹴る力強い蹄ひづめの音がどこからともなく響き、葦あし毛げにブーツを履いたような上品な白足の馬がこちらにめがけて走って来た。

「ああメアリー！　よく来てくれたわ。ありがとう！」

　鞍くらや手綱、鐙あぶみまでつけたままの馬は、シェリルが乗って来たメアリーだった。ジークは目を大きく開いて、それを見ていた。

「ほらね？　私は大丈夫だから」

　微笑み、シェリルが馬によじ登る。さよならを言おうとすると、ジークが手首を摑んだ。

「なに？」

「百歩譲って、お前が正気だとする。魔界が存在するとして、一人で帰ってどうするんだ？　そんな体で……いずれ魔物になってしまうかもしれないんだろう？　お前をそんな体にした〝魔王〟がいるんだろう？　それ以上ひどいことをされるかもしれないぞ」

「かもしれないどころじゃない気がするわね。でも、私が戻らないと、家族をみんな殺すって、その蛇が伝言してきたの。……子供たちのことも心配だから」

「……」

　俺に何かできることはないのか？　ジークはそう言いたそうな表情をしていた。

　でも、言わなかった。唇を引き結んで、黙りこくっていた。

「私、みんなの無事が気になっていて、そのせいでかなり焦っていたの。あなたの気持ちも思いやらずに、無茶ばかり要求してごめんなさい。ジー……じゃなかったジェイソン、川はどっち？」

　無言でジェイソンが示す方向に、シェリルは手綱を引っ張る。

「じゃあね。……さよなら」

　ジークは、さよならという言葉を返してくれなかった。考え込むように、むっつり黙り込んだままだ。最後に笑顔が見たくて、シェリルは冗談を口にした。

「いつかあなたの宿屋の近くでコウモリみたいな魔物が暴れまわっても、射い落おとして晩御飯にはしないでね？　それきっと私だから」

　ジークがとても悲ひ愴そうな顔をしたので、シェリルは下手な冗談だったと後悔した。でも、もう何も思いつかなかった。

「さあメアリー、川に進みましょう」

　シェリルが呼び寄せた馬は、無茶苦茶な手綱さばきは無視して、素直に指差した方向に向かって歩いてくれた。

　辺りはすっかり日が沈み、真っ暗になっていた。
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　ランプを片手に、不安定な体勢で梯はし子ごを登る。

　夜闇の中、〝トルッテ森の陽気な宿屋〟と書かれた看板を、ジェイソンは無言で外していた。

「あらジェイソン、うちの看板を外してしまうの？」

　音に気づいたアンネが、二階の窓を開けて顔を見せる。

「……ああ。前から外そうと思っていたんだ。これのせいで、変な奴がいろいろ家に入り込んで来るからな」

「でも、困っている人の役に立てるのは立派なことだわ。そういえば、今朝のお嬢さんは見つかったの？」

　アンネの発言に、ジェイソンはぎくりとした。

「なっ――何の話だ」

「午後に、裏で馬を呼んでいたでしょう？　あの子の足が傷だらけだったから、貸してあげようと思ったのではないの？」

　二階で眠っていると思っていたアンネが意外とよく見ていることに、ジェイソンは驚いた。

「……ああ」

「あなたが優しいのは知っているけれど、あんまり優しくすると、勘違いされるわよ？」

「いや。……たぶん、勘違いしているのは俺の方だろう」

「あなたが？　どんな？」

　ジェイソンは、肩をすくめて答えなかった。闇に目を凝こらし、また看板の釘くぎを抜いていく。

　――もうあの娘のことは思い出したくなかった。考えると、無性に落ち着かない気持ちになるからだ。

「ねえジェイソン、わたしの目が完かん治ちしても、側にいてくれるわよね？　あなたの怪我を看病してあげたお礼は済んだからって、わたしを置いて急に出て行ったりしないわよね？」

　ジェイソンの心を読んだように、アンネが上から声をかけてきた。

「何を急に。……当然だろう」

「本当に本当よね？」

「……ああ」

　にこりとアンネは微笑んだ。

「よかった。安心したわ」

「何を心配する必要がある？　目も、治るまで毎朝魔法をかけるし、風呂ができたら温泉を引いて、もっと暮らしやすくなるようにする。お前が望むなら、宿屋を再開してもいい。これが俺の本音だ――本心なんだ」

　自分に言い聞かせるようにジェイソンは言った。見知らぬ客に毎日愛想をふり撒いて暮らす自分なんて、想像もしたくなかったが。

「嬉しい。じゃあやっぱりその看板は残しておいて。曲がっていてもいいから」

　ジェイソンはしまったと思ったが、もう遅い。斜めになってしまっている宿の看板を見て、顔をしかめた。

「このままでいいのか……？」

「ええ、なかなか斬ざん新しんよね。わたしたち、早く結婚式をしましょう。神父様は無理でも、立ち会いのお友達を招いて、たくさんごちそうを作って。わたし、こう見えても歌は得意なのよ。宿屋でたくさんのお客様に聞いてもらって、楽しいひと時を過ごしてもらうの。そのうちに子供たちが生まれたら、お店を手伝ってもらって――賑やかになるわね、ふふふ」

「……そうだな」

　宿屋の旦那に、子供たち。そうなっている自分が、全然想像できない。

「ジェイソン、大好きよ。あなたが帰って来てくれて、わたしは本当に幸せだわ」

「……俺も、とても幸せだよ。世界最高に」

　虚うつろな言葉が自分の胸に響く。

　心がまっ二つに裂けてしまいそうな気がする。さっきから噓ばかりついているから。でも、本音のような気もする。――いいや、本音でなければならないのだ。ジェイソンである限り。

　アンネを裏切れない。

　俺は本当は誰だ？　ジェイソンなのか？　……違うのか？

「この上、たくさんの子供たちやお客様に囲まれたら、どんなに幸せかしら。わたし――」

　歌うように紡つむぐアンネの夢物語を、ジェイソンは上の空で聞いていた。

　――何が本当で何が噓なのか、まったく分からない。あの娘に会うまでは、ここでの暮らしは幸せだったのに……！

　今は虚むなしさと寂せき寥りよう感かんしかない。

　――もう忘れるんだ。あの娘は消えた、俺にはアンネを守る責任だけが残った。責任と、幸福になれるに違いない未来が。そうだ、俺は幸せなんだ。

　迷いを振り切るように頭を振って空を見上げる。夜空には、鮮やかなオーロラがかかっていた。半透明で真紅の色をした神のマントのようなものが、隊列を組む兵士のように長く、空を斜めに二分するようにかかっている。

「珍しいな……何事だ？」

　不吉なほど赤いオーロラを見ていると、またあの娘のことが思い出される。シェリルの柔らかな金きん茶ちや色いろの髪の下にあった、背中の赤い羽――あれとそっくりな緋ひ色いろだ。

「まるで魔物でも出そうな空だが、――まさかな」

　魔物などいない。いないはずだ。少なくとも、彼女の言っていた〝魔界〟にしか。

　ただの珍しい自然現象だと己おのれに言い聞かせて、ジェイソンは梯子を下りる。宿の入り口前に立ち、斜めになった宿屋の看板を見上げた。中途半端な出で来き栄ばえに、むっとして頭を横に振る。

「……やっぱり、いまいちだ」

　あんなもの外してしまえばいい。あれに釣られて入って来た、目を瞠みはるほど美しくて奇妙な娘は、もう二度とここに戻って来ないのだから。

　――二度と会えない。……シェリル！

　想うと、彼女がくれた腕輪が、火傷やけどしそうなほど熱くなるように感じた。腕輪を握りしめ、衝動的に胸に押しつける。胸が破裂しそうに早はや鐘がねを打つ。逢いたいと。もう一度、利用されてもいいから側にいたい！　もっと彼女を知りたい……！

　今からでも追いかけたくて、おかしくなりそうだ。

　いくら守しゆ護ご石せきを握っても衝動は治まらず、半身をもぎ取られたような痛みと切なさだけが胸に溢れる。

「――そのうち俺は気が狂って、森をさまようようになるかもな」

　夜の森で、コウモリに愛を囁きながら歩き回る狂った男――そんな惨みじめな自分の姿が、なぜかありありと想像できてしまい、ジェイソンは乾いた声で笑った。
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　どこからが地上で、どこから魔界なのか、シェリルには分からなかった。

　あちらにもこちらにも、赤いオーロラが揺れていたし、川は一つの川というより、いくつもの細い支流に変わっていたからだ。

「ここ……ノーヌ川よね？」

　足元を見ると、所々に翡ひ翠すいが転がっている。けれど川底のほとんどは銀色の砂に覆われてしまっていた。

　向こう岸に見えてくるはずの森も、なかなか姿を現さない。

「対岸のこっち側には、広場や森があって、小道が十字の街の方に伸びていたのに……？」

　今は、見渡す限りに立ち枯れた樹木と、砂しかない。しかもほとんどは魔力のある砂ではなくて、それを使い果たした灰のようなものだった。

「ここ本当に魔界？　あ、あそこに花嫁の門があるわ！」

　ジークが造った歓迎門だ。これがあるということは、やっぱり魔界なのだろう。

　辺りをよく見れば、灰の砂漠のところどころに、大きな陥没穴があいている。穴の周りには、見覚えのある赤や緑に色を変える不思議な草が群生していた。

「あれ、西の森で見たシェリル草だわ……。ってことは、星が落ちたの？」

　あの植物は星が落ちた跡の土によく生はえる。温泉旅行の帰りに摘んできて、魔王城の庭にも移植しようとしたのだけれど、土が合わなくてすぐ枯れたり、花がなかなか咲かなくて殖ふえなかったり、ジークが苦労していた。落ちた星の周りの土壌を集めてきて、ようやく栽培に成功した好き嫌いの激しいお姫さまなのだ。

「残酷な魔女に惹ひかれて魔界の星は落ちるって前に聞いたけど、もう彼女は死んじゃったし……娘のセリィーリアにはまだそんな力はないし。じゃあ誰？　……カイン？」

　魔王にも星を操る力はあるのだから、自在に落とすこともできるのかもしれない。でも、何のために星を落としたの？

　見上げれば、空を彩いろどっているはずの星たちの数が、半分くらいに減っていた。

　夕暮れにいつも火山の上に輝く「ヒクイドリ座」は鳥というより十字架みたいだし、いつも月と一緒に天頂に昇っていく優美な「ガブリエル座」も、手にした百ゆ合りの茎くきだけしかない。

「あんなに綺麗だったのに……なくなっちゃった」

　今はいったい何時なのかと月を探せば、西の空付近で、すでに半月となって火山の端にかかっていた。上半分は闇と同化し、船のように下半分だけが輝いている。月は濃い紫色で、まるで満開のジャカランダの花のようだ。

「変な色」

　その脇では、八重咲きの花のような緋ひ色いろのオーロラが、魔王城を中心に妖あやしく踊っている。

　シェリルの知っている魔界は、ちょっと変だけど美しい王国だったのに、今はすっかり殺さつ伐ばつとしてしまった。

　出て行った時は新月だったのに、もう半月になっているし。

　新しい魔王の世界に淋しさを感じていると、馬が驚いたように前脚を上げた。

「きゃあ、何――って蛇!?」

　メアリーの目の前に、二股に分かれた蛇がとぐろを巻いていた。蛇は二つの頭を反対方向に向けて辺りを見回している。

「見つけタ……花嫁！」

　地上で見た二股蛇と同じ種類の魔物らしかった。トサカのついた一つの頭が言うと、もう一つの頭もシェリルを振り返る。

「指名手配のオンナ・ダ！　陛下に、密告シヨウ！」

「密告する間に逃げられるゾ、足に嚙みついて毒ヲ入れてヤレ！」

「オレの特別イタイ・ドク！」

　我先にと、二つの頭がシェリルの方に身を伸ばす。怖くなって手た綱づなを少し引っぱると、恐怖に立ち尽くしていた馬は過剰なほどに反応し、横を向いて走り始めた。

「どこに行くの……!?」

　このままでは地上に逃げ帰ってしまうのではと思ったけれど、馬が走り始めたのは砂山の方だった。遠くから見た時は、辺りにあるのは枯れ木ばかりと思ったが、近くで見たら違うものもたくさん交じっていた。

「石像……？」

　色々な魔物の像があった。ヒヒの魔物。サラマンダーの魔物。牛頭の魔物に、虎の魔物。名前の分からない、全身にローブを纏った不気味な魔物。

　暴れ馬の速度が落ちてきた時、どこかで見覚えのある魔物を見つけた。

　右手に剣を振りかざした、コヨーテ頭の若い男だ。

「見覚えあるわ……誰だったかしら？」

　近づいて男の顔を見たシェリルは、彼にちゃんと人間の顔があるのを見つけた。目元を隠すようにコヨーテの剝はく製せいのようなものをかぶっていただけで、ただの人間だったのだ。

「この人って、独身保護党の司令官じゃない？　威勢よくカインに喧けん嘩かを売ってたけど、石に変えられちゃったのね。その奥は……ジークのお爺じいさんだわ！」

　リルセンは、今度も変なポーズをしたまま固まっている。結婚式のために、一番の晴れ着を纏まとって。

　シェリルは悲しくなって、爺さんの像に近づこうとした。

「キシャーっ！」

「アァ、ニゲタお妃きさき・ダ！」

　お爺さんの石像に触れようとした時、首に巻きついていたトサカ蛇がこちらを向いた。

「きゃあっ！　――もう嫌！　蛇ばっかり!!」

「オマエ、もう嫌だってサ！」

「オレもオ前の顔はもう見飽きた！　ヘビ面づらめ！」

「なッ!?　ソレハ俺のセリフダ！」

　シェリルの些細なひと言から喧嘩を始めたトサカ蛇から、そろそろと離れる。一匹が素早く振り返った。

「オレたち嫌イなら、陛下にタノメ！　蛇族、撤てつ収しゆうシ・ロと！」

「アソコで待ってル！」

　もう一匹が頭を伸ばした方向には、乱立する石像の他は、砂の山しか見えなかった。

「どこ……？」

「石像、みんなアッチ向いてる。そっちニ進メ！」

　言われてみれば、そのとおりだった。さまざまなポーズをした魔物の石像も、イサカルの男たちと思われる人間の石像も、みんなして同じ方向を向いて立っている。

　これは道しるべだったのか。

「ありがとう。……あの、蛇顔が嫌いなわけじゃないの。あなたたちもなかなか素敵だから、喧嘩しないで仲良くしてね」

　二股の蛇に礼を言って、シェリルは馬を進める。後ろで、蛇たちは顔を見合せていた。

　やがて石像は、軍隊のように進行方向を向いて整列し始めた。空を飛ぶ魔物、走るのが早そうな魔物、それぞれの群れに固まって。手のある者たちは武器を握っているし、人ひと形がたに近い者は鎧よろいを身に着けて完全装備している。隙間なくびっしり並ぶ魔物たちの前には、ところどころ、謎の呪文と〝カザルの左目〟に少し似た文様の石板があった。

「すごい数の魔物たち……もしこれを一瞬で元に戻せたりしたら、すごいことになるわね」

　地上との境界部分に、こんなに大量の魔物軍が集まったなんて。

　石に変えられているからには、カインに逆らった反逆者たちだと思うけれど――。

　石像軍の隙間を縫って進んだシェリルは、その先に石の大舞台と要よう塞さいが造られているのに気づいた。

　舞台の中央には大きな生いけ贄にえ台だいともいうべき儀式用の祭壇が三つあり、その周りには円を描くように九本の柱が立っている。屋根はなく、全周囲にかなりの数の観客を集められるようになっていた。大石柱の間を、槍やりを持ったサイの兵士が行き来し、角つのの生えた頭を振りながら辺りを警戒している。

　舞台の最さい奥おうには、玉ぎよく座ざのごとき貴き賓ひん席せきがあった。こんなおかしなものを作ったのは新魔王のカインに間違いないだろうと思ったが、玉座に彼の姿はない。

　兵士たちの視線を避けながらさらに祭壇に近づいたシェリルは、生贄台に一人の人間が縛りつけられているのに気づいた。子供のようだ。背中で、黒い尻尾しつぽがパタパタ蠢うごめいている。

「ラエル!?」

　少年はシェリルの声に気づいてこちらを見、来るなと言うように首を振った。

「おい、あれは魔王陛下の妃ではないのか！」

「似ているぞ、捕らえろ！」

　兵士たちの声が頭上で飛び交かうが、構わずシェリルは生贄台に駆け寄った。

「ラエル大丈夫？」

「うー、うううー！」

　口を縛られているため、返事は不明瞭だが顔色は元気そうだった。縄を解ほどいてあげようとした時、シェリル自身の手が後ろに捻ひねり上げられた。

「魔王陛下をお起こししろ！　第一妃を捕まえたと！」

　サイの兵士が誇らしげに尻尾を揺らして宣言した。シェリルは痛みに悲鳴を上げる。

「おお、わしの力では強すぎたか。妃殿下、申し訳ありませんな。ポッキリ折ってしまったら魔王陛下に治していただいてください」

「折らないで……」

　蚊の鳴くような声でシェリルは言った。折れるかもしれないと分かっていながら、力を緩める優しさがないあたり、とても魔物らしい性格だ。このサイ男はきっと、幹部魔物だろう。

　眠っているという新魔王がやってくるまで、半時間近く待たされることになった。

　カインはよほど疲れていたらしい。月のある魔界は、まだ昼間なのに――と考えかけて、シェリルは気づいた。

　短時間でこんなにたくさんの星を落としたり、あっという間に月を太らせたりしたら当然だわ。ジークだって寝込んでしまうはず。

　どうしてカインは、そんなにまでして空を動かしたの？

　後ろに魔物たちを引き連れ、ようやく玉座に姿を見せたカインは、顔に仮面をつけていた。やっぱり魔力の使いすぎで、第三の瞳は疲ひ弊へいしていたのだ。ダロス卿きように左肩を支えられた姿は、悠然と見せようとしつつも弱々しさを隠しきれなかった。

　魔王の臨りん席せきにサイ魔物が跪ひざまずき、シェリルを離す。

「カイン、大丈夫？　魔王は月や星を動かせるけれど、たくさん動かすと魔力をすごく消費してしまうのよ。だから――」

「うるさい。お前ごときに言われなくとも知っている」

　つい親切心から説明しようとしたシェリルを、カインは邪じや険けんな眼差しで見下した。

「お前ごときって。そこまで言わなくても――」

「愚おろかな女だ。まだ気づいていなかったのか？　ぼくはジークフリートの前の魔王でもある。星の扱い方なら、あいつよりも遙かに精通している」

「――え」

　シェリルは絶句し、聞き返すように瞬まばたきを繰り返した。

　ジークフリートの、後じゃなくて、前の魔王……？　それって、西の魔女と恋に落ちた二百年前の魔王？　セリィーリアやベルギウスの父親で、二人の子供を可愛がるどころか虐待して、石に変えて小部屋に閉じ込めた鬼き畜ちく親おや父じ――？

「うそっ！　あなた五歳の子供の父親だったの!?」

　とてもそうは見えない若々しさだ。ジークも本当の年より少し若く見えるけれど、カインはどう見たって十代なのに！

　カインは不快そうに首を振った。

「ぼくに子供はいない。妻を娶めとるのはお前が初めてだからな」

「でも、西の魔女さんは？」

　無邪気に不思議に思ったシェリルが問うと、カインは仮面の下の顔をゆがめた気がした。

「……知っているのか。あの女は結婚を拒こばんで、西の果てに帰って行った。……ぼくを裏切って」

　憎々しげな口く調ちようには、まだ癒えきらぬ痛みが宿っているように感じられた。

　先代の魔王は、恋人だった魔女に捨てられた……？　じゃあ、それを恨うらみに思って子供たちに暴力をふるったのか？　でもさっき、子供はいないって――。

「じゃあセリィーリアもベルギウスも、あなたの子供じゃないの？」

「誰だ、それは？」

「……？」

　シェリルの頭が混乱する。前の魔王の子供じゃないなら、セリィーリアとベルギウスはだれの子なのだ。まさか、やっぱり本当はジークの……。

　なんて、疑っている場合ではなかった。

「シェリル、君に聞きたいことがある。正直に答えたら、その子犬を生きたまま返してやろう。隠し立てしたら、君の夕食とお風呂の足しにしてあげるよ。――新鮮な生き血を集めた、温かい風呂だ。肌が染まるほど浸つかるといい」

「ひっ。そ、そんなお風呂入りたくない……」

　いきなりものすごい脅し文句が来た。

「では正直に答えろ。――ジークフリートは、宝ほう冠かんの力をどこに隠した？」

「宝冠？　……どういうこと？」

　カインは舌打ちしたそうに顔をしかめた。玉座を離れて生贄の祭壇の側まで来ると、疲労の滲にじむ声で語り始める。

「魔界の時にして二百年前、ぼくが魔王だった頃、この宝冠にはもっと強い力があった。この程度のささやかな月星の移動で、こんなに疲れることはなかった！　だが今は、数日分の魔力を消費しただけで、か弱い人間のように倒れてしまう……初めは、覚かく醒せいしたてのぼくの力が不安定なせいか、あるいは君にあげてしまった守り石のせいかと思ったが、どちらも違う。――ジークフリートは、宝玉に何をしたんだ？」

　仮面の奥の青い瞳が、刺すようにシェリルを見た。

　カインは、シェリルの部屋を家や捜さがしして自分の守り石を取り返したらしい。机の引き出しに入れてあった孔く雀じやく石いしの首飾りは、カインの胸元で揺れていた。

「な、何もしてないと思うわ……だって、ジークだってしょっちゅう倒れていたもの」

　恐る恐る答えると、カインは荒々しくシェリルの襟元を摑み、顔を覗き込んだ。

「何もしてないだと？　そんなはずがないだろう！　ああ、忌いま々いましい……！　奴が見てきた光景のほとんどは、記憶と魔力を司つかさどるこの〝第三の目〟を通してぼくの記憶にもある……そうだ、お前の言うとおり、奴は何もしていない。だが、絶対に何かしているんだ！」

「そ、そ、そんなこと私に言われても……っ！」

「目の記憶は完璧じゃない――仮面をつけている時の光景は〝第三の目〟の記憶には残らないし、獣けものになっている時のことも覚えていられない。他にも、行方不明の魔力とともに消えてしまった記憶もあるようだ。どうしても思い出せない呪文がいくつかあるからな。ぼくはそれを回収せねばならないんだ……今すぐに！」

　カインは忌々しげに髪をかき乱した。

「言え。ジークフリートは宝冠の魔力を割って、どこに隠した!?」

「し、しらない……！」

　こんな怖い眼差しで睨まれるくらいなら、知っていたらいくらでも教えてあげるけれど。

「お前なら知っているはずだ！　噓をつくと、今夜の晩ばん餐さんは、お前の友人の生肉のフルコースと、血のワインを飲ませてあげると言ったよね？」

「そんなこと言われても、知らないものは知らないの！」

　シェリルがジークと再会して、たった一カ月。それ以前の約五年間に何をしていたかなんて、知っているはずがない。

「その子犬がどうなってもいいというのか？　さすがは魔王の妃、無情だねシェリル。……それなら、こう脅そうか？」

　急に優しげな口調を取り繕つくろってカインは言った。

「ジークフリートを嬲なぶり殺しにすると？」

　シェリルは目を見開いたが、それは出まかせだと分かっていた。ジークは地上にいる――あの石像の群れの中ではなく、カインがおいそれとは出て行けない太陽の輝く王国に。

「噓つき。あなたはジークを石に変えてないわ。だって彼は、地上にいるもの！」

　記憶のない彼を、無理やりこの国に連れて来なくて良かったと、シェリルは心から思った。

　仮面越しのカインの青い目が、わずかに見開かれる。

「地上で会ったのか？　……ふうん。やはり、あいつを逃がすべきではなかったか。まさか、部屋に逃避用の魔法陣なんか用意しているとは思わなくてね、うっかり逃げ込まれてしまったんだ。どうせ記憶もないし、害にはなるまいと思っていたが。――独身時代の恋人は元気だったかい？」

　嫌味たらしくカインは訊く。シェリルは、『私は今も独身よ！』と言ってやりたい気持ちでいっぱいだった。

「あいつは、石せき化かから解いてもらった直後のぼくのように馬鹿丸出しだっただろう？　シェリルという名の女の存在も忘れて、他人同然になっていて……だから君は、一人で魔界に戻って来た。ぼくから目を奪い返し、奴の記憶を取り戻すために。そうだろう？」

「目を奪い返そうとまでは考えてないわ。ジーク、地上で幸せそうだったもの……」

　カーデュエイルには、一人の魔王が必要だ。

　ジークを人間のまま暮らさせるためには、どんなに横おう暴ぼうでも、破壊主義者でも、新魔王としてのカインは絶対に必要なのだ。彼に前魔王としての実績があるなら、きっと心強い……はず。

「くく……シェリル、君は思っていた以上に馬鹿な女の子だね？　ぼくがジークフリートをそのまま放っておくと思うのか？　魔力が回復するまで眠ったら、ぼくは残りの星を落とすつもりだった。――こうして」

　カインは仮面を外した。右手を天に向かってかざすと、その先にあった緑の星が震える。第三の瞳が大きく見開かれ、星はふらふらしながら地上に落ちてきた。

　息を呑むシェリルの視線の先で、星は長い尾を引いて、砂丘の端に落ちた。

　爆音とともに、輝く星は大地に激突して燃え上がり、残っていた森に炎を移す。燃え尽きた星の成分は死の灰となって辺りに雪のように降り注ぐ。

「星なんか落として、どうするのよ……」

「ノーヌ川だ。あと少しで、あの流れが途と絶だえる。死の灰で川を埋めれば、人間どもがこちらへ渡れるようになる。――新しいぼくの王国に、千人の奴ど隷れいを連れて来ることが叶う」

「カーデュエイルに人間を攫さらってくるつもり!?」

「ともに復ふく讐しゆうの盃さかずきを飲み干そうと誓ったろう、愛いとしいシェリル？　計画を教えてあげよう。まずは娘たちを攫ってくるんだ。血を交配させれば、太陽の光にも耐性のある子供らが生まれるからね。直射日光さえ浴びなければ暮らせる程度までになれば、――君を世界の女王にしてあげるよ。争い合う千の小国をすべて潰つぶして、厚い雲で天を覆い、新しいカーデュエイル王国が生まれる」

　カインは鋭い三つ目の眼差しで、シェリルを見据えた。

「そのためには、この程度の力ではだめだ……完全な魔力が必要なんだ！　言え。ジークフリートの宝のありかはどこだ？　直接知らなくても、何か思い当たるものがあるだろう。どうしても思い出せないなら、仕方がない。あの男を引き裂いて髑どく髏ろに喋らせよう……それとも、この手で頭ず蓋がいを叩き割り、脳のう髄ずいと一緒に記憶を引きずり出す方が、我が妃の好みか？」

「や、やめて……考えるからっ！」

　震えながらシェリルは必死に思い当たるものを探した。ジークの宝物。一番大事にしているものといえば――シェリル？　のろけている場合ではなかった。シェリルにくれた守り石？　違う。強い魔力のこもっているものだろうから、砂……？　そんなものには思えない。いったい何？

　でも――やっぱり変だわ。ジークは、第三の目を抉えぐれば人間に戻れることさえ知らなかったのに。〝目〟の力を二つに分けるなんて、わざわざするわけがない――。

「あっ」

　三つ目が二つ？　――そういえば、今の魔界には、二人の〝三つ目魔物〟がいる。

　前魔王の娘と言われている、セリィーリアだ。

　もしかして、三つ目の子供が生まれたせいで、宝冠の能力は二つに分かれてしまった？

「思い当たることがあるようだね。さあ、言って？」

　うすら笑いを浮かべ、猫撫で声でカインが言う。シェリルの顎あごを冷たい指が撫ぜる。

「目の力は……」

　秘密を教えたら、カインはどうする？　幼いセリィーリアの額の目を、きっと抉ろうとするだろう。生まれついて三つ目の少女が、その目を失ったら……怪我や記憶喪失だけでは済まないかもしれない。死んでしまうかも！

「お、思い出したけど、言えない……言ったら、あなたは、もう半分の力を持っている人を殺しちゃうわ」

「ふうん。シェリル、君がそんなに残ざん忍にんな女性だったとは知らなかったよ」

　魔王はさらりと言い、兵士の槍やりを奪う。生贄台で目を丸くするラエルに突き立てようとした。

「まっ……待って！」

　シェリルは魔王の腕にしがみついた。

「一分だけ待とう。ダロス卿きよう、我が妃を押さえていろ。シェリル、その間にいいものを見せてあげよう。……天を守護する支配者たち――力に溢れた聖霊たち！　魔界に雨をもたらし、風をもたらし、闇で包む悪戯いたずら者ものたちよ！　闇の王国に、光の柱を見せよ。目を灼やくような輝きを、大地に！」

　声を張り上げたカインは、場所を示すようにいくつかの方角に向かってルーンを刻む。

　空がにわかに騒がしくなった。天に隠れていた猛獣が目覚めるがごとき咆ほう哮こうが轟とどろいたかと思うと、にわかに空に稲光が走る。雷が次々と落ち、石舞台の周りに石化していた兵士たちの前にあった石せき板ばんを、一つ、また一つ砕いてしまった。

　すると、石化していたはずの兵士たちが、一いつ斉せいに生身の魔物に変わり始めたのだ。

「あの軍隊、石じゃなかったの!?」

「石板の〝目〟に魔力をこめて睨ませていただけだ。魔物どもは短気で、長時間、同じ場所で待機できないからね――ほら、そろそろ言えるかな？」

　優しそうと錯覚するほど優美にカインは微笑む。魔物貴族に捕らえられたシェリルは、もう逃げられない。磨き抜かれた槍の先端は、ラエルの首のすぐ側にある。自や棄けになって、シェリルは口を開こうとした。

　その時、背後で山や羊ぎ魔物の絶叫が響き、視界を赤黒いものが飛んだ。

「コンニチハ、魔王陛下」

「オレ、あんたの奥サン、好・キになっちゃっタ！」

　どこからともなく投げつけられた二股蛇がカインの首に絡みつき、それぞれ挨拶する。と思うと、先に喋った方がガブリと魔王の首筋に嚙みついた。激痛にカインは膝を折る。睨まれるのを防ぐように、蛇の尻尾が頭に絡みついて第三の瞳を覆い隠す。

「うぐっ……！」

「シェリル、無事かっ！」

　この声は――。

　振り返ったシェリルは、想像通りの人物を見た。燃えるような赤毛に精せい悍かんな横顔の青年はシェリルを背中にかくまい、襲ってきたサイ兵士の剣に即座に応戦する。

「こっちは大丈夫だよ！」

　明るい少年の声がしたかと思うと、生贄台に縛られていたラエルを拘こう束そくする縄が切られた。

「さあ行こう！」

　幼い男の子は片手にラエルの、もう片手にシェリルの手を握り、魔王の側から逃げようと手を引く。

「えっ……あなた誰？　それにウィリアムが――！」












「オレのことは気にすんな！　早く地上へ！」

「二度もあなたを置いていけないわ！」

　そんなことをするのは一度で十分だ。あの後、どれほど胸が痛んだことか。

　決してここを離れまいと足に力を入れた時、ダロス卿の乾いた悲鳴が響いた。

　山羊のごとき角を持った魔物貴族は、小柄な三つ目のライオンに後ろから肩を喰いつかれ、その姿勢のまま、恐怖に顔をひきつらせて石化していた。

「セリィーリア？　……だめ、こっちに来ちゃだめよ!!」

　カインに顔を見られてはいけない！　シェリルは、ウィリアムとともに新魔王と戦う気き迫はくを見せているライオン娘を止めようとした。普段のセリィーリアの三つ目には、人の動きを縫い留める程度の力しかない。だが、獣姿になった時にはその力はずっと強くなり、目が合った者を石化させることができる。

「ねえさんのことは大丈夫だから！　僕らは逃げるんだ！」

　金髪の少年はきっぱりと戦力外通告をして、役に立ちそうもないシェリルとラエルを最前線から離脱させようとする。

「だめっ！　カインの狙いはあの子なの！」

　シェリルが叫んだ時、当のカインが顔を上げた。首筋に牙を立てる毒蛇をむしり取って投げ捨てる。とうとう、第三の瞳があらわになった。

　首筋からは毒液と血を垂らしながら、魔王は瞳を輝かせて、目の前の三つ目獅子を見た。痛みに顔を青ざめさせながら、右手で傷口に癒しのルーンを記しるす。

「……こいつが、ぼくの残り半分の魔力か」

「カインやめて！　セリィーリアはあなたの娘なのよ！」

　シェリルの叫びも虚しく、カインはうっすらと笑う。

「力を感じる……それこそ、ぼくが探していたものだ。だが――」

　呟いて、カインはがくりと膝を地面についた。続いて両腕も、力なく地面に投げ出す。

「残念ながら、人間の体ではこの毒に対抗しきれないようだ……。魔物ども、地上に向かって進軍しろ！　ぼくは後から行く、大地を血に染め、男どもを喰い殺せ！　子どもは奴ど隷れいに、女どもは片っ端から略奪して、お前たちの残忍さを見せてやれ……！」

　叫びながら、カインはジークが化けるのと同じ十二本足の巨大な獅子に変わっていった。

　違うのは、ジークの場合は尻尾が二つだったが、カインには三つあることくらい。

　魔王の命令を受けた兵士たちは歓喜の雄お叫たけびを上げ、我先にと砂に覆われたノーヌ川跡に向かって進軍して行く。

　止めなきゃ。地上が、ジークが喰い殺されてしまう！

「ガルルルルゥ！」

　焦るシェリルの目の前で、真の姿をさらしたカーデュエイルの魔王は遠吠えを上げた。
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「羊飼いどもめ……今夜は花火で遊んでいるのか？」

　手て斧おのを肩にのせたジェイソンは、ランプ片手に夜の森を一人歩いていた。

　散歩……ではない。

　夜が更け始めた頃、川の方角でものすごい大だい音おん声じようが響いたのだ。まるで、大地震か星でも落ちたような音だった。

　空には少々不気味だが、美しいオーロラがたゆたっている。

　例のごとく、アンネは気味悪くて眠れないと言いだした。「ちょっとだけ見てきて」という婚約者の願いに従い、庭に出ようとすると、「念のために」と薪まき割わり用の手斧を持たされた。

　庭に出て家の周りを見回るが、何も起きていない。ただ、轟ごう音おんのした方角で大きな火ひ柱ばしらが立っているのが見えた。森の奥だというのにそれが確認できるほど、炎はひどかった。

「あいつら、森を燃やすつもりか？　いい加減にしておけよ……」

　ジェイソンは羊飼いどもに苦言を呈するつもりで、火柱の立つ森に向かう。アンネが「見てきて」と言ったのは家の周りであって、森ではない。それは百も承知だったし、もし彼が森まで見に行ってしまうと分かっていたら、アンネはそんなことは言わなかったはずだ。

「問題は根本から解決しないと何にもならないからな。今夜は、レンガを壊させはせんぞ……」

　ジェイソンが進む道は、妙な既き視し感かんがあった。……何の偶然か、あの印象的な娘が消えた方角と同じだったのだ。

「決して俺は、あいつを追いかけているわけじゃないぞ……。そうだとも。アンネの目を盗んで、探しているわけでもない。単に、――そう、単にストーキングしているだけだ。……いやいや違った！　狂った羊飼いどもに文句を言ってやるべく、森の見回りをしているだけだ」

　辺りで、キィキィ鳴きながらコウモリが飛び交うのを見つけるたび、つい目で追ってしまうが、これもストーキングではない。

　火柱はしばらくして収まったが、続いて稲いな光びかりが輝いたので、ジェイソンは乱らん痴ち気き騒ぎをしている羊飼いどもを見失うことはなかった。

「川が……ない？」

　しばらく森を進んだジェイソンは、ベルフィン川が埋め立てられているのを見つけた。いくら浅い川とはいえ、幅はかなりあったのに。それだけではない。辺りを見れば、川の奥にうっそうと茂っていたはずの、人間が踏む込むのを拒むような広大なベルフォーレの西森までも消え去っていたのだ。

　その先に見えるのは、広大な砂丘と枯れた木々の禿はげ山、いくつかあいた大きな陥かん没ぼつ穴あな。

「何が起きたんだ……？　これは俺の夢か」

　そうならば、夢解きせねばならない。こんな妙な夢を見るからには、自分の深層心理には何か大きな問題があるのだ。まさか、女性問題だとは思いたくないが。

　その時、狂ったような獣の鳴き声と人間どもの浮かれた叫び声が聞こえた。

「羊飼いども、また酒と薬で出来上がっているな。夢解きは後だ」

　声が聞こえる方に目を凝らしたジェイソンは、砂丘に砂すな煙けむりが立っているのを見た。見たところ、かなりの数の動物が集まっている様子だ。

　その大群が、いっせいにこちらに向かってくる。

　ジェイソンは、アンネに無理やり持たされた手斧に視線を落とし、木の根元に置いた。

「魔法を使うには邪魔だ。ランプは――これも邪魔だが、消すと手元が見えん」

　呟いたジェイソンは、ランプを木の枝に吊り下げ、大地に魔法の言葉を記していく。

　ここはもともと川だった場所だ。水脈をよみがえらせてやれば、あたりは泥化して羊どもは痛い目に遭うだろう。

「水脈が……予想以上に深いな。――間に合うか？」

　羊どもはあと少しでここまで来る。それなのに、あたりの灰は魔力を吸い込んでしまい、普段の半分しか力を発揮しない。

「ひゃっほう――！」

「壊せ壊せ、ブチ殺せぇ！」

　羊飼いどもの奇声を間近で聞いたジェイソンは二度目の魔法の呪文を途中で放棄し、立ち上がった。

「やむをえん。手斧で戦おう」
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　暴れ狂う三つ目の獅子魔王に、一いつ対ついの赤毛の組み合わせが挑いどんでいた。

　人間と魔物。ともに赤毛で息のぴったり合った二人は、まるで長年のパートナーのよう。ウィリアムが剣を振るえば、獅子のセリィーリアが隙のできた喉のど笛ぶえを狙う。セリィーリアが狙われれば、ウィリアムが魔法の火ひ矢やを打ち込む。

　最初の頃、魔王は二匹の敵に翻ほん弄ろうされていたが、それも長くは続かなかった。

　狙い澄ました魔王の前足が、赤ライオンを蹴り飛ばす。まだ子供で体重も軽いライオンは吹っ飛ばされ、石柱に激しい勢いで背骨を叩きつけられた。意識を失って、床に落下する。

「猫娘！」

　ウィリアムが叫び、シェリルが側に駆け寄る。毛皮を纏っていたセリィーリアの全身は、小さな女の子のものに変わっていった。弟のベルギウスの場合、基本の姿は有ゆう翼よく獅子だが、セリィーリアの場合は人間形がただ。それに戻ってしまうということは、相当の衝撃だったのだろう。

「セリィーリア！　大丈夫？　しっかりして！」

　治るよりも腐る方が圧倒的に多いと、城中の知人からお墨付きをもらった不得意中の不得意の治癒魔法を、シェリルは幼い娘の背中にかける。反応がないので、もう一度。

　少女はぐったり三つの目を閉じたまま、ぴくりとも動かなかった。体が腐ることはなかったが、治ってもいないようだ。

「どうしましょう……！」

「僕が治療する」

　幼い金髪の少年が、セリィーリアの体を引き取った。シェリルはその反対隣にいた犬耳の少年を見上げた。見たところ、ラエルに傷はなかった。

「ラエル、お願い！　ジャッカルになって地上に走って！　森の中に家があるの！　そこにジークがいるから、眠っているのを起こして危険を知らせてあげて！」

「森に家？　魔王様が？　しかし、わしがいなくなったら、おぬしは――」

「いいから今すぐ行って!!　お願い……っ！」

　森に入って最初の家が、ジークの住すみ処かだ。このままではジークが魔物に殺されてしまう！　砂煙を上げて地上に進む魔王軍に寝込みを襲われて。

　すべての人は助けられなくても、ジークだけには死んでほしくない。身勝手と言われてもいい、シェリルが身を引いたのはジークの幸せのためなのだから。

　目の端に涙を光らせて頼むと、もう何も言わずにラエルはジャッカルに化けた。全速力でノーヌ川のあった方向に走って行く。

　意識を失ったセリィーリアもなんとかなりそうだし、魔王軍のこともラエルに任せた。あとは、最大の難関――ウィリアムの援護をして魔王を倒すだけだ！　立ち上がろうとしたシェリルを、少年が止めた。

「どこいくの。おねえちゃんには何もできないでしょ！」

「いいえ私には、傷を腐らせる治癒魔法という、立派な武器があるわ！」

　自信をみなぎらせて言うと、金髪碧へき眼がんの少年は目を丸くした。

「本気？」

「本気よ！　魔力が足りない？　それなら、魔王から吸い取ってやるわ！　こんなひどいことをするんだったら、もう許せない！　カインの目を抉ってやる……！」

　シェリルはサイ男が使っていた槍を拾い上げる。かつて魔女は魔王の目を抉り取ったと言っていた。でもシェリルは、魔女のように鉤かぎ爪づめを持っているわけではないので、武器が必要だ。

「王を失った魔界がどうなるかは分からないわ。だけどジークを傷付けるっていうなら、もうカインを魔王のままにはしておけない！」

　シェリルがカインを睨みつけて槍を構えると、治癒をかけ終わった少年はそっとセリィーリアの体を横たえた。

「そこまで言うのなら……せなかに乗って！」

　シェリルがひと瞬まばたきする間に、少年は姿を変えた。深く眠っているセリィーリアの隣にいたのは、ふさふさの黄こ金がね色いろの毛並みに、一対の雪のような翼をもった仔ライオンだった。

「にゃーう！」

「ベルギー……！」

　驚くと同時に、やっぱりともいうような気持が湧く。薄々感づいてはいても、それでもこの目で見るのは衝撃だった。

　あの男の子は、セリィーリアの双子の弟だったのだ。ずっと猫姿で、ずっと猫語しか喋らなかった甘えっ仔だったのに――王位簒さん奪だつともいうべき大事件で一気に成長した。

　早く、と言うように翼をはためかせるセリィーリアの弟の背に飛び乗り、シェリルは首周りにしがみついた。

「行きましょう！」







　有翼ライオンとシェリルが獅子王の背後から息をひそめて近づいて来るのを見たウィリアムは、傷付いた腕に剣を構え直す。

　カーデュエイルの魔王は、とても一人で戦える相手ではなかった。まともに視線を合わせれば石になる。鋼はがねの刀身に映る反射像を見て視線を避け続けてきたが、それももう限界だ。体力もゼロに近い。

　シェリルに、セリィーリアと同じ程度の戦闘は期待できない。これでもう、おしまいか。

　――それとも最後にひと勝負、仕掛けるか？

　ウィリアムの脳裏に、勝率の低い賭けが浮かぶ。そして珍しいことに、わずかの恐怖感が腹の底に忍び寄る。

　――だが、こっちが生き残ればなんとでもなる。シェリルはわざわざ地上に上がって最後の一人まで石化を解いて回った。信じろ。信じるんだ。

　お前はそんな臆病者だったのか、ウィーレス？　てめえの命を後ご生しよう大事にしてて、勝てる相手じゃねーよ。……覚悟決めろ！

　ウィリアムは深く息を吐き、これまで相手にしてきたどんな敵よりも大きな獅子王を睨みつける。かつての魔王だっただけあって、魔力の扱いに精通しているらしい。あのジークフリートが化けた姿よりも一回り大きい。それに、暴走するだけだったジークに比べ、いくばくかの理性もとどめているようだ。

　だが、無敵に思える敵にも弱点はある。すでに息を切らしているのだ。ウィリアムが連れて来た二股蛇の毒がまわったせいか、それとも疲ひ弊へいしているのか、動きは鈍い。

　あと少し、あいつを振り向かせず、視線をこっちに引きつけておければ――。

「来いよ、仔猫ちゃん。残りの敵はオレ一人だけだぜ？　息が上がってる場合か？」

　嘲あざ笑わらうと、魔王は牙をむいた。その体力と視線を少しでも奪おうと、ウィリアムは前足の間を縫って腹に切りつける。

　銀砂が、溢れるほどに零こぼれ落ちた。これだけ魔法の砂があれば、きっとシェリルはすぐにも石化の呪いを解いてくれるだろう。

　もうすぐそこまで、シェリルとベルギウスが魔王の頭の後ろに近づいている。魔王の視線が、気配に気づいて振り返りかけた。

「こっちを見ろっ！」

　武器である剣を口めがけて投げつける。魔王は牙で止め、恐ろしい形ぎよう相そうでウィリアムを睨んだ。

　遮さえぎるもののない邪じや眼がんが、ウィリアムの全身を縛る。体が一気に凍りついていく。

　シェリル、あとは頼んだ――……。

　瞳を開いたまま、ウィリアムの意識は途切れた。
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「ギャアアア！」

　第三の瞳のすぐ上に槍を突き立てられ、魔王は喚わめいた。シェリルはそのまま柄つかを動かして目玉を抉り取るつもりだったが、痛みに暴れる魔王の力に敵かなわず、槍は手を離れてしまう。

「あっ！」

　カインは額に槍を刺したまま暴れまわり、悲鳴を上げながら背中を石畳に押しつけて転がった。巨体の魔王が渾身の力で体当たりしたため、石柱が二本、根元から折れて倒れてくる。

　前足で槍を外そうとするが、短い前足が何本あっても額までは届かない。額から血を流しながら、カインは人間の姿に戻った。

「く――……」

　まだ少し毒が残っているらしい顔は青ざめている。肩で大きく息をつきながら、カインは槍を引き抜いた。

「シェリル……愛する夫に、よくもやってくれたね？　――やはり女は裏切る」

　暗い眼差しがこちらを睨む。石にされるかと思ったが、カインは視線をすぐに外した。疲れた体に余計な魔力を使おうとはせず、もっとも手近な一本の石柱に向かって歩き始める。

　その根元には、赤毛の少女が眠っていた。

「セリィーリア！　……逃げて！」

　悲鳴を上げるが、倒れたままの少女には届いていない。ベルギウスは姉を助けようと羽ばたいたが、間に合わない。

　カインはセリィーリアの足元に跪ひざまずいた。

　血に濡れた手を、少女の額に這わせる。

「ぎゃああああ！」

　砦とりでの下の方から、魔物たちの悲鳴が聞こえた。何か大騒ぎしているようだが、気にかけている余裕はない。

「カイン、やめて……！」

　問答無用で少女の目を抉るかと思った指は、セリィーリアの頰にかかる赤毛を払いのけただけだった。ぴったり瞼まぶたを閉じた三つ目の上に深紅の前髪がぱらぱらとかかる少女は、ただの人間の幼おさな娘ごのよう。

「この娘……ディアネイラに似ている」

　眠る少女の顔を見つめたカインは、不思議そうに呟いた。

「カイン、それはあなたと魔女の娘なの！　魔力が二つに分かれたのはジークのせいじゃない、あなたが魔女と恋に落ちたせいなのっ！」

「……なんだって？」

「殺しちゃだめ！　目を奪うのもだめ！　死んじゃうかもしれないっ！」

　カインは、セリィーリアの閉じた三つ目の上に手をかざす。その下の魔力と自分の魔力が共鳴するのを感じ取るように、気配を研とぎ澄ます。

「……そうか、ああ……それで……」

「魔女はもういないわ。けれど、セリィーリアの成長を願って平和な魔界を作って！　父親ってそういうものでしょ!?」

　魔王を説得しようとするシェリルに、カインはうすら笑いを浮かべる。

「残念ながら、彼女と一緒にやりたかったのは地上の殲せん滅めつであって、平和な魔界なんかに興味はないね。復讐こそ、流浪民の悲願だ」

　やっぱりカインは魔女の恋人だった。魔女は子供を持って少し改心したけれど、カインは自分が子持ちだと知ってもまったく心動かない様子だ。

「この娘も、成長すれば、君より役に立ちそうなぼくの妃になりそうだ」

「はっ!?　実の娘よ、妃はあり得ないでしょ!!」

「どうでもいいことだ――が、彼女に似すぎていて、気に入らないな。ぼくは偽物は嫌いだ」

　カインは瞳を邪悪な色に染めると、セリィーリアの額に爪を突き立てる。

「きゃああああ、やめてえ！」

　シェリルの悲鳴に、なぜかベルギウスとカインの呻うめき声がかぶさった。

　突然、石舞台が煌こう々こうと照らし出された。純粋な白色光が辺りに満ち、ドレスから露出したシェリルの肌にヒリヒリした痛みが走る。

　まともに光を浴びたカインは顔を押さえ、のたうちまわっている。ベルギウスもその場にうずくまって両前足で鼻先を覆っていた。

　一番被害が軽いのは、シェリルだった。この痛みには憶えがある。こんな効果をもたらすのは一つしか考えられない――さっきのは、太陽の光？

「お前たちはそんなに太陽光が嫌いなのか？」

　眩しく輝くランプを片手に、ジェイソンが言った。

「ジーク……？」

「この金髪男も、人間そっくりに見えるが、こうも苦しむところを見ると、人外か？」

　シェリルは、ジェイソンの足元の陰に隠れるようにして、ジャッカルの子犬がいるのを見つけた。こちらも先ほどの白はつ光こうを浴びたらしく、頭を抱えている。

「わかった。さては、こいつがあの狂った羊ども――魔物どもを操る羊飼いだな」

　ジークのジェイソンは言い、ランプをますますカイン父娘に近づける。

「いったぁい……!!」

　光に照らされ、全身を灼かれるような衝撃を受けたらしいセリィーリアが、つぶらな瞳を大きく開いた。目の前にいるジークフリートに気づいて、三つの目を輝かせた。

「あっ、パパだ！」

「う――」

　ジークは幼娘の三つ目に驚いて、こわばってしまった。――のかと思ったら、邪眼に射抜かれたせいで、動けなくなっていた。

　この目は何だ、なぜこんな化け物娘が俺をパパと呼ぶ、と言いたそうな驚愕の顔をしている。

　シェリルはジークの側に駆けつけ、白光から庇かばうようにセリィーリアを抱きしめた。シェリルを傷付けまいと、ジークはランプの光度を落としてくれた。

「セリィーリア、怪我はない？　どこか痛いところは？」

「全身いたいよー。ウィーレスは？　どこ？」

　シェリルは答えに詰まった。石になってしまったとは言いにくい。その時、カインが不気味に呟いた。

「ジークフリート、やはり貴様を喰い殺さねばならないようだな……今度は逃がさない！」

　カインはまた獅子姿に変化しつつあった。自ら望んでというよりも、太陽光に本性を暴かれるようにして。

　光に苦しみながら、獅子姿の魔王が姿を現す。咆哮に、辺り一帯の大地が大きく揺れた。床石は割れ、不安定だった石柱が頭上に倒れてくる。ジークがシェリルを腕の中に庇い、ベルギウスは姉を庇う。

「もー、痛い！　さっきから痛い痛い痛いっ！」

　喚わめいたセリィーリアは、ベルギウスの毛並みの下から顔を出し、見てはならぬものを見てしまった。そこに、倒れたウィリアム像があったのだ。

「ウィーレス…………。あたし、もー許さない……あんたなんか、喰い殺してやるぅ！」

　怒り心頭に発したセリィーリアも、再び獅子の姿に化ける。カインに襲いかかろうとするが、またもや大地が揺れて、足元が次々と崩れていく。

「とんでもない化け物だな。それがお前の真の姿か」

「ジーク、光を強くして！」

　シェリルが頼むと、ジークは胸の小袋からさらに数個のキラキラ光る小石を取り出した。あたりが何倍も明るく照らされる。シェリルがあげた涙の結晶石だ――これが太陽光の源だった？

「どうせなら、お前の体を燭しよく台だいにしてしまおう」

　魔法に応えて激しく太陽の色に輝く石を、ジークは魔王の巨体に向けて投げつけた。

　カインの苦しみに満ちた悲鳴とともに大きな地震が起きて、とうとう砦そのものが崩壊し始めた。

「きゃあ！」

　転びそうになりながら、シェリルは武器になりそうなものを探した。なんとかして、カインの額の目を抉らねば。涙石の輝きが燃え尽きる前に！　あの目を取らない限り、終わらない――。

　辺りに視線を送った時、視界を羽ばたく白い翼がよぎった。有翼の仔ライオンが、光に毛並みを焼かれながら、巨大な父王に向かって飛んだのだ。

「ガルル！」

　魔王の視線がベルギウスを睨もうとした時、地上でもう一頭の赤い獅子が襲いかかった。三つ目同士の視線は拮きつ抗こうし、ベルギウスの鋭い牙が、魔王の額で傷付いていた邪眼を抉り出す。

「グアアアアォウ！」

　大地が壊れるような絶叫を上げ、魔王は倒れる。額には大きな穴があき、血は溢れ、渇いた銀砂が辺りに撒き散らされる。痛みに引きつったライオン顔は、すべての力を失ってちっぽけな人の姿に変わっていく。

　彼が人間になっても、セリィーリアは容よう赦しやしなかった。朦もう朧ろうとして倒れゆくカインから目を逸らすことなく睨み続け、石に変えてしまったのだ。

　カインの石像は無数の銀砂に囲まれて、驚いたような表情で立ち尽くしていた。

　その時、ベルギウスが奪い取った三つ目の宝玉を、慌てたように地面に吐き出した。まるで、舌の上に〝目〟が同化しようとしたのを感じ取ったかのように。

　魔性の宝石は誰の手からも離れ、銀砂の上を転がる。そして、ボロボロの床石の上で、止まった。

　その直後――恐ろしいことが起こった。

　大地に捨てられた〝目〟は、種子を守る外がい殻かくのように、美しい宝冠の姿をとった。満月にも思える眩まばゆい琥こ珀はく色いろに宝玉がきらめいたのを最後に、魔界から、すべての明かりが消えた。

　月も、天に残されていた星々も。空を我が物顔に蠢うごめいていたオーロラも、燃え盛っていた火山さえも、不気味に静まった。風も止まり、大地だけが怒ったように鳴めい動どうした。

「シェリル、危ない！」

　冠を拾おうと手を伸ばしたシェリルに向かって、ジークの声が響く。轟音をたてながら崩れ去る石舞台の中で、力強い腕がシェリルを守るように抱きしめた。
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「ねえ、みんな無事でいる……？」

　カーデュエイルから魔王がいなくなった。

　それを全国民に知らしめるかのように、明かりは消えた。時は止まった。蠟ろう燭そくを吹き消したように、魔界は真っ暗になり、自分の手さえも見えない闇が世界を覆った。

　まるで、狐に化かされてずっと都みやこの夢を見ており、唐突に山奥の洞窟で一人目を覚ましたかのような気分だ。

「あたしはいるよー。ベルギーは？」

「にゃおん」

「わしも忘れないでくれー」

　これはラエルの声だ。あとは――。

「俺もいる・ゾ！」

「オレもオレモ！」

　誰か分からないけれど、色々いるみたいだ。

　もちろんジークは、シェリルを抱きしめてくれている。

「なぜ明かりが消えたんだ？　いきなり月光も星も消えるとは、ここはおかしいぞ」

　シェリルは、手探りで魔王の流した銀砂を見つけると、それを小山のように盛り上げ、灯あかりをともすルーンを描いた。

　たき火がついたように、灯りが照らされる。不安そうなみんなの顔が、ちゃんと見えた。

「カーデュエイルはそういう世界なの。一人の魔王が、世界の光を支えていた……。彼がいなくなると、こうして世界は真っ暗になってしまうの。だから誰かが、早く冠をかぶらなきゃいけない。――呪われた宝冠はどこ？」

「ここにあるよ」

　宝ほう玉ぎよくに触れないように慎重に冠の外側だけを持って、ラエルより幼い男の子がシェリルの側にやってきた。肩を越えるまで伸びた金髪を持つベルギウスだ。

「シェリルおねえちゃん、魔界のことなら心配しないで。僕が後を引き継ぐから。……二人は地上に帰って、平和に暮らせばいい」

「えっ！　なんてこと言うのベルギウス！　そんなのだめよっ！　あなたみたいな小さい子が、魔界の犠牲になるなんておかしいわ！」

「小さくても僕には魔力があるし、カーデュエイルは僕のふるさとだもの。それに金髪に青い目だから、一番条件にかなうよ。この冠、金髪碧へき眼がんじゃないと相性良くないんでしょ？」

「だめっ！　魔界を背負うのって大変なのよ、五歳のうちからそんな苦労しなくていいわ！」

　それはシェリルの本音だったが、その他にも、ほんのわずかな不安があった。

　カインは、〝目〟さえなければ超善人だった。ひとたび三つ目魔王になったら、心の奥底に抑圧されていた第二の人格でも出て来たのか、狂ったような行動に走り始めたのだ。

　そして息子のベルギウスもまた、普段はとても賢くて、優しくて、性格の良い少年だ。

　見た目はカインにそっくりだし、万が一、二重人格なところまで似ていたらと思うと、怖くて夜も寝られない……。

「僕、あの人ほど壊れたりしないよ。だって、迫害されたこともないし、恋もしたことないし」

「なおさらだめよ！　これから人生の色々な経験が待っているのに、魔王なんかになって重たい定めに縛られちゃだめ！　人のために生きるのは立派なことだわ、でもそういうのは大人になってからでいいの！　子どもの時は無邪気に遊んで、夢を見て追いかけて、傷付いたりしながら成長することに全力をかければいいの！　ここは私がかぶるわ！　一応金髪だし、緑の瞳も碧の瞳も似たようなものですもの、いけるわ！」

「でもシェリルお姉ちゃんじゃ、魔力がぜんぜん足りないよー。あたしがかぶるっ！　もともと三つ目だもん！　あいしょう最高だよ、きゃははは！」

　その通りだ。セリィーリアだったら、冠をかぶっても狂うこともないだろう。もしかしたら四つ目娘になってしまうかもしれないけれど。

　――しかし。その軽い笑い声が怖いと思うのは、気のせいだろうか？

　公開処刑を楽しみにしていたり、人面魚を踊り喰いしたり、少々性格に問題のある魔女の娘。そんな彼女が、ものの道理も分からないまま魔界の女王になったら、何をしでかすか……。あぁ、怖くてやっぱり夜眠れない。

「俺も立候補スルッ！　蛇顔にはモウ飽き・タ！　トサカより冠がイイ！」

「オレも！　オレ、お妃に恋しタ！　王様になって、お前を嫁にシ・たい！」

　何か変なモノがいると思ったら、二股の蛇だった。そのうちの一匹が、シェリルの腕に甘えたように絡みついてくる。シェリルはもう、この猛毒の魔物蛇たちを怖いとは思わなかった――ひんやりしたウロコには、びっくりしたけれど。

「あのね、分かってる？　これは遊びじゃないのよ。この冠は呪われていて――」

「俺もかぶりたい」

　蛇兄弟を思い留とどまらせようとしたシェリルの後ろで、そっと手を上げた金髪碧眼青年がいた。

　シェリルは振り返ってその顔を見つめ、声をひっくり返らせた。

「ジーク!?　あなただけは絶対だめっ！　自分が何言ってるか分かってるの！　それはね――」

「なぜ俺だといけない？　世界中のみんなが――人も魔物もこぞってかぶりたくてうずうずしている代しろ物ものなら、俺もかぶってみたい。金髪だと相性がいいんだろう？　いや決して俺は、お前を嫁にしたくてうずうずしているわけではなく！」

「お前、ダレダ？」

「オレの大スキなお妃サマの何・ダ？」

　蛇たちがシュウシュウと鼻息を荒立てながらジークに問う。

「俺とシェリルの関係？　……そうだな、ありていに言えば、友達以上、ストーカー未満だ」

　ジークは本気のようだったが、シェリルはそれどういう関係、と突っ込みたくなった。

「蛇の息子たちよ、お前たちこそシェリルの何だ？」

　二匹の蛇は顔を見合せた。

「……オレタチも、友達以上ストーカー未満ダ！　ココまで、何のカンケ・イもないのに、つきまとってキタ！」

「モウほボ、ストーカー・ダ！　お前ヨリすごいゾ！」

「そうか。ではストーカー未満同士、仲良くしよう。……今は未満だが、俺もそのうち立派なストーカーになってみせるからな、負けはせんぞ」

　握手を求めてジークは手を差し出す。蛇は尻尾を絡みつかせて、親愛の情を返した。

「そんな会話で仲良くしないで！　とにかくジークは絶対だめ、早くアンネさんの所に帰って！」

　シェリルが叫ぶと、ジークは悲しげな顔をした。

　俺では嫌なのか、と言いたげな切なげな眼差しに無言で見つめられ、シェリルは返事ができなくなる。

「いいんじゃないかな」

　さりげない口調でベルギウスが言った。

「一番世界が安定するのはお父さんだよ。本人がかぶりたいって言うんだし、かぶってもらえば？」

「でもジークは地上に家庭が――！」

「ちょっと待て。今、『お父さん』と言ったな？　ひと目見た時から、もしやと思っていたが――やっぱりお前は……俺の息子、なのか……？」

「そっくりでしょ？」

　ベルギウスは微笑ほほえみ、ジークはそれを肯定だと思ったようだ。母親を探すように視線を動かして、シェリルを見た。

「……隠さずに、本当のことを教えてくれ。俺たちの関係について」

　じっとシェリルを見つめるジークの視線は、だんだん熱を帯びてきた。

「子供までなした仲なら、俺は――」

　シェリルはその続きを聞きたくなくて、ジークの手を取り、カインの落とした魔法の銀砂を両手に山ほどのせてしまう。子供がいるから、という責任感で、魔界と自分を選んでほしくはなかったのだ。

「――どうしてもかぶりたいっていうなら、試練を与えるわ！　この試練を越えられたら、冠をかぶってもいい。でも、越えられなかったら一人で帰って！」

　ジークに銀砂を持たせて、辺りの瓦が礫れきの合間からある程度形の残っている〝扉〟を探す。カインに教えてもらった、扉の向こうの空間を、別の場所に繋ぎ換える魔法をかけた。







　シェリルが次期魔王候補の青年を連れてきたのは、真っ暗で静まり返った回廊だった。

「ここはどこだ？　秘密の脱出路か？」

「魔王城よ。……昔の魔王様が、花嫁のために造ってあげた廊下」

　誰も通らない暗い地下の大廊下の壁画は、先代魔王と恋人の、出会いから結婚までの絵物語を半分ほど作り上げた状態で放置されていた。

　作業中のゴブリンたちは散り散りに逃げてしまったらしく、誰もいない。

「見事な彫刻の数々だ。だが……なぜ放置されている？　壊されたようには見えないが」

「……どうしてかしらね。魔界の七不思議なのよ。花嫁に逃げられちゃったからかもしれないわ」

　それか、花はな婿むこが逃げたからか。

　黙って彫刻を見ていたジークは、玉座に座る自分の絵を見つけて不思議そうに呟いた。

「この男、俺に似ている」

「こっちはラエルにそっくりよ。分かる？　さっきあなたを迎えに行ったジャッカルの男の子」

「ああ。……犬が人間になるとは、不思議なことがあるものだ。不思議なのに――なぜか、懐しい気もするんだ」

「見て、このライオン魔物は当時のカーデュエイルの魔王なの。こっちにいるのがベルギウス」

　ジークは壁画に見入っている。見知った獣が彫り込んであるのを見つけて、嬉しそうにした。

　――私、勘違いしていたのかも。

　ふとシェリルは思った。

　ジークがこの廊下を公開すると言った時、「誰にも見せたくない、恥ずかしい」なんて我わが儘ままを言って大騒ぎをしたけれど、この場所にはみんなの記憶が彫り込まれている。

　ラエルやウィリアム、お爺さんにセリィーリア、ベルギウス。シェリルとジークの二人だけじゃない、大切な友人たちと一緒に過ごした時間が刻まれていたのだ。

　もし今ここにラエルがいたら、きっと彼はこう言って大喜びしていただろう。

『おお、わしの姿もちゃんと彫り込んであるぞ！　見てみいシェリル、魔王様と一緒じゃ！』

　誇らしげにはしゃぐ少年の姿を思ったシェリルは、胸がきゅうんと痛くなった。

　人生って、自分一人で作るものじゃない。

　自分だけだったら、どんなに贅沢で名誉ある立場になっても、すごく孤独だ。

　みんなに支えられて、みんなと一緒に生きる。……自分と恋人だけでなく、みんなの姿も刻んだこの廊下、胸を張ってみんなに見てもらえばよかった。

　自分の姿が、壮大な魔王城の一番立派な広間に続く中央廊下にあると分かったら、みんな目を輝かせて喜んでくれただろうに。

　――カインとのこともそうだ。

　一時は敵に回ったけれど、最初はシェリルのいい友人だった。あんな形でひどい目にも遭ったけれど、このまま終わりにしたくはない。もう一度やり直したい……。

　何も知らなかったシェリルは、馬鹿なことをたくさんしてしまった。でも何もかも知った今、もう一度優しいカインと友人になりたいと思う。追放してしまうか石のままにしておくのが一番簡単だと分かっているけれど。でもそれは、カインにとっては幸せじゃない。

　一番難しいことでもいい。みんなが、一人残らず幸せになれる道を探したい。

　魔女に裏切られたと心の奥底に悲しみを抱えているカインを、ひとりぼっちにはしておけない……。

「これはお前にそっくりだ」

　小さいシェリルが少年を押し倒している場面を見つけ、ジークは嬉しそうに笑った。

「そうよ。とっても可愛いでしょ？」

「ああ。――続きが彫られていないのが残念だ」

　一杯の花畑で少年少女が戯たわむれる場面は、途中で終わっていた。

「もう分かったでしょ？　あの冠をかぶると、王様はときどき化け物になってしまうの。仲間ともすれ違いを繰り返して、とても悲しい思いをするの。だから――」

「悲しい？　今俺が見た壁画の魔王は、どれも幸せそうだったが？」

　ジークの発言に、シェリルは驚いた。

　青い瞳を見つめ返したが、彼は本気でそう思っているようだった。

「綺麗な恋人がいて、友に囲まれて、家族もいて――記憶のない俺よりずっと幸せそうだった」

「――。……分かった。じゃあジーク、冠をかぶって。それで、もし辛かったら言って。そしたら、目を抉り取ってもう一度人間に戻してあげる。だめならやり直せばいいんだもの」

　彼がもう一度魔王になって後悔したなら、アンネとの暮らしを望むなら、その時本当に選ばせてあげればいいのだ。いま冠をかぶるという行動が、最終決定じゃない。

「試練には合格したということか？」

「ええ」

　シェリルが答えると、安あん堵どするようにジークは笑った。それから……そっとシェリルに手を伸ばす。まるで、手を繋ぎたいかのように指先に触れ、――慌てて逃げた。

「……」

　しばしの沈黙ののち、再びジークはシェリルに手を伸ばした。今度はぬくもりに驚いて逃げたりせずに、その指先をすくい上げるようにして手を握った。

　青い瞳の視線をさりげなく外しながら、勇気を絞るようにしてジークは訊いた。

「あー……もう一つ気になっていることがあって、ぜひ先に訊いておきたいんだが――」

「なあに？　子供たちのことなら、本当の私たちの子じゃないわよ。養子なの。だから、責任とらなきゃとか余計なことは考えなくていいから」

「そうじゃない。――お前が、冠をかぶった者の妻になるというのは、本当か？」

　そういえば、蛇がそんなことを言っていた。

　シェリルは返事に困った。あまりに真剣に、瞬きもしないでジークが答えを待つので、何か答えないわけにはいかなかった。恥ずかしかったけれど、思い切って言ってみた。

「……ええ。本当よ」

　いや？　と視線で問うと、ジークはシェリルの手を持ち上げ、唇に押し当てた。

「今すぐかぶりたい」

　そうしたらお前にキスすることが許されるのに――。そう言わんばかりに、ジークはシェリルの指先に、甘く痺しびれるような口づけを落とした。

「ジーク。戻って来てくれて、ありがとう。あの、私……あなたのこと、大好き」

　シェリルは自由な方の腕で、そっと彼を抱きしめる。ジークもシェリルをきつく抱きしめ返した。

「俺も、お前にまた会いたくて狂いそうだった。――魔王になってこの世界をずっと支えるから、俺と結婚してくれ」
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　次の新月――。夜明けとともに、シェリルとジークフリートの婚礼が行われた。

　それは魔界風と地上風の混合型で、十字の街を花嫁を乗せたジャッカル族が駆け抜けることから始まった。今回の花嫁は目を開けており、皆に笑顔を振りまきながら。

　魔王城に着くと、二人の子供たちが花びらを撒まいて先導するのに従い、中央廊下へ進む。

　壮麗な彫刻の施された中央廊下は、ヴァージンロード風に花とリボンがそこここに飾られており、城中の衛兵が槍を握ってずらりと並んでいた。衛兵の後ろには大勢の観客が詰めかけている。シェリルは、花嫁と魔王の物語が刻まれた廊下をしずしずと歩き、中ほどで待っていた三つ目の花婿の前に立った。王おう錫しやくを手に花嫁を待っていた魔王は、彼女を見て絶句した。

「――シェリル。その衣装は……っ！」

　魔王の顔がジークフリートであることを確認し、シェリルは秘密めいた笑みを浮かべる。

「驚いた？　素敵なドレスでしょ！」

　シェリルはジークの腕を取り、二人は廊下の反対端へ――今日のために特別に設置された祭壇へ進んだ。そこでは、神父に扮ふんしたジークの祖父が待っているはずだった。

「え!?　あの人って――！」

　祭壇の側まで来たシェリルが見たのは、見知らぬ優しげな好青年だった。胸にかけたロザリオがよく似合う。年季の入った銀の十字架は、とても偽物には見えない――。

「そう、本物の神父だ。ドミニクス卿という」

　心臓が止まりそうに驚くシェリルに、ジークは斜め後ろを示す。

　花嫁の親族が列席する場所に、心配そうな表情のシェリルの妹と、実は初めて顔を見るレイエ家の若君が並んで座っていた。妹が不安そうなのは――彼女がくれた手紙に書いてあった件をまだ心配しているのだろう。お姉ちゃんにひどいことをしてしまったと、気にしているのだ。

　シェリルが前に地上に戻った時、「あの女は魔王の妾めかけだ」という噂が流れたことがあった。父も母も必死に隠していたのになぜだろうと思っていたら、妹の仕し業わざだったのだという。

　シェリルが見合いから逃げ続けている頃、たまたま妹が姉の代わりにレイエ氏と同席し、そのとき恋が生まれてしまったのだと――手紙には、懺ざん悔げとともに記されていた。

「クロード・レイエがな、友人の神父を連れてきてくれたんだ。神学校を出たての新米だそうだが、うちの爺さんにニセ神父をやらせるよりずっといいだろう？」

　当日まで秘密にしていたジークは、に、と笑う。シェリルは感極まった声で頷いた。

「すごく嬉しい……。本当に神様に祝福してもらえるみたい。――ありがとう……」

　シェリルは妹に笑顔を向け、次にジークの手をきゅ、と握って潤んだ瞳で見上げる。

　ベール越しのシェリルの顔は、ジークにはよく見えなかったかもしれないが、彼は照れたように微笑み、シェリルの柔らかな手を握り返した。

「そうだな。ちゃんとした神父が見つかったのは、神の奇跡かもしれん。――お前のそのドレスも、とびきりよく似合っている。見た時は驚いたぞ……。どこでイサカルの花嫁衣裳なんか手に入れたんだ？」

「セネギルさんが贈ってくれたの。『これを着たら、お前もイサカルの民だ。もう悪い占いも関係ない！』って言って」

「――あいつか。やられたな……」

　これでは一生頭が上がらない、と言わんばかりにジークは唸った。

「仕方ない。そのうち俺も、あいつに花嫁候補を紹介してやらんといかんな」

「あ、じゃあアンネさんとかどう？　年回りもぴったりよ！」

「アンネ？　それはだめだ！　……ここだけの話、爺さんが夢中なんだ！」

「えっ！」

「たまに若返り薬を飲んで、浮かれ顔で庭で踊おどっているだろう？　そういう日は、朝から土産みやげ片手にアンネを口説きに行ったあとなんだ。セネギルは、結婚を約束するまでは娘の手も握ってはならんと思っている堅かた物ぶつだし、口説き文句で爺さんに勝てるとは思えん！」

「でも心に響くのは口説き文句じゃなくて真心だから、わからないわよ？」

　シェリルは微笑んで、ジークの左腕に寄り添う。

　二人は呼吸を合わせて祭壇に上り、神父ドミニクス卿の前に立った。

　神父は時々つっかえながら愛とは何かを語り、夫婦の尊さについて説教する。これからは、何事も自分を中心に考えるのではなく、二人の調和を中心に生きるようにと……。

　ありがたい訓示も終わると、神父は新郎新婦を向き合わせ、ふたりの手を重ねた。

「――化ける時も、健すこやかなる時も、命ある限り互いを愛し、時に忍耐に徹てつし、手を携たずさえて生きると誓いますか？」

　彼らのために特別の言葉を用意してくれた神父は微笑んで問い、二人は同時に答える。

「誓います」

　声はぴったりと重なって、美しい二重奏のように響いた。

　互いの薬指に指輪をはめ、次に金銀のひしゃくも交換すると、新郎側の列席者の方から感極まったような仔犬の鳴き声が聞こえた。ラエルは意外にロマンチックな性格らしい。

「誓いの口づけを」

　神父が促うながし、ジークがシェリルのベールを持ち上げる。

　ものすごく緊張しているらしく、指先がかすかに震えている。シェリルも、全力で鼓動が高鳴っていた。ジークの額で、三つ目もときめいていた。シェリルをじいっと見つめたり、恥ずかしくなってあっちを見たり、そっちを見たり。またそろそろとシェリルを見たり――。

「――ねえジーク、魔王になったこと、後悔してない？」

　青い瞳を見つめたシェリルは、最後に確認したくなった。

「嫌なら、無理して魔王をやらなくてもいいのよ。星の数も少なくなったし、私にも――」

「後悔なんかしていない。……実は、お前にあと一つ贈り物があるんだ。式の最後にとっておこうかと思っていたが、そんなに心配なら先に見せよう」

　ジークは不思議なことを言い、シェリルの手を引いた。心得たように神父が立ち位置をずらし、突き当たりの壁を覆っていたビロード布を引っ張って落とす。

　布の下には、見上げるほどに大きな紺こん碧ぺきの装飾扉があった。

「さあ、これをどうぞ」

　神父の青年が、祭壇の下に隠してあった、色いろ硝子ガラス製の美しい小箱をシェリルに渡す。

「なあに？　……飴玉？」

　硝子細工の箱を開けてみたシェリルは、色とりどり、大きさも様々の宝玉を見つけた。

　とてもきれいで、美お味いしそうだ。

　その間に、ジークは細密な装飾のある青い扉を開ける。奥にあるのは、暗闇だった。

　カツン、カツン……。ゆっくりと石を打つような音が、どこからともなく響いてくる。

　――かつて覗き見た、夜空の部屋だ。

「それは、特別の魔法でつくった星の子供たち――『星のもと』だ。魔界は暗くなってしまったから、新しく星をつくらなければならないだろう？　一個ずつに、砂丘一つ分くらいの魔力が秘められている……。シェリルの好きな所に置いていいぞ」

「えっ。私が星をつくっていいの？」

　ジークは闇空の中に、シェリルの手を引いて歩いて行く。――落ちなかった。水面を歩くように、一歩ごとに足の下に魔法のさざ波を感じただけで。新月の魔界とそっくりな夜空の部屋は、青や緑のオーロラが静かに揺れ、その向こうで数少ない星が寂しく瞬またたいている。

「ああ。この音に合わせて〝誕生〟を表すルーンを『星のもと』に刻めばいい。先にルーンを描いて投げてもいいぞ。音とともに位置が固定され、天空のその座標に星が生まれる」

　シェリルは小箱から桜色の宝石を選んだ。場所を決めると、転んだ蟹かにに似ている〝誕生ペオース〟の文字を記す。星は、シェリルの望んだ場所から少しずり落ちて、夜空に浮かんだ。

「きゃあ、これ難しいわ！」

「シェリルは不器用だなぁ。……こうやるんだよ」

　くすくす笑いながらジークは素早く魔法文字を記し、青い星をシェリルの星のすぐ隣に並べる。まるで恋人のように寄り添う星たち。シェリルは、ぱっと花が咲いたように笑った。

「すごいわ！　とっても綺麗……！」

　笑顔を見たジークが、不意にシェリルを強く抱きしめた。情熱的な声が、耳元で囁く。

「――その笑顔が大好きなんだ。子供の頃、お前のその笑顔に恋して、またその笑顔を見たくて、無茶をして魔王になった。何も後悔なんかしていない。いついかなる時も、この力を使ってお前を笑わせたり喜ばせたりできるなら、もう何もいらない。俺の世界は、お前の笑顔と共にある――。愛している、シェリル。星が燃え尽きるまで、側にいてくれ……」

「ジーク。……あの、私もね、悲しみに負けずに、辛い時にも胸を張って生きるあなたが大好きなの。でもこれからは、辛いことがあったらなんでも相談してね。一緒にこの世界を育てていきましょう」

　恥ずかしさに呑まれそうになりながら、シェリルもたどたどしく気持ちを伝えた。

　二人は、銀の指輪が輝く指を絡め合い、互いの瞳に愛が映っているのを見つける。

　生まれたばかりの星々の輝く夜空の部屋で、別れて以来、最初の口づけを交わした。

　……カツン。歯と歯がぶつかってしまい、二人は驚いて離れる。もう一度額を寄せ合い、これ以上ないくらい至近距離で見つめ合うと、同時に笑顔を浮かべた。

「――さあ、新しい魔界の始まりだ！」




　その後、シェリルはカーデュエイルの空に満天の星を生み出し、ジークは埋もれたノーヌ川を元通りにした。シェリルのたっての願いで、石になっていたカインも人間に戻された。

　嫌がるジークを、シェリルはこう説得した。

「カインを魔界に置いておけば、またいつか災わざわいは起こるかもしれない。でも、起きたらまた一緒に乗り越えればいい。一度乗り越えられたんだから、二度目も乗り越えられるはず。――怖いものと嫌いなものは乗り越えるべきものだ、って言ったのはあなたでしょ？」と。

　必要なのは、二人の絆きずなをいつも強く保っておくこと。そうすれば、どんな災いが起きても乗り越えられる。

　人間に戻ったカインは、元通り超善良な青年になった。彼は約束通り〝目〟だらけの部屋を大掃除し、囚とらわれの一匹にものすごく懐かれた。どこに行っても壁中ついてくるほどに！

　その後カインは秘密の部屋も掃除し、遠き日の魔王に宛てた差出人不明のラブレターも見つけた。以来、「すごくロマンチックだよね」とすっかり純愛に憧れている。

　カインとセリィーリアの危険な親子関係もまずはお友達から始まり、シェリルの背中に生えたモノは、ベルギウスが痣あざに戻す魔法をかけてくれた。

　完治はさせられなかったけれど、ジークだって魔物だし、実害がなければ十分だと思う。

　それから――ああそうだ。結婚祝いに、城下町で林りん檎ごをぶつけ合う新しい祭りもやった。

　何もかもうまく行った。もうこれ以上、望むことはない。

　シェリルはあと一つ、何かとても大事なことを忘れているような気がしていたが、それが何か分からずにいた――。
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　ラエルの青春日記




　＠月＠日――魔王様がシェリルと結婚して、十六年後のある日のことじゃ。

　わしはこの衝撃的な一日のことを、決死の覚悟で記録に残そうと思う。




「ラーエールぅぅ!!」

　革かく命めいの離り宮きゆうで客人を出迎えていたラエルは、少女の甲かん高だかい叫びを聞き、ぴくりと耳を動かした。精せい悍かんなジャッカル姿となり、呼び声のする前庭に全力で駆けつける。

「ミュシカちゃん、どうしたんじゃ～？」

　ラエルを呼び捨てにするのは、魔王様の双子の娘のうち、姉のミュシカと決まっている。

「治癒魔法をかけてっ！　クロウがポチのこといじめたの！　ポチが死んじゃう……っ！」

　ラエルに縋すがりついてきたのは、鮮やかな金髪に、愛らしいライオン耳を持つ十五歳の美少女だ。波打つ髪や瞳の色は魔王様にそっくりだが、シェリルそっくりの部分もある。

　――ここだけの話、魔法の腕前が壊かい滅めつ的なのじゃ……。

「またクロウは、蛇へびの子供たちをいじめたのか？　仲良くせんといかんぞ～」

　言いながら、ラエルはぐったりしているトサカ蛇に治癒魔法をかけてやる。ミュシカの隣で、金茶の髪に緑の瞳の娘が振り返った。こちらも見た目は十五歳、少女時代のシェリルと見間違いそうな容姿に、やっぱり可愛らしいライオン耳を持つ美少女だ。

「ラエルお兄ちゃん、タマはあたしが治してあげたから！」

　と、手の中の小蛇を示す。外見はシェリル似のアルシナだが、魔法はとても得意なのじゃ。

「ラエル、ありがと。呼んだらすぐに駆けつけてくれるんだもん、ラエルってほんと格好いいよねー。お姫様の騎士みたい！」

「そ、そうかのぅ……へへへ」

　魔王様と同じ青い瞳のミュシカに賞賛され、純情なラエル青年は照れた。彼は、この双子の娘たちが大好きだった。――魔王様似の姉ミュシカも、シェリル似の妹アルシナも。

「ねえ、今日のお客様って、セリィーリア姉さんと恋人よね？　婚約発表って本当？」

「そうなの？　いいなー、婚約！　――そういえばラエル、大人になったら私をお嫁さんにしてくれるってむかし言ったけど、いつ婚約用のひしゃくをくれるつもりなの？」

　ミュシカの質問に、傷ついた蛇を撫なでていたアルシナの顔がこわばった。

「え。ラエルお兄ちゃん、あたしと結婚してくれるって約束したでしょ……？」

「ちょっとラエル、私と約束しておいて、アルシナにもそんなこと言ったの？」

　――正直に言おう。言った。子供の約束だと思って、二人が大おお喧げん嘩かして泣いていた時に、それぞれ慰なぐさめたことがある。ま、まさか、二人とも覚えておったとは……！

「あ、あたし、十八歳になったらお嫁さんにしてくれるって聞いて、お母さんとお父さんみたいで素敵だなと思って、ずううっと信じてたんだけど……。う、噓だったの？」

　一人は泣きそうに、一人は睨にらみつけて、ラエルを両脇から取り囲む。

　視線を泳がせたラエルは、雄グリフォンのクロウに助けを求めるような眼差しを送った。

「ラエル。この際、はっきり言ってよ！　私とアルシナ、どっちが好きなの!?」

「お姉ちゃんならお姉ちゃんでもいいわ、正直に教えてっ！」

　二人の少女に両側から腕を引っ張られ、ジャッカルの青年は困惑に尻尾を揺らした。

「あー、わしは……、えーと、どっちも可愛いと思っておって、そのうー……あー……」

「どっちも可愛い!?　ラエルお兄ちゃんの、ゆうじゅうふだん！」

「女たらしっ！　男なら、パパみたいにパシッと、誰が一番好きなのか言ってよ！」

「――楽しそうだな、ラエル。俺も交まぜてくれないか？」

　猫娘たちに囲まれたラエルに、後ろから声がした。この声は――まさか！

「あーっ、ベルギウス様だわ！」

「うそ……地上に遊学に行ってらしたんじゃないの!?」

　ラエルにたかっていた猫娘たちは、一斉に金髪の貴公子の方に移動してしまった。

　あっけないほど、あっさりと。

「いま戻ったところだ。大事な姉の婚約発表と聞いて、知らぬ顔はできないだろう？」

　淡い金髪に青い瞳のベルギウス。大きな白い翼をもち、自在に天を駆け巡る魔界の次期王に、二人の猫娘は幼い頃から、王子様を見るような憧れの眼まな差ざしを向けていた。

「はっきりしない男は嫌われるのか？　なら俺も告白しよう。俺はミュシカが好きだ。花嫁にするならお前と、ずっと前から決めている」

　ベルギウスは、青い瞳の娘の方に腕を差し伸べ、きっぱり言った。

　愛の告白を受けたミュシカは驚いたように目を見開いた後、恥ずかしかったのか嬉しかったのか、仔ライオンの姿になってベルギウスの腕の中で丸まってしまった。

　――いや、それはいい。いいのだが、問題はきっぱりと拒絶された緑の瞳のアルシナだ。

　殴られたように衝撃を受けた表情で突っ立っていたが、徐々に悲しげに顔がゆがんでいく。

「…………っ」

　これじゃ！　わしはこういう悲しい顔を見たくなかったから、何も言わなかったんじゃ！

「えー、アルシナちゃんは、いつもとっても愛らしいと思うぞ。わ、わしは……っ」

「無理やり選ばなくていーよ！　ラエルお兄ちゃんだって、どうせ本当はミュシカの方が好きなんでしょ？　あたしなんか、二人みたいな綺麗な金髪じゃないしっ！」

　アルシナは瞳に涙をためて言うと、ライオン姿に化け、離宮の外に駆けて行ってしまう。

「追いかけないのか？」

　青い瞳のライオン娘を撫ぜながら、悠ゆう々ゆう自じ適てきの風ふ情ぜいでベルギウスが言った。

「――誤解のないように言っておくが。俺がミュシカを選んだのは、父上が、妻にそっくりのアルシナばかり猫かわいがりして、ミュシカがこっそり泣いてるのを何度も見てるからだ。金髪がどうとか、外見が気に入ったとかそういう話じゃない」

「な、なんと！　……ではわしは、アルシナちゃんを追いかけてくるっ！」

　そうだ、きっと人の絆とはそういうものなのだ。悲しげにしている姿を放っておけなかったり、泣いているのを慰めてあげたくなったり……そこから恋が始まるのだ。

　わしももう二十七歳。子守りは卒業して、そろそろ本気の恋をしてもいい年齢じゃ。――追いかけよう、アルシナちゃんを！　そして「お嫁さんになってくれ」と本気で頼むんじゃ！




「ラエルお兄ちゃん、助けてぇ……はやくっ！」

　離宮の裏の砂丘にやって来たラエルは、崩れた砦とりで跡あとの方からアルシナの悲痛な叫びを聞いた。

　砦跡は、前魔王のカインが暴れたせいで崩れやすい。もしや、事故でも起きたのか!?

「あれがラエルか？　オレの目の錯さつ覚かくか？　ずいぶんでかくなってるなあ……？」

　アルシナの後ろ姿を見つけたラエルは、突然砂の中から聞こえた男の声に仰ぎよう天てんした。

　目を凝らすと、ヒト形になったアルシナの足元に、胸まで砂に埋うまった二十代半なかばの青年がいる。印象的な赤毛に、聞き覚えのある懐かしい声こわ色いろじゃが、――はて誰じゃったかのう？

「ラエルお兄ちゃん！　あのね、ここに石の顔が埋もれてたの！　あたしびっくりして、石せき化かの呪いを解く魔法をかけてみたの！　そうしたら人間になっちゃった……！」

　アルシナは、驚愕だけではない興奮に頰を染め、瞳を輝かせていた。

「あ、やっぱりお前、ラエルなのか？　もしかしてオレ、五年くらい石化してたのか？」

　砂に埋まった男が言う。ラエルは、赤毛青年の名を思い出そうと悩みながら首を振る。

「もう十六年じゃ。おぬしが、革命の日に行方ゆくえ不ふ明めいになったあの男なら――」

「十六年!?　じゃあシェリルはどうなった！」

「三十五歳じゃ。魔物の血のおかげで、二は十た歳ちにしか見えんが。……ほれ、そこに娘がおる」

「はじめまして。あたし、アルシナっていいます。あなたは、お母さんの友達？」

「おー……、ウィリアムだ――」

　ウィリアムはラエルの言葉を確かめるように、シェリル似の緑色の瞳をした美少女をじっと見つめる。少女もまた、精悍な顔立ちの青年の顔を、うっとりと見つめ返していた。

「つまりこういうことか？　オレは命がけで魔王と闘たたかったっていうのに、十六年もの間、誰も探してくれなかったと……。くそ、シェリルめ！　ころっと忘れやがってぇ……!!」

　ウィリアムは怒って叫び、その馬鹿力を利用して、砂に埋まった体を持ち上げた。真紅の髪が風に揺れるさまも、精悍な体つきも、迫力ある表情も、かつてのウィリアムそのままだった。

「ち、違う！　みんな探したんじゃ！　魔王様の命令で、わしらジャッカル一族も辺りを大々的に捜索しまくった！　でも、しっかり埋まっておって見つからなかったんじゃ……！」

「見つかるまで探せよッ！　それが誠意ってもんだろ!?」

　一番熱心に探したのはセリィーリアだった。三年ばかり、暇さえあれば砂丘を掘り返していたが、ある日、魔女の娘も諦めてしまった。彼女を手伝っていたジャッカル族の若者の「もう砕けてしまったのだろう」という言葉を受け入れて。そして今日の婚約に至るのじゃ――。

「くそ……復讐だ！　あいつらも砂に埋めてやる！」

　ずかずかと砂山を歩き始めたウィリアムは、ふと振り返って呆然としているアルシナに手を差し伸べた。珍しく、優しげな笑顔を浮かべる。

「お前のおかげで助かった。ありがとな、アルシナ。シェリルの所まで案内してくれるか？」

　アルシナは真っ赤になって、なぜか唐突にライオン姿に化け、ウィリアムの腕に飛び込んだ。




　この後、離宮に凱がい旋せんしたウィリアムとラエルの姿を見、誇らしげに婚約を告げようとしていた美しき三つ目の姫君は、卒倒せんばかりの悲鳴を上げた。

　魔界にひそむ猫娘たちの恋の行方がどうなったのかは、――わ、わしは恐ろしくて、とてもこの先を記すことができん！　言えるのは、錯乱した三つ目姫がライオン姿になってウィリアムに飛びかかり、ところ構わず嚙みついた、ということだけじゃ。


◆ＥＮＤ◆
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